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凡 例

1当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，Ⅹ軸＝＋38，880m，Y軸＝＋24，080mの交

点を基準点（Alal）とした。なお，この原点は，日本測地系による基準点である。

調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々40m四方の大調査区に分割し，さらにこの大調

査区を東西・南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C…，西から東へ1，2，3

…とし，「Al区」，「B2区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へa，b，C・・j，西から東へ1，

2，3…0とし，名称は，大調査区の名称を冠し「Alal区」，「B2b2区」のように呼称した。

2　抄録の北緯および東経の欄には，世界測地系に基づく緯度・経度を（）を付して併記した。

3　本文・全体図・実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

遺構　　住居跡－SI　掘立柱建物跡－SB　土坑・墓墳－SK　竪穴状遺構－SH

井戸跡－SE　溝跡－SD　柱穴－P　ピット群－Pg　地下式墳TUP

遺物　　土器・陶器－P　拓本記録土器－TP　土製晶－DP　石器・石製品－Q　金属製品・古銭－M

土層　　撹乱－K

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。

5　遺構及び遺物の実測図中の表示は次のとおりである。

焼土・粕⊂＝］　炉・火床面に∃　　竃部材・粘土・炭化材・黒色処理

煤・油煙88

土器●　　土製品○　　石器・石製品□　　金属製品△　　木製品■　　硬化面一一一一一・

6　遺構・遺物実測図の作成方法については，次のとおりである。

（1）遺構全体図は200分の1，遺構は30分の1，60分の1，80分の1に縮尺して掲載した。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，その場合は個々に縮

尺をスケールで表示した。

（3）文字資料のうち，焼成前に線刻されたものを「ヘラ書き」，焼成後に線刻されたものを「刻書」と分け

て記述した。

6「主軸方向」は，竪穴住居跡については炉または竃を通る軸線とし，他の遺構については長軸（径）を主

軸と見なした。「主軸・長径方向」は，主軸・長径が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを

角度で表示した。（例N－100－E，N－100－W）

7　遺物観察表の記載方法は次のとおりである。

（1）計測値の単位はcm及びgで示した。なお，現存債は（）で，推定値は［］を付して示した。

（2）備考欄は，残存率や写真図版番号等，その他必要と思われる事項を記した。

（3）遺物番号については，土器・拓本のみ掲載の土器片，土製品，石製品，金属製品，木製品ごとに通し番

号とし，挿図，観察表，写真図版に記した番号は同一とした。

8　遺構一覧表における計測値は，現存値は（）で，推定値は［］を付して示した。
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ふ　 り　が　 な

所　 収　遺　 跡

ふ りがな

所 在 地
コード 北　 緯 東　 経 標　 高 調査期間 調査面積 調査原因

いぬ　だ　じん　じゃ・まえ天 田神 社 前
いばら　き　けんにしいばら
茨 城県西 茨 08324 36度 140度 48 20020401 10，644扉 北関東自動

い　せき
遺 跡

き　ぐんいわ　せ　まちおお
城郡岩瀬町大 －086 20分 06分 へ。′ へ．′ 車道 （協和

あさいぬ　だ　あさなか　ね字大田字中根 58秒 11秒 55m 20030131 ～友部）建
まえ　　　ばん　ち
前340番地

ほか

36度

21分

09秒

140度

06分

11秒

設事業に伴

う事前調査

所 収 遺跡 名 種　 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

太 田神 社 前 集落跡 縄　　　 文 竪穴住居跡　 6 軒 縄文土器 （浅鉢，深鉢，器台） 縄文時代中期，古

遺 跡 ほか 土坑　　　 10基 石器 （石鉄，石斧，磨石，敲石，

凹石）

墳時代，奈良 e平
安時代，中 e近世

にかけての複合遺
跡である。縄文時古　　 墳 竪穴住居跡 14軒 土師器 （埠，椀，高杯，壷言吼

土坑　　　　 3 基 嚢，甑）

土製品 （支脚）

石器 （砥石）

金属製品 （馬鈴）

代の住居跡には，
有段式のものがあ

る。古墳時代後期

の住居跡からは，
青銅製の馬鈴が出

土している。中 ・
近世においては，
大規模な溝が確認

されたことから，

奈良・平安

中 ・近世

竪穴住居跡　 37軒

掘立柱建物跡－1棟

井戸跡　　　 6 基

土師器 （埠，鉄鉢言乳　 甑，小

皿）

須恵器 （杯，蓋，瓶，甑）

土坑　　　　 9 基

掘立柱建物跡 1 棟

灰寒由陶器

金属製品 （釘，鉄，刀子）

土師質土器 （内耳鍋，小皿，鉢，

居館跡の一部と考
えられる。この港

の周辺からは，墓
場，地下式壕，竪
穴状遺構，井戸跡他（時期不 竪穴状遺構 19基 嚢）

明を含む） 地下式墳　 19基 瓦質土器 （火合，鉢言軋　 焙烙，などが多数確認さ

井戸跡　　　 42基

墓墳　　　 12基

土坑　　 1076基

十能）

陶磁器 （嚢，鉢，椀，皿）

金属製品 （銘，斧，権，小金銅仏）

れた。主な遺物と

して，権，銅造観
世音菩薩立像，温
石，陶磁器のほか

溝跡　　　　 23条 石器 （白，温石，砥石） 木製品が多数出土

ピット群　 7 か所 木器 ・木製品 （白，曲げ物） している。
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第1章　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経緯

日本道路公団は，常陸那珂港と北関東の各主要都市を結ぶ北開東自動車道の早期開通をめざしている。

平成10年11月4日，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長は，茨城県教育委員会教育長に対して，北関

東自動車道建設事業地内における埋蔵文化財の所在の有無とその取り扱いについて照会した。これを受けて茨

城県教育委員会は，平成10年12月15～18日に現地踏査を，平成12年12月14，15日に試掘調査を実施し，犬田神

社前遺跡の所在を確認した。平成13年1月17日，茨城県教育委員会教育長は日本道路公団東京建設局水戸工事

事務所長あてに事業地内に犬田神社前遺跡が所在する旨回答した。

平成13年3月26日，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長は茨城県教育委員会教育長に対して，文化財

保護法第57条の3第1項の規定に基づき，土木工事等のための埋蔵文化財包蔵地の発掘について通知した。茨

城県教育委員会教育長は，計画変更が困難であることから，記録保存のための発掘調査が必要であると判断し，

平成13年3月27日，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長あてに，工事着手前に発掘調査を実施するよう

通知した。

平成13年3月28日，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長は，茨城県教育委員会教育長に対して，北関

東自動車道建設に関わる埋蔵文化財発掘調査の実施について協議した。平成13年3月28日，茨城県教育委員会

教育長は，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長あてに，犬田神社前遺跡について，発掘調査の範囲及び

面積等について回答し，併せて埋蔵文化財の調査機関として，財団法人茨城県教育財団を紹介した。

財団法人茨城県教育財団は，日本道路公団から埋蔵文化財発掘調査事業について委託を受け，平成14年4月

1日から調査を開始した。当初は調査予定期間が平成15年3月31日まで，調査予定面積が15，135．27m2であった

が，当遺跡周辺がオオタカの餌場の範囲内にあたり，営巣期間（2～3月）に発掘調査の実施を控えるよう求

められたため，茨城県教育委員会，日本道路公団と三者協議の上，期間を平成15年1月31日までに短縮し，面

積を10，644mZに縮小して調査した。

第2節　調　査　経　過

調査は，平成14年4月1日から平成15年1月31日まで実施した。調査経過については，下表のとおりである。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

調査準 備

表 土　除去 ロ

遺構 確 認 二⊃

遺構 調査

－1－
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の流域と山間部に入り込んだ谷状の低地などである。

、′・】′∵＿、．こ　′　′・′／∴‾、′てノノ　∴　／、二　ノ　＿　ふ　l′の　　ソ　　∴′　　′ノ　′ノ　く　ソ　′′．；′′　，　′　　．こ．　′

ノ　′．ニ　　ノ、1，’、　　　　　　′　、′－．！　　二　　　、′　‾く　．′　　　　′′　．　ノ、’′　　　′．一　′、．　　　　．

．、∴∴　　　′・　言　－）－ノJ′　′　′、′一　′　、　　　　一、′　　′・′・′／二　′′．㍉′　　一　・二　．7′、′　　　′　　′′

ノ．・・て．　二、′　　ノ′　　′．、′　　　・′′、′　、、　′′r　‥、．、　′　′′′．、ノノノ、　．、′　　ノ　′．　．、一
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∴　′　　　′ノ′．、′　．こ．＼つ・へ　　＿、上　′　　　　ハノ　′、　′、ノノ．　　　′　　　′′ノ．′　′∴．　二　　　　　　　　　　′

を臨む丘陵上には古墳が数多く存在している。

、、一　　′．ノ　′一　′　　　∴　バ　ー′、　　　・、　∴　　　′つ、　′、　　　　　　ノ　　ー　・　′　．

ることにする。

′　′浩ノ。　′、
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′　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′、∴　　　　　　　　　　′　′く　　一　　　　　′．

や豊がみ

＿　　　　　　′′　　　　　　′　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　′　　　′　、′′／ノノ　　　　　　　　　　　　　′′　　　　　　　′ノ

ちょうへん　じ　ゃま

′　　ノ′　　　　　　　　　　　　　・　　　！　　　　　　　　　　、　′　　・　　　　‥　．　　　　　　　・　　　　　　′

′　　　、　・′　　　、′′二．／′　・′　　′　、　　　′　　　　ノ　　′　　一　二　　　′　　　　′　　　　．

′・　一　　　　　　′　′．′　′ヽリ　ノ　ノ　　ノ　　　　　　　′ノ　ノ　　　′　　ノ　′′　　　′　　ノ

ったことが推測される。
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たつかいどう　　　　　　とうむかい　　　　　さんおう　　　　　いそべ

古墳時代の集落とされる遺跡は，辰海道遺跡〈40〉，当向遺跡〈38〉，山王遺跡〈35〉，磯部遺跡〈5〉等が

ある。この中で辰海道遺跡は，平成13年度の発掘調査で古墳時代から平安時代まで続く規模の大きな集落であ

ることが確認されている。古墳時代の豪族居館に関わる環濠遺構や9mを超える大形住居跡など拠点的な集落

形成がすすめられ，やがて律令体制下へと組み入れられていったと考えられる。

（3）奈良e平安時代

奈良・平安時代になると，大田地区は白壁郡（真壁郡に改称は784年以降）に編入されることとなる。白壁郡

は，大化の改新によって新治国から独立したものである。大田地区は白壁郡内の伴部郷に比定されている3）。

律令体制の衰退とともに在地領主層が出現し，天慶2（939）年の平将門の乱後，その討伐に功労のあった平

貞盛の子孫が筑波山西南麓を拠点に真壁，筑波，新治の三郡を勢力下に置くようになる。そのような状況の中

で岩瀬地方は「中郡」と呼ばれ，大中臣姓中郡氏が台頭してくる。

縫）中・近世

中世になると，岩瀬地方は中郡荘（庄）と呼ばれるようになる4）。これは，当地方が京都の蓬華王院の荘園

領となり，大中臣民中郡氏がその下司職となり，在地領主として確固たる地位を保持し，のちに土豪として発

展していったのである。しかし，中郡氏の居館跡には諸説があり，明らかにされていない。

室町時代の中郡荘（庄）は，常陸国ではただ一つの幕府直轄領であり，幕府の財政を主管している伊勢氏が

預かり，総代官として太田五郎左衛門氏を派遣していた。さらに応永年間には中郡荘（庄）大田郷は鎌倉法花
はしもと

堂領となったことが知られている。当遺跡の東に位置する橋本城〈18〉は伊勢氏の城で，応永12年に居を構え

たのが最初とされている4）。のちに，永享の乱から結城合戦へ移行する過程で，足利持氏の遺子安王丸が中郡

で蜂起したこととの関連がうかがわれる。

近世になり，岩瀬地方は笠間藩の支配下に入る。元和年間の犬田の検地帳によれば，有力農民である人家（藤

兵衛，五兵衛，新太郎，五郎兵衛，九兵衛，惣左衛門，左京之助，主人）が村内農地の80％を保有していたこ

とになっている4）。また，当時の岩瀬の村々には受領名，官途名，名字をもった農民が多数存在している。

※文中の〈　〉内の番号は，表1及び第1図の該当番号と同じである。

註

1）日本の地質『関東地方』編集委員会『日本の地質3　関東地方』共立出版1986年10月

2）伊藤重敏『花園壁画古墳（第3号墳）調査報告書』岩瀬町教育委員会1985年3月

3）中山信名『新編常陸国誌』薔書房　復刻版1978年12月

4）岩瀬町史編さん委員会『岩瀬町史　通史編』岩瀬町1987年3月

参考文献

・茨城県教育庁文化課『茨城県遺跡地図　地図編』茨城県教育委員会　2001年3月

・茨城県教育庁文化課『茨城県遺跡地図　地名表編』茨城県教育委員会　2001年3月

・茨城地方史研究会編『茨城の歴史　県西編』茨城新聞社　2002年5月
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表1　太田神社前遺跡周辺遺跡一覧表

昔

日亨

遺　　 跡　　 名

時　　　 代 番

ロ号

遺　　 跡　　 名

時　　　 代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

°

平

中

世

近

世

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

°

平

中

世

近

世

◎ 大 田 神 社 前 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 中　 里　 古　 墳　 群 ○

1 猪 、窪　 古　 墳　 群 ○ 27 飯　 渕　 古　 墳　 群 ○

2 大　神　 田　古　墳　群 ○ 28 狐　 壕　 古　 墳　 群 、○

！3
長　辺　寺　 山　古　墳 ○ 29 青　 柳　 古　 墳　 群 ○

i4
稲　　 古　　 墳　　 群 ○ 30 上　野　原　瓦　窯　跡 ○

！5
磯　　 部　　 遺　　 跡 ○ ○ 31 坂　 戸　 古　 墳　 群 ○

6 富　 谷　 古　 墳　 群 ○ 32 富　　 岡　　 城　　 跡 ○

7 門　 塚　 古　 墳 ○ 33 上　 野　 原　 遺　 跡 ○

8 森　 山　台　地　古　墳 ○ 34 西　　 沢　　 古　　 墳 ○

i 9
布　 着　 山　 古　 墳 ○ 35 山　　 王　　 遺　　 跡 ○ ○

10 花　 園　 古　 墳　 群 ○ 3年防　　 人　　 遺　　 跡 ○ ○ ○ ○

11 松　 田　 古　 墳　 群 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 37 間　 中　 古　 墳　 群 ○

12 星　の　宮　古　墳　群 ○ 38 当　　 向　　 遺　　 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 長　 辺　 寺　 遺　 跡 ○ ○ 39 金　　 谷　　 遺　　 跡 ○ ○ ○ ○

14 猪　　 窪　　 遺　　 跡 ○ ○ 40 辰　 海　 道　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○ ○

15

i16

！17

i18

！19

i20

！21

22

23

24

堀　の　内 古 窯 跡 群

郷　 の　 塚　 古　 墳

富　　 谷　　 城　　 跡

橋　　 本　　 城　　 跡

坂　　 戸　　 城　　 跡

門　　 毛　　 城　　 跡

池　　 亀　　 城　　 跡

松・　 田　　 城　　 跡

谷　　 中　　 城　　 跡

岩　　 瀬　　 城　　 跡

○

○

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

大　 田　山　神　古　墳

富　谷　弥　陀　古　墳

高　　 森　　 遺　　 跡

高　 森　 古　 墳　 群

青　 木　 古　 墳　 群

白　 山　 古　 墳　 群

宮　 古　 墳　 群

青 木 神 社 裏 古 墳

高　 森　 西　 遺　 跡

新　 治　 郡　 衛　 跡

！

〇

〇

〇

○ 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

○

○

！
25 磯　　 部　　 城　　 跡 51 新　 治　 廃　 寺　 跡

－4－
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第1図　犬田神社前遺跡周辺遺跡位置図
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第2図　犬田神社前遺跡調査区設定図
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第3番　調査の成果

第且節　遺跡の概要

大田神社前遺跡は，縄文時代から中・近世までの複合遺跡である。調査前の現況は畑で，調査面積は10，644

扉である。

今回の調査によって検出された遺構は，縄文時代の竪穴住居跡6軋土坑10基，古墳時代の竪穴住居跡14軒，

土坑3基，奈良e平安時代の竪穴住居跡37軒，掘立柱建物跡1棟，井戸跡6基，土坑9基，中・近世の溝跡18

条，掘立柱建物跡1棟，地下式墳19基，竪穴状遺構15基，井戸跡34基，土坑112基，時期不明の溝跡5条，竪穴

状遺構4基，井戸跡8基，土坑976基，ピット群7群である。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）で191箱が出土した。縄文時代では中期前葉の阿王台式土器がほ

とんどである。また，古墳時代中期から平安時代末期までの土師器，須恵器が出土している。その他おもなも

のとして，土師質土乳瓦質土器，陶乳磁器，石鉄，石斧，凹石，磨石，敲石，剥片，砥石，石臼，温石，

刀子，鉄鉱，釘，鑑　馬鈴，煙管，古銭，権，銅造観世音菩薩立像，曲げ物，木製臼などが出土している。

第2節　基　本　層　序

調査区中央部のE7h7区にテストピットを設定し，約2。3m掘り下げて基本土層の観察を行った。

第1層は耕作土で，層厚は20～30cmである。

第2層は，褐色をしたハードローム層で，層厚は30～45cmである。ローム大ブロック・ローム中ブロックを

主とし，ローム小ブロックとローム粒子を少量含んでおり，粘性・締まりともに強い。第二黒色帯を含んでい

るが，分層できる程度の堆積は確認できなかった。なお，第2層下にある撹乱は，袋状土坑の可能性があるが

調査区域外のため確認できなかった。

第3層は，黄褐色をしたハードローム層で，層

厚は15～55cmである。鹿沼軽石粒子を少量，鹿沼

軽石大・中ブロックを微量含んでいる。粘性・締

まりともに強い。鹿沼軽石層の漸移層である。

第4層は，上部が黄色，下部が明黄褐色をした

鹿沼軽石層である。層厚は20～80cmで，粘性が弱

く締まりは強い。

第5層は，褐色をしたハードローム層で，白色

スコリア粒子と黒色粒子を少量含み，粘性e締ま

りともに強い。第5層は，第4層より60cm程掘り

下げた部分までしか確認していないため，層厚は

不明である。

なお，第2層から第3層上面で遺構は確認され，

第2層から第5層にかけて掘り込まれている。　　　第3園　基本土層図
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第3節　遺構　と　遺物

1　縄文時代の遺構と遺物

縄文時代の遺構としては，竪穴住居跡6軒，土坑10基が確認された。以下，遺構と遺物について記述する。

（1）竪穴住居跡

第28号住居跡（第4～7図）

位置　調査区西部のD6j5区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　南西は第34号住居，また，北東部分は第15号地下式壕に掘り込まれている。中央部分は第1068号土

坑に掘り込まれている。

規模と形状　長事由7．4m，短軸5。9mの長方形と推定され，主軸方向は，N－230－Wである。二段に掘り込まれ

ている住居で，上段の掘り込みは，北西部分のみ確認できた。下段の高さは20cm，上段は10cmで緩やかに立ち

上がっている。

床　ほぼ平坦で，広い範囲に硬化面が見られた。北東コーナーから南西コーナーにかけて壁溝をもっている。

炉　炉は確認されなかった。

ピット17か所。Pl～P4のピットは配列から主柱穴と考えられる。P5～P8と，壁の立ちあがり部分の

径の小さなピットは，深さや径がまちまちであり，配列から補助柱穴と判断した。

ピット土層解説
1　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化物少量
2　暗　褐　色　　ロームブロック少量
3　灰　褐　色　　ロームブロック中畳，鹿沼パミスブロック微量

4　褐　　　色　　ロームブロック中量，鹿沼パミスブロック微量
5　黒　褐　色　　ロームブロック微量

覆土　5層からなる。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色
2　黒　褐　色

3　極暗褐色

ロームブロック・鹿沼パミスブロック微量
ロームブロック・炭化物少量

ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

ロームブロック少量
ロームブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片射5点，石器6点（敲石3，磨石3）が中央部から西側にかけての覆土中層から下層

を中心に出土している。3，4は，P8の覆土下層から，23は下段北側の床近くから出土している。その他に

覆土上層から土師器片20点，須恵器片4点が出土しており後世の混入と考えられる。石器の多くは，下層や本

跡のコーナー部分から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉と考えられる。

第28号住居跡出土遺物観察表（第5～7図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 文 様 の 特 徴 出土位置 備　 考

1 縄文土器 探鉢 （11．4）
石英・長石・

雲母
にぷい橙 普通

口綾部は波状を里し，隆帯区画内にR L

単節縄文，その上に波状沈線を施文
上段中層 15％

2 縄文土器 ミニチュア （3．6） 長石 ・雲母 灰褐 普通
胴部下端に指 による調整痕，胴部

半分に被熱
中層壁際 90％　　　　 P L 37

3 縄文土器 深鉢 ［30．8］（18．9） － 長石 ・雲母 にぷい褐 普通
ロ綾部に4 つの突起，目線内部に稜を

もつ，無文で内面がよく磨かれている
P 8 下層 10％　　　　 P L 37
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第　図　第罰骨住居跡実測図
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第5図　第28号住居跡出土遺物実測図（1）
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第6図　第28号住居跡出土遺物実測図（2）
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第7図　第28号住居跡出土遺物実測図（3）

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色調 焼 成 文 様 の 特 徴 出土 位 置 備　 考

4 縄 文 土 器 浅 鉢 18 ．1 5．1 8 ．0 長石 ・雲 母 ・
ス コ リア

に ぷ い橙 普 通 無 文 で 口稼 内 側 に稜 ， 内 側 ・外 側 と
も よ く磨 か れ て い る

P 8 下 層 8 5 ％　　　　 P L 37

23 縄 文 土 器 深鉢 － （1．3） 9．5 長 石 ・雲 母 ・
ス コ リア

に ぷ い橙 普 通 底 部 網 代 痕 下 層 5 ％

番号 時期 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 出土位 置 備　 考

T P l 中期 中葉 口縁部片 でR L 単 節縄 文 を施文。 口唇部 にほぼ等 間隔の刻み。 ロ緑 部に 2 本の平行沈線 覆土 中 P L 56

T P 2 中期 中葉 R L 単 節縄 文 を施 文。隆帯 を貼付 し区画。 区画 内に波状隆帯 を貼付 。隆帯 に沿 って沈線 西 側床面

番 号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材 質 特　　　　 徴 出土 位 置 備　 考

Q l 磨 製 石 斧 （10．3） 5．2 3 ．1 （2 6 3．0） 輝 線 岩 基 部 欠 損 ， 定 角 式 ， 両 刃 下 段 西 中 層 P L 58

Q 2 磨　　 石 （7．4） （7．1） 5．1 （3 79 ．0） 安 山 岩 3 両 に 擦 痕 ， 2 両 被 熱 下段南壁際下層

Q 3 敲　　 石 （6．1） 7．0 4 ．1 （2 22 ．0） 安 山 岩 4 両 に 擦 痕 ， 先 端 部 に 敲打 痕 上 段 北 西 床 上

Q 4 磨　　 石 10．2 6．4 ・ 3．4 （2 54 ．0） 安 山 岩 4 面 に擦 痕 ，表 ・裏 面に凹 み 1 か 所 ず つ 下 段 北 側 床 上 P L 5 8

Q 5 敲　　 石 （9．9） 8．6 4 ．2 （52 1 ．0） 安 山 岩 4 両 に擦 痕 ，表 ・裏面 に凹 み 2 か所 ず つ 下段 北 側 床 上 P L 5 8

Q 6 凹　　 石 （12．6） （9．5） （7．3） （98 8 ．0） 安 山 岩 凹 み は 表 面 に 3 か 所 ， 裏 面 に 1 か 所 覆 土 中

Q 7 磨　　 石 （6．2） 7．3 4 ．7 （28 2 ．0） 安 山 岩 4 面 に擦 痕 ， 表 裏 と も被 熱 下段 西 側 下 層 P L 58

Q 8 凹　　 石 10 ．1 6 ．2 4 ．6 39 9 ．0 安 山 岩 磨 石 を 凹石 ， 敵石 に 転 用 上 段 西 側 下 層 P L 58

第33号住居跡（第8～12図）

位置　調査区で西部のE6a9区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　南西部分を第30・32号住居に，北側を第1739号土坑に，東側を第1736・1737号土坑に，南東コーナ

ー付近を第40号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長軸9．0m，短軸6．4mの隅丸長方形で，二段掘り込みの住居である。主軸方向は，N－170－Wで

ある。下段は30cm，上段は10cmの高さで緩やかに外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。硬化している部分は特に認められなかった。

炉　炉は確認されなかった。

ピット　6か所。配列からPl～P4は，主柱穴と考えられる。主柱穴の深さは88～100cmで，覆土はしまりが

弱く粘性が強い。その他のピットは径が小さく掘り込みも浅いことから，補助的なものとみられる。
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第8聞　第33号住居跡実測図
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ピット土居解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化物微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化物少量
3　黒　褐　色　　ロームブロック微量
4　黒　褐　色　　ロームブロック少量

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

ロームブロック微量

ロームブロック少量
ロームブロック少量

覆土　7層からなる。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土居解説
1　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量
3　極暗褐色　　ローム粒子微量
4　褐　　　色　　ロームブロック微量

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量
ローム粒子微量
ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片1429点，石器12点（凹石5，磨石6，剥片1）が下段の床面全体から出土している。

縄文土器片の多くは，中層から出土している。5は下段の覆土中層から，6は上段の床面から出土している。

石器の多くは，下段の床面から出土している。その他に須恵器片2点が出土しているが，覆土上層からであり

後世の混入と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から中期中葉と考えられる。

亡二二＞
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第9図　第33号住居跡出土遺物実測図（1）
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第11回　第33号住居跡出土遺物実測図（3）
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第12回　第33号住居跡出土遺物実測図伍）

第33号住居跡出土遺物観察表（第9～12図）

0　　　　　　　　10cm
l　　　　　．　　　　l

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 文様の特徴 出土位置 備　考

5 縄文土器 深鉢 － （11．3） － 長石・雲母 にぷい橙 普通
ロ稼部は隆帯区画内にRL単節縄文を

施丸口唇部は平坦で，蛇行隆帯を貼付
下段中層 5％

6 縄文土器
探鉢

把手
（7．7） 長石・雲母 暗褐 普通

内側を丁寧に磨いてある。胴部

との間は，爪形の押引文を施文
上段床面 5％

番号 時期 話　 形　及　び　文　様　 の　特　徴 出土位置 備　考

TP 4 中期中葉 目線部に連弧状の隆菅を貼付し，RL単節縄文を施文。内面は横方向に磨き 北側中層 PL56

T P 5 中期中葉 目線部に波状の隆菅を貼付し，ヘラで成形後に下部を指頭で押圧。胴部にはLR単節縄文を施文 南側中層 PL56

T P 6 中期後菓
口緑部には薄い隆帯があり，内部を隆帯に沿った沈線文で区画し，区画内に縄文を施文。

中央部上層 PL 56胴部には3本の沈線による懸垂文

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 9 剥　　 片 3．0 3．8 0．9 11．0 チャート片面調整 覆土中

Q lO 磨　　 石 （6．0） 7．9 3．1 （190．0） 安山岩 使用面は両側面。被熱により一部赤変 覆土中

Q ll 磨　　 石 （5．9） 7．8 3．7 （219．0） 安山岩 使用面は全側面。裏面被熱により一部異変 覆土中 PL58

Q 12 磨　　 石 （7．6） 7．3 4．1 （316．0） 安山岩 使用面は全側面 中層
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番号 器種 長 さ 幅 厚 さ 重量 材質 特　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 13 磨　　 石 11．1 6．3 3．7 （32 9．0） 安 山 岩 使用面 は両面 と側 面 中央下 層 P L 58

Q 14 磨　　 石 （8．6） 9．4 4 ．4 （509 ．0） 安 山 岩 使用面 は全側面 西壁際 P L 58

Q 15 磨　　 石 （10．2） 8．9 5．1 （639．0） 安 山 岩 使用面 は両面 西壁際

Q 16 凹　　 石 （13．3） （12．9） （10 ．5） （23 90．0） 安 山 岩 凹み 2 か所，平坦部 分に擦 痕 南側床上

Q 17 凹　　 石 20．5 13．7 8．8 （36 40．0） 安 山 岩 凹み 2 か所，平坦部分 に擦 痕 東壁際

Q 18 凹　　 石 22．2 16．3 8．3 4 5 30．0 花 崗 岩 凹み 8 か所，平坦部分 に擦 痕 東壁際

Q 19 凹　　 石 29．9 23．5 8．9 （804 0．0） 花 崗 岩 凹み90か所，平坦部分 に擦痕 北上段床 PL 59

Q 20 凹　　 石 42．9 22．8 10．5 172 0．0 黒雲母片岩 凹み18か所 南下段床 PL 5 9

第84号住居跡（第13・14図）

位置　調査区中央部のD7h2区に位置し，台地上の北側に立地している。

重複関係　西側は第41号溝によって上層が掘り込まれている。南側は，調査区域外のため確認できなかった。

規模と形状　長径4．2m，短径1．6mの楕円形である。壁高は34～37cmで，外傾して立ち上がっている。

床　床面はほぼ平坦である。床面は一様にしまっている。

炉　炉は確認されなかったが，中央部からやや西側に焼土の範囲が確認できた。その付近に炉があったのでは

ないかと考えられる。

ピット　主柱穴とみられるものは，特に確認されなかった。

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土居解説
1暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物微量
2　極暗褐色　　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　　ロームブロック少量
4　褐　　　色　　ローム粒子中量

遺物出土状況　縄文土器片96点，石器2点（剥片）が出土している。8は床面から出土している。Q21の剥片

は，西側の床面から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉と考えられる。

第13図　第84号住居跡実測図
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第14図　第84号住居跡出土遺物実測図

第84号住居跡出土遺物観察表（第14図）

0　　　　　　　　　10cm
l　　　　　　　　　　　　　　題

7　　　L　　　！　　＿＿」

番号種別器種口径器高底径胎　土 色調焼成 文様の特徴 出土位置 備　考

7縄文土器探鉢［31．4］（28．1）－

石英・長石・雲

母・スコリア
にぷい褐普通

無文，口緑部に2単位の突起貼

付
中層 30％　　　　PL37

8縄文土器探鉢－（8．9）13．5
長石・雲母・

スコリア
にぷい橙普通内外面とも磨き，底部に網代痕床面 20％

番号時期 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 出土位置備　考

TP7中期中葉口唇部には2本の平行沈線があり，隆起線で区画された内側にコンパス文を施文 西側床上 PL56

TP8中期中葉平行隆帯間に押引文を施文 覆土中 PL56

番号器種 長さ 幅 厚さ重量材質 特　　　　　 徴 出土位置 備　考

Q21剥　　片5．0 3．5 1．5 20．0 チャート両面調整 西側床面

Q22剥　　片3．7 2．6 0．7 4，9 チャート先端に刃こぼれ状の剥離 覆土中

ー19－



ノ　　　　　　　　′

．．　′　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′′、′　　　　　　　　　　　　　　　　′

規模髪形畿　確認された範囲にお射ては　蔑劫のm　短軸。mの長方形である。西側は　削平されて折るため

・′　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　′

′′　　　　　　ノ

ー　　′ノ　　　ノ

炉　炉は確認されなかった。

ノー　　　　‥

んでいる。P4，P5も含め性格は不明である。

一　．．、′′　‾　　了．、・／

1－－20…



覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土居解説
1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

ロームブロック少量，焼土ブロック微量
ロームブロック少量

3　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片627点，石器5点（石斧2，磨石，剥片2）が出土している。その他に土師器片2点が

出土しているが後世の混入によるものと考えられる。9は床面近くから出土している。10，11は，Plの覆土

上層から出土している。石器の多くは，中央部分から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉と思われる。

一21－

第16図　第85号住居跡出土遺物実測図（1）



Q23　　　∠二ゝ

第17図　第85号住居跡出土遺物実測図（2）

第85号住居跡出土遺物観察表（第16・17図）

・「二
0　　　　　　　　　　　　　5cm

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 文 様 の 特 徴 出土位置 備　 考

9 縄文土器 深鉢 ［36．1］（25．9） －

石英・長石・

雲母
にぷい橙 普通 L R 単節縄文施文 床面付近 30％

10 縄文土器 探鉢 ［29．6］（18．7） －

石英 ・長石・

雲母
にぷい赤褐 普通

内外面とも丁寧な磨き，隆帯に

沿って押引の爪形文を施文
P l上層 30％

11 縄文土器 浅鉢 ［41，2］（10．0）
石英 ・長石 ・

雲母
にぷい黄橙 普通

口綾部を隆帯で区画し，隆帯の内側

を中央に押引文を地文。胴部は無文
P l上層 20％

12 縄文土器 浅鉢 － （4．9） 9．6
石英・長石 ・

雲母
にぷい橙 普通 無文 床面付近 20％

－22－



鮒 i 時期 器 形 及 び 文 様 の 特 徴　　　　　　 極土位置i 備 考

野 中 中期中葉 Ⅲ繚部に汁 による稜線があ軋 その下に縄文が施文0 内側は磨かれているロ　　　 欄 i　　 PL 嶺

T ㌘膵　 臓 中辛 打線部を隆管で区軋 隆革の内側は隆帯に沿って連続刺突文 臓 に法線を施文　　 恒 上層 i　　 Pは

T P H　　中期中葉
、票 霊 波頂部は榔 刻みが克っている0胴 腿浅 磯線潤 し 隆線路 って押 覆土中 i　 Pm嶺

T Pは　 中期中葉 L鼠単節濃地に隆首夢その周囲に洗練文が施文　　　　　　　　　　　 相 部輔 i　　 ㌘L56

番軒 綱目　 鼠日　 韓囁　 恒 鋳 「鎚 i 棚 特　　　　　 徴 出土位置 i 備 考

雛 剥　 可　 項　 や中　　 恒 の　恒 一挺両面調整 穫土中　 i

纏 剥　 片い め項　 ゆ中　 も日　 の目 石　 英 一部自然面，先端に刃こぼれ状の剥離 中央床面 ！

綿 棒　 斧日 中　 や　 い 0　 日 を中 線泥片岩 先端に刃こぼれ状の剥離，打製撥彬 摘 舶 i　　 PL58

綿 棒　 斧恒 0項　 を項　 ゆ5　恒 の項 安 山岩 基部上部に浅いくびれ，磨製定角式 南側床面　　　　　　　　　 ㌘L減
郷 磨　 石　 は 郎　 如 月　 も日 韓も函　 凝灰岩 3両に捧痕 穫土中　 i

第錮考健腰紗　第蟻を相聞ラ

健置　調査区中央部のD捌区に位置し　畜地上の南側に立地して折る。

′　　′－　ノ　′　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　・ノ　ノ

・ニ　　　　　　　　　　　　　　　　′′　1　　、．′

′　　・　　　　　　　　　　　　　　、　　ノ1ニ′・　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　・、‘、＼こ　　　　′

便して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部分は碩化している。

炉　炉は確認されなかった。、

・・　　　　　　　ノ　　′′　　．・　　二、、′′　　　′ノン1　一二′の　男！′　ノ、

′　　　　　‘一　、　　　　　　　　　　　　′　ノ　、′ノ′′′　　‥′く′．ノ′′　′、′星ノ

ピット土層解説
1　黒　褐　色　　ロー1－ム粒子少量
2　桓暗褐色　　ローーム粒子少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子中宣二

と1　黒　褐　色　　ロームブロック微量

第相聞　第納骨住居跡実測図

一一一“23－“一一



覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土居解説
1黒　褐　色　　ロームブロック微量（しまりが強い）
2　極暗褐色　　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　　ロームブロック微量
4　暗　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミス微量

遺物出土状況　縄文土器片737点，石器4点（石鉄，剥片，磨石，石斧）が出土している。13，14は，第2層か

ら出土している。Q29の石鉄は，南壁際から出土している。その他に，土師器片25点，須恵器片2点，磁器片

1点が出土しているが，覆土上層から出土しており後世の混入によるものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から中期中葉と考えられる。

・壬：▼：：：‾良．．：一、1＿

′⊂J

C＞

－24－

Q28

0　　　　　　　　3cm
王　　　　ト　　　雷

第19回　第89号住居跡出土遺物実測図

Q29

0　　　　　　　　2cm
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第約号住居跡出土遺物観察衷　第摘園ラ

番号 鮒日 掛射摘項獅中摘 胎土 ！色調 i焼成i　 文様の特徴　　 極土位置i 備考

13
拙 鳩 車 恒 禁 譜母のにぷ欄 普通匿 票漂 霊畿 隆帯床面　 ％　 PL群

摘 縄文士器　器台　　　　 （65）は工の
霊 瀞 にぷ磯車 道 無料 梱 離 磨 働 乳 下層　 摘％

番号 i 時期 i　　　　　 器 形 及 び 文 様 の 特 徴　　　　　　 桓 蛾 郵 備　 考

腎 臓 中期臓 豊 監 禁 窓　 辺部に況L単節文を施文o m 辺部下から胴部にかけては 結節を 下層
PL56

T㌘可 欄 摘 儲 霊 ㌢ 二本の平行沈線0 招灘 に縄文を施文0 田辺部から胴部にかけてRL 単節 穫土中
PL 56

潤 匝 醐 櫻 豊 慧 ㌶ 誓 一梱 る隆帯0 隆帯をほさノんで左右に施欄 紺 －た沈線がめくやる車 層

T ㌘相 棒 射 幸 R m単節縄文を地文とし 波状の隆起線の周囲に沿って洗練を巡らす0　　　　　 覆土中 i

墾 恒 準 十 撃 つ　 幅 i 摩逐　 日は i 彿 特　　　　　 徴 出土位置 i 備 考

攣 極 ．可　 ∠摘 i 裟項　 摘つ ［ 胴 斗高 石 両面剥離，自然面が裏面に残る 欄　 1

疇罰棒　 銀い め中　 の中　 を中　 ゆ　恒 －ト基部の決り深く，側線は直線 壁際下層 i

Q灘匝　 斧日 の糾 恒 も中　 の中 級 の 安山岩 自然石の転用，右側面と先端に敲打痕 覆土中　 i　　 Pm58

繍 極　 遅効　 鋸目　 線潮 i 繍 「脱 項 凱 読 3面に椿痕 中層　 i

′　′ノ　′

ノ

重複関係　東側の部分で滝　本捗が擾まッた後に　第減骨住塔と第納骨住居が構築されぞ折る。

、′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

床　ほぼ平坦で，中央部分は硬化している。

炉　炉は確認されなかった。

：　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′、．．：　　　　　　　　　　　　　　・・：C的、′ノ　　三一

ノ

るごタ

ピット土層解説
1　黒　褐　色　　しトームブしいノク微量

ご　黒　裾　色　　tトームブリ、ソク・鹿沼バミスブtJ、ノク微量
3　暗　褐　色　　しトームブ日ソク少量，鹿沼′〈ミスブロック微量

．・　　′　，　′　∴′一′、　．ノ　　　　　　　ー　　　　一　　　　　．

えられる。

土層解説
1　黒　褐　色　　しトームブU Lソク微量

2　黒　褐　色　　U－ムブtコック微量（、しまりが強い）
3　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化粒J’一微量

こ－i一　極暗褐色　　ロームブロック微量
5　黒　褐　色　　U－ムブUソク微量

6　極暗褐色　　U－1一ムブU、ノク微量
7　極暗褐色　　U一一ムームブロック少量

8　暗　褐　色　　ロー→ムプロ、ノク微量
9　極暗褐色　　ローム粒子少量

1（）桓暗褐色　　ローームプロ・ソク少量

・　、　　　　　　　　　一一　　　′／－　　　　　　　　　　　　　　　′　　ノ　′．．　　′′　一　二、　　一　　　　　　　′

ノ　　　　　　　′　．　　、：∴　一ノ．ご　　、．　　ク．∴　　′′、．　　′ノ了．　′′′ノ　ー．　∴′′後′言　′二1・

′　・∴　，．　′・　　　　ノ　．　　　　　．　　　　・・　　′　′　‾　′．′、㍉　′　，．一　ノ

住居が構築される以前と考えられる。

－25－
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第20図　第90号住居跡・出土遺物実測図
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・、　　　　　　　　′　　′　　　　′　　　　ノ　　　　　ミ

番号型⊥墜捷剋璽再到」鮭と十攣斗轡十‥ヰ彿壷五‾「料料「頂竃

且5
縄文土器深鉢桓侶組　 長着き雲母　 橙　普通i謂漂完㌶㌘漂管間北倒上層摘％　 PL那

16
縄文土器深鉢トの回　　　 にぶ減橙普通㌻二線部は隆糊付後に強サデ穫土中i蟻％

17
縄文土車鉢　 回 を溌霊の長石車 磯普通胴部にL段単節文施文　 上層　頴％

番号！時期i　　　　　 器形及び文様の特徴 出土位置i 備考

T　　 中期中葉Ⅲ唇部に隆帯を貼軋RL単節縄文を施文0隆管胴部の間に平行洗練と　胴部に沈線に
北側中層　　　　　　　 PL57㌘膵　 ′、葉よる曲線を描出

T㌘18匝期摘恒唇部に沿って本の平行洗練が巡娠RL単節縄文を施文 北側中層i　　 PL57

T㌘摘　欄中葉恒唇部と内側はげによる整形0胴部に融文が施覚。胴部と口唇部との間に那悦を施文穫土中i　　 PL57

北側十層TP20　中期中葉　RL車節縄文を地丈とし　結晶縄文を縦位に施文

番号i馴「齢i幅日鋼巨醍i　　 特　　徴　　　 目地離日備　考
酢車戯磯恒の6恒の5恒09「朋！縄文時榊期の土器購素材潤乳禍を整形i穫土中　i

番号　　器種「雛i幅日鋼巨組巨帽つ＋＋　豊浄＋＋徴 目地離日 備　考
Q霊　剥　　片3．7 2．8いずi「胴軽ヤート極離臓で自鮒が残る i穫土中　i

（2）土　坑

′　　　　　　　　　　′　　、

′　　　′′

I　‥∵∵、　ハ′′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　′．

立ち上がっている。底面は皿状である。

′　∴／．な′：ノ　／、／弓ミ∴　′　　　　　　　　　　　　　′、‘一　　、．．′．∴

土層解説

1　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼上ブ日ソケ微量

2　黒　褐　色　　ロームプロ、ソケ・梗上－ナl」・ソケ微量

：う　黒　褐　色　　ローlムブLrツタ少量

l圭　黒　褐　色　　tJ一一ムプロ・ソク・鹿沼′＼ミスブロック少量

5　黒　褐　色　　U一一一ムプロ、ソク少量．鹿沼バミスブロック微量

遺物出土状況　縄文土器宥一32点が覆土中層から上層

‥　　　　　　　　　　　　′　　　′　　‥・′

特徴のある把手をもつものが数点出土している。

′　　　　ノ′　　　　　　　　　　ノ　′′

経からやや遅れて投棄されたものと考えられる。）廃

絶の時期は，中期中葉以降と考えられる。

⑥　i22

∵ノ・ヾ　一∴　′′、ノ．・ノl」ノーノ：ふ

…27…

0　　　　　　1m

≡≡≡≡意≡≡≡≡』



／鵜廻
第22図　第190号土坑出土遣物実測図

第190号土坑出土遺物観察表（第22図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 文 様 の 特 徴 出土 位 置 備　 考

18 縄 文 土 器 探 鉢 ［2 0．5］ （2 2 ．4） 長 石 ・雲 母 に ぷ い 褐 普 通
R L 単節縄 文を地 文，胴部 に結節 縄文

と上下方 向の波状 沈線 ，眼鏡状 の把 手
中層 2 0％　　　　 P L 38

19 縄 文 土 器 探 鉢 ［18．4］ （20 ．0）
石 英 ・長 石 ・

雲 母
にぷい赤褐 普 通

把 手 の 隆帯 に 刻 み 目，R L 単 節 縄

文 ， 胴 部 に は 一 部 結 節 縄 文
中 層 5 ％　　　　 P L 3 7

2 0 縄 文 土 器
探 鉢

把 手 － （7．3）
石 英 ・長 石 ・

雲 母
橙 普 通

把手の波頂部の厚い隆帯に沿って二本の

沈線，沈線で区画された中に短沈線を施文
覆 土 中 5 ％

－28－



番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼 成 文 様 の 特 徴 出土位 置 備　 考

21 縄 文土器 探鉢 （12．4） 11．8
石 英 ・長石 ・

雲母
にぷい黄橙 普通

底部 の網代痕 は，ナ デに よる成

形の ため 目立 た ない。縄 文 を沈

線 で区画，中央 に波状沈線

中層 10 ％

22 縄 文土器 探鉢 － （6．0） 9．9
石英 ・長石 ・

雲母
にぷい赤褐 普通

胴部にⅤ字に開く隆帯が 3 単位，隆

帯の間は櫛描き沈線を上下に施文
中層 30 ％　　　　 P L 3 7

第338号土坑（第23図）

位置　調査区中央部のE7a8区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第275・282・325・330号土坑によって削平され，開口部分の形状が確認できなかった。また，北側

は，第321号土坑に掘りこまれているため，壁の立ち上がりが確認できなかった。

規模と形状　確認できた範囲では，おおよそ長径2．5m，短径1．4mの楕円形で，主軸方向はN－830－Eである。

深さは92cmで，底面は平坦である。壁はやや内傾気味に立ち上がっている。

覆土　他の遺構に掘りこまれているため堆積状況は明確でない。

遺物出土状況　縄文土器片80点，磨石1点が出土している。縄文土器片の多くは，覆土上層から中層にかけて

出土している。図示した遺物は，中層から出土していて，本跡が廃棄された後に流れ込んだものと考えられる。

所見　時期は，出土土器と遺構の形状から，中期中葉と考えられる。

⑥
一　一－一一一F‾’－　一一、

＿・・一　‾　　　　　　　　　　　　　　＼

蒜　晶　　＼

ロ

，Fら1Q34／

第23図　第338号土坑・出土遺物実測図
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ご　くミ・・．　　∴ク′1′言　　．r了主′く

番可　種別 綱目凋車蟻 離1 胎土 色調　い摘 文様の特徴　 i出土位置！ 備考

24　縄文士器深鉢　　　　 （7．5） 石英・長石・
雲母 にぷい黄橙　普通

慧慧 漂禁等漂慧　 中層 i摘％

25　縄文士器
深鉢　 匠碗［11璃 ㌃ 掛 にぷい橙　普通

禁二霊 ナデ成形瀾 下欄 i柑％

番号 i 時期 i　　　　　 器 形 及 び 文 様 の 特 徴
出士位置 備　考

TP釣　 棚 中葉匝存する沈線で描線部は区画されタ区舶 にLR単節縄文を充填
中層

TP22　 中期中葉im唇部に隆帯を貼付しタ隆管上にRL単節縄文を施文。隆管に沿ってナデ
将士申

番可 券種 i 長さ i 幅 ！厚さ i 重量 i 材質 i　 特　　 徴　　 日蝕躇 備　考
Q鍼磨　 石i 糾　 い さ項 。7　目測を糾　安山岩食酢擦痕故による剥離が か所 欄

ト、′　　　　′　ノ　　ニ　′

′、　　言、′く　ノ　′‘′′　二　′　く　　．ノ　′，　′ノノ・し　・、．、ノ、′　′、′

ノ言、．ニッミ　／、′－′ンノ　′′ノ＼′、．、．．ノ、′r・　ノ・・こ‾＼∴、へ′、．　′′、／′‥！：）三　く・二1－：′′　－ノ．　　′　′　′、　′：
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浮豊　　層からなる。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。第　～　層は　壁の崩落によ

る堆積層である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

・ノ1　黒　褐　色

／
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二
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鹿沼パミスブロック少量，ロームプロ、ソク・焼
土ブロック微量

鹿沼ノヾミス少量，ロームブロック・焼十ブロック微量
ロー－ム粒子・焼十粒子・炭化粒子・鹿沼パミス少量
ロー一一ムブロック微量
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第2磯園　第379号土坑実測図

5　黒　褐　色　　ロームブロック・焼士粒千・鹿沼バミス微量

6　黒　褐　色　　ロームブロック・酪甘パミス微量

7　黒　褐　色　　ローム粒千・焼十粒子・炭化粒子・鹿沼パミス微量
8　黒　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミス微量

2m

』芸≡≡≡≡≡≡≡意義芸芸＝器器器器芸道

ー30－

遺物出立状況　縄文土器片2罰点　四着点

が出土している。縄文土器片の多くは，南

側の覆土中層から下層にかけて出土してい

る。2は　底面付近から横位で出土し，潮

は底面から逆位で出土している。

所凰　土器の出土状況からタ　本跡の廃絶と

ほぼ同時期に遺棄されたものと考えられる。

出土土器から，時期は中期中葉と考えられ

る。
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第25図　第379号土坑出土遺物実測図（1）



第26図　第379号土坑出土遺物実測図（2）
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0　　　　　　　　　　10cm
！　　　：　　　　ま
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番号　　種別　　器種　目径　器高　底径　　胎　土 色調 焼成i　 文様の特徴　　 極土位置 備　考

26縄掴極車中車 中豊 漁
にぷい褐

目線部に両彬把手，陣幕区画に沿
普適　って二本の平行沈線。頚部には無　中層

文乱　胴部Ⅹ辛降帯を波状沈線
9000　　　　PL湘

27 縄文土中綿棒車中臆腰㌫掛
明赤褐

口唇部が平川でS字状に押引文
普通　施文の把手が∴対，LR車節縄文　中層

を＝辺部から胴部にかけて施文
85㌔　　　　PL38

器縄文土器深鉢は車 中 溌 6長石を
にぷい黄橙

普通麿誓諾温 禁 工隼㈹
100°い　　　　PL37

可緻輔繍「斗融「 憺㌢掛
褐

大き封巴千の降帯ナデ整彬㍉目線部
普通　を区画する隆管に沿った二本の平　中層

行沈線がありLR単品縄文を充填
10㌔

石英・長石・
仁ぷい褐

LR車節縄文地文を施文㍉　下端
30　縄文十器　深鉢　　　 （10言）8．7　雲母・スコリ 普通　はナデによって縄文を消してあ　底面 測％

ア る㍉　底部は丁寧なナデ整彬

棒尋尋斗車雁㈲
工ふい橙普通磨羞慧畿慧票文資隼層5％

番可　菜摘「齢i幅巨郎i重義i材質！　特　　徴 目地離日 輔　考
潤桓　石恒凋恒凋巨朋恒臓の函崗岩極血として朗タ2か所に凹みあり下層　 i PL59

第姻尊堂琉　第野の罰園）

健置　調査区中央部の炉　だ区に位置し　畜地上の南側に立地L等折る。

重複関係　第膵鼠　の臓鍼号丑坑　第　号井野に羞肇等北側の太部分が掘　込まれて折る。全体的に削平されて

お娠　底面紺近しか確認で　なか当た。

規模髪形畿　確認で　た範囲では　長径や　m　短径の　刑

の惰性彬で∴巨軸方向はNl（汀‾、一つ三である言策さはl（ト

蟻mである。底面は平坦で　緩やかに外傾して立ち上がり

ている、、

滞羞　　層からなる。削平されて折るため堆積状況は明確

でな齢。鹿沼層を掘　込んで射る。

土居解説

温　黒　褐　色　　鹿沼パミスプロッタ少遺筆　ロームプロッタを焼
土プロッタ微量

2　暗　褐　色　　ロームプ腎ツタか鹿沼パミ濃ブロック少遠

道物出立状況　縄文土器片魂燕が底面付近から出まじ等折

る。盟は底面達　から出土』等お酌　等㌘23と閤一個体と

考えられる．＿、

所魔　時期は　出土土器と遺構の形状から中期中葉と考え

られる、．二

第舶号土塊出土遺物観察東　第罰囲う

第那図　第舶号士坑実測図

鮒 i 種別 翻 年 潤 車 縞 底径 i 胎 士 邑調 焼成 i　 文 様 の 特 徴　　 極 土位置i 備 考

隆管で胴部は　甥に区画　れ　隆菅に
普通　 藷って幅広の押引爪形支　施支。区画　底面付近　閥％　　　 PL灘

内に波上沈線が二本。底部は丁寧を磨き

霊　 縄文土器 探鉢　　　　 綾の獅 摘邁 「羨石を雲榎 にぷ‾債橙

3こう



第28図　第448号土坑出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm

番号 時期 器　 形　 及　 び　 文　様　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

TP23 中期中葉 口綾部を幅広の角押文で区画，区画内に波状の角押文を施文 底面 PL57

第828号土坑（第29～31図）

位置　調査区東部のFlOf3区に位置し，台地上の南側に位置している。

規模と形状　全体的に削平されており，規模は径3．0mの円形で深さは10cmである。北側に径60cm，深さ10cmほ

どのピットをもっている。底面は平坦で，緩やかに外傾して立ち上がっている。

2　　　　　3　　4

76　5

第29図　第828号土坑実測図
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覆土　7層からなる。全体的に削平されてい

るために堆積状況は明確でない。

土居解説
1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色
4　褐　　　色

5　褐　　　色

6　暗　褐　色

7　褐　　　色

ロームブロック・鹿沼パミスブロッ
ク少量

ロームブロック・鹿沼パミスブロッ
ク・炭化物少量

ロームブロック少量，炭化物微量
ロームブロック少量

ロームブロック少量，鹿沼パミスブ
ロック微量

ロームブロック少量，鹿沼パミスブ
ロック微量

ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片119点が，底面付

近から出土している。33，34，35と大きな破

片が多いことから，遺構が廃棄される時点で

投げ込まれたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器と遺構の形状から，

中期後葉と考えられる。



第30図　第828号土坑出土遺物実測図（1）
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第31図　第828号土坑出土遣物実測図（2）

第828号土坑出土遺物観察表（第30・31図）

番 号 種 別 器種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 文 様 の 特 徴 出土 位 置 備　 考

33 縄 文 土 器 探 鉢 ［2 9 ．4 ］ （2 6 ．9）
石 英 ・長石 ・

雲 母
にぷい黄橙 普 通

口縁部の隆苗区画内に縄文を充填し区画

に沿って沈線。眼鏡状の突起をもち，それを

中心にした対称な位置に隆帯による渦巻文

東 側 壁 際 5 0 ％　　　　 P L 38

34 縄 文 土 器 深 鉢 ［2 5 ，8］ （2 2 ．5）
石 英 ・長 石 ・

雲 母
にぷい黄橙 普 通

ロ縁 に は連 弧 状 に 刻 み の 入 っ た

隆 帯 。 頚 部 と 胴 部 の 間 に 沈 線 。

胴 部 に は縦 位 に 条 線 文 を施 文

下 層 40 ％　　　　 P L 38

－36－



番 号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色 調 焼成 文 様 の 特 徴 出土位置 備　 考

35 縄文土器 探鉢 19．9）
石英 ・長石 ・

雲母
にぷ い褐 普通

口緑部は隆帯で区画され，眼鏡状の突

起をもつ。隆苛内に渦巻文を中心に縦

横に沈線が施文。隆帯上に縄文が施文

してあるが，磨耗のため節は不明確

東側壁際 20％

36 縄 文土器 深鉢 ［14．6］ （5．4）
石 英 ・長石 ・

雲母
橙 普 通 無文，内側 に稜 覆土 中 20％

37 縄 文土器 探鉢 （22．0）
石英 ・長石 ・

雲母
にぷい黄橙 普通

胴 部の上 か ら下へ 曲線 的な櫛描

条線 文，胴部下端はナデ成形
東側壁際 40％

38 縄 文土器 探鉢 － （20．4） 9．5
石英 ・長石 ・

雲母
にぷい橙 普通

胴部にLR 単節縄文を施文，下端は削り

後ナデ成形，底部は削り後に雑なナデ
東側壁際 40％　　　　 P L 3 7

番号 時期 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

T P24 中期後葉 ロ緑に幅広の平行沈線。胴部には縄文が施文 してあるが，磨耗のため節は不明確 東側下層

T P25 中期後菜 口辺部はナデ整形で内側に稜。口辺部に沿って刺突文がめぐる 北側ピット

T P26 中期後稟 胴部に結節をもつL R単節縄文を施文 下層

第832号土坑（第32図）

位置　調査区東部のFlOg3区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　全体的に削平されており，規模は径1．2mの円形で，深さは30cmである。底面は平坦で，緩やかに

外傾して立ち上がっている。

覆土　2層からなる。全体に削平されているため堆積状況は明確でない。

土層解説
1　褐　　　色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量
2　褐　　　色　　ローム粒子中量

遺物出土状況　縄文土器片13点が底面付近から出土している。土器片は，遺構が廃棄される時点で流れ込んだ

ものか，廃棄時に投げ込まれたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から中期後葉と考えられる。

声．〕
【□

A52．8m

‾、～＝＝＝r　　』＝土∃m

第32図　第832号土坑・出土遺物実測図

第832号土坑出土遺物観察表（第32図）

番号 時期 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

T P27 中期後葉 単節 縄文 を地文 と し，沈線 による懸垂文で区画 覆土中

T P28 中期後稟 L R 単節縄 文を施文 覆土中

T P30 中期複葉 撚糸 文を地文 とし，半裁竹管 による平行沈線で ，H 綾 部 を区画 中央底 面 P L 57

－37一



第833号土坑（第33・34図）

位置　調査区東部のFlOh3区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　削平されているために開口部分は確認できなかった。確認できた範囲では，長径2．5m，短径

2．3mのほぼ円形で，深さは50cmである。断面は袋状を呈し，内傾して立ち上がっている。底面は平坦である。

⑥　　　　／
七1。h。

＼　　　　　　宗一　‾l‾‾●

＼

＼　　匡‾．

第33図　第833号土坑実測図

0　　　　　　1m
し＿亡　＿I

覆土　6層からなる。第5・6層は自然堆積

で，その他は人為堆積と考えられる。

土居解説
1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色
5　黒　褐　色

6　褐　　　色

遺物出土状況

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化
粒子・砂粒微量
砂粒少量，ロームブロック・炭化粒子微量

ロームブロック少量，炭化物・焼
土粒子微量

ロームブロック・炭化粒子少量

ロームブロック・焼土ブロック・
炭化物微量
ロームブロック少量

縄文土器片200点が出土し

ている。土器片の多くは，中層から上層に

かけて出土している。図示した遺物は，中

層から出土している。遺構が廃棄された後，

投げ込まれたものと考えられる。

所見　出土土器と遺構の形状から，時期は

中期中葉と考えられる。

第34回　第833号土坑出土遺物実測図

第833号土坑出土遺物観察表（第34図）

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 文 様 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

39 縄 文 土 器 探 鉢 － （3．7） 7．5 長 石 ・雲 母 にぷ い橙 普 通 胴 部 下 端 は 無 文 北東側壁際 5 ％

番 号 時 期 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　 考

T P 29 中 期 中葉 口縁 部 に は 沈 線 間 交 互 刺 突 に よる 連続 コの字 状 文 と縦 短 沈 線 ，R L 単 節 縄 文 を縦 方 向 に施 文 覆 土 中 P L 57

T P 3 1 中 期 中 葉 口 縁 部 は ナ デ ， 内側 に稜 ， 口 辺 部 に 沈 線 施 文 中央部中層 P L 57

一38－



第834号土坑（第35・36図）

位置　調査区東部のFlOh4区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　全体的に削平されており，規模は長径1．6m，短径1．2mの楕円形で，主軸方向はN－140－Eであ

る。深さは30cmである。底面は平坦で壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　5層からなる。レンズ状に堆積していることから自然堆

積と考えられる。

土居解説
1暗　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量

2　褐　　　色　　ロームブロック少量，鹿沼パミスブロック微量
3　褐　　　色　　ロームブロック微量
4　褐　　　色　　ロームブロック少量

5　暗　褐　色　　ロームブロック少量

④　七10h言

三二
遺物出土状況　縄文土器片34点が，底面付近から出土している。

土器片は，遺構が廃棄された時点で流れ込んだものと考えられ　　　　　B

る。

所見　出土土器から，時期は中期後葉と考えられる。

可

40

「、、＿」ゝ√
0　　　　　　1m

L　＿　J

第35図　第834号土坑実測図

第36図　第834号土坑出土遺物実測図

第834号土坑出土遺物観察表（第36図）

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 文 様 の 特 徴 出土 位 置 備　 考

40 縄 文 土 器 探 鉢 ［34 ．6］ （8．0） － 長 石 ・雲 母 浅 黄 普 通
口 辺 部 沈 線 下 に 鍔 状 の 隆 帯 ， 鍔

状 隆 帯 の 上 に は渦 巻 文 を描 く

南 東 コ ー

ナ ー底 面
5 ％

第844号土坑（第37図）

位置　調査区東部のFlOh6区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　削平されているため，開口部分は明確でない。底面は1．4m四方の方形であり，深さは70cmである。

断面は袋状を呈し，内傾して立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土　6層からなる。含有物から人為堆積と考えられる。

土居解説
1　暗　褐　色
2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
ロームブロック・焼土粒子少量
ロームブロック・炭化物少量

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

ロームブロック中量

ロームブロック少量
ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片38点，敲石1点が出土している。覆土中からの出土で，廃棄時に投げ込まれたもの

と考えられる。

所見　出土土器と遺構の形状から，中期後葉と考えられる。

－39－
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第37図　第844号土坑・出土遺物実測図

第844号土坑出土遣物観察表（第37図）

Q35

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

番号 時期 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

TP32 中期後葉 R L単節縄文を地文とし，隆帯による懸垂文があり，微隆帯に沿って浅く沈線を施文 覆土中

TP33 中期後菓 L R単節縄文を地文とし，沈線による懸垂文を施文。懸垂文間は擦り消し 覆土中

番号 器種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 35 敲　　 石 （6．4） 4．8 3．0 （120．0） 安 山 岩
磨石 か らの転用で全面 に擦痕 。先端

部 に殴打 に よる剥離痕
覆土中

I

第1400号土坑（第38・39図）

位置　調査区中央部のE7b7区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　西側は第379号土坑に掘り込まれており，開口部分も第274・324号土坑に削平されている。

規模と形状　削平されているため，開口部分は明確でない。残存する底面は平坦で，長径約2．4m，短径約0．7m

SK274
l　　　　　　　ノ・．

1　　　　　／

」／

一㌔7。7
＼＿トこ二一　　三l　・・

I　●，TP35　　ト

4

第38図　第1400号土坑実測図

0　　　　　1m

亡＿」＿＿」

ー40一

しか確認できなかった。深さは64cmである。

断面は袋状で内傾して立ち上がっている。

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積し

ていることから自然堆積と考えられる。

土居解説
1　暗　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミス少量
2　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土プロッタ微量
3　灰　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミス少量
4　黒　褐　色　　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片87点，磨石1点

が出土している。覆土中からの出土で，廃

棄時に投げ込まれたものと考えられる。

所見　出土土器と遺構の形状から，時期は

中期中葉と考えられる。



第39図　第1400号土坑出土遺物実測図

第1400号土坑出土遺物観察表（第39図）

番 号 時 期 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　 考

T P 3 4 中 期 中葉 把 手 部 分 は 中 央 部 に 円形 の 凹 み 。 口 緑 部 は R L 単 節 縄 文 に平 行 沈 線 を施 文 覆 土 中

T P 3 5 中 期 中葉 無 文 ， 内 側 に稜 東 側 下 層

T P 3 6 中 期 中 葉 口辺 部 と胴 部 にR L 単 節 縄 文 を施 文 ， U 辺 部 に 太 沈 線 覆 土 中

T P 3 7 中 期 中 葉 内 側 が 丁 寧 に 磨 か れ て い る。 胴 部 に は 条線 文 を施 文 覆土 中

番 号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材 質 特　　　　　 徴 出土 位 置 備　 考

Q 3 6 磨　　 石 （7．3） 8．1 4 ．0 （2 12 ．0） 安 山 岩
全面 に擦痕 ，両 面の中央部に凹みが見 られ

ることか ら，凹石としても使用 した可能性 あり
覆 土 中 P L 58

2　古墳時代の遺構と遺物

古墳時代の遺構としては竪穴住居跡14軒，土坑3基が確認された。以下，確認された遺構と遺物について記

述する。

（1）竪穴住居跡

第1号住居跡（第40図）

位置　調査区のほぼ中央部E6jO区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　西側を第41号溝に掘り込まれている。また，北東側を第2号住居に，中央部を第3号井戸に，南壁

を第2号井戸に掘り込まれている。

規模と形状　長軸は3．3mで，短軸が最大で2．7mのみ確認され，方形または長方形と考えられる。主軸方向は

N－20－Eである。壁高は4cmで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は，南壁と東壁で確認された。

－41－



竃　北壁の中央部に付設されている。袖部は，削平されているた舶こ火床面しか確認できなかった。火床部は

床面を15cmほど掘りくぼめており，火床面が被熱で赤変硬化している。煙道は火床面から緩やかに外噂して立

ち上がっている。

寵土居解説
1　にぷい黄褐色　　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物・粘土ブロック少量
2　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物・粘土粒子微量
3　にぷい黄褐色　　ロームブロック・焼土粒子中量，粘土粒子微量

ピット　2か所。Pl，P2とも深さ約20cmで，東壁に対して平行に並んでいることから主柱穴と考えられる。

覆土　4層からなるが，堆積層が薄く，堆積状況は不明である。

土居解説
1黒　　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化材少量　　　3　異　　色　　ロームブロック少量
2　黒　　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック微量　　　　　4　極暗褐色　　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片7点，土師器片20点（嚢）が出土している。土師器片はすべてが嚢の細片で，覆土

下層や壁際からの出土である。縄文土器片は流れ込んだものと考えられる。

所見　遺物が極めて少なく，覆土中や床面から焼土や炭化材が確認されていることなどから，住居廃絶後に焼

失した可能性がある。細片のため図示できなかったが，出土土器や住居の形状から，時期は古墳時代後期と考

えられる。

第40図　第1号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　2m

0　　　　　　　　　　　　1m

第6号住居跡（第41～44図）

位置　調査区中央部のE7a2区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　北西側を第41号溝に，南西側を第5号住居に，南壁中央部を第7号井戸に掘り込まれている。また，

竃の南側を第936号土坑に，竃の西側を第1749号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸，短軸ともにほぼ6mの方形で，主軸方向はN－280－Wである。壁高は7～31cmで，北壁は
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第41図　第6号住居跡実測図
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0　　　　　　　　　　　　　　2m

0　　　　　　　　　　　　　1m



ほぼ直立し，東壁は外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，北東部の貯蔵穴から中央部にかけて踏み固められている。壁溝は，他の遺構に掘り込まれて

確認できない部分もあるが，全周していたものと推測される。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで123cm，袖部幅122cmである。袖部は，砂質粘

土で構築されている。火床部は床面と同じ高さの平坦面を使用し，火床面が被熱で赤変している。煙道は火床

面から緩やかに立ちあがっている。

寵土居解説
1　暗　褐　色

2　極暗褐色
3　暗　褐　色
4　極暗赤褐色
5　極暗褐色
6　暗赤褐色

粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
焼土ブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量
焼土小ブロック少量，小礫微量
焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化物微量
ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
焼土ブロック・炭化粒子微量

8　暗　褐　色

9　褐　　　色
10　暗　褐　色

11黒　褐　色
12　黒　褐　色
13　暗　褐　色

ロームブロック・炭化粒子・小礫微量
ロームブロック・焼土ブロック微量
焼土粒子中量，ロームブロック・砂粒微量
焼土ブロック少量
ロームブロック・焼土ブロック少量
焼土ブロック微量

7　褐　　　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量

ピット　7か所。Pl～P4は，深さ50～83cmで配列から主柱穴と考えられる。P5は南壁寄りの竃に向かい

合う位置にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6，P7については性格不明である。

ピット土居解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　　炭化粒子少量，ロームブロック微量
4　黒　褐　色　　ローム粒子少量

貯蔵穴　北東コーナー部に位置している。長軸75cm，短軸45cmの長方形で，深さは50cmである。底面は皿状で，

壁はほぼ直立している。

貯蔵穴土居解説
1黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量　　　3　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　4　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

覆土　8層からなり，ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

土居解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化材微量
3　黒　　　色　　ロームブロック微量
4　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化物微量

5　黒　褐　色　　ロームブロック少量
6　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化材中量
7　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化物少量
8　黒　褐　色　　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片557点（杯235，嚢・甑322），須恵器片10点（杯4，嚢6），石製品2点（砥石），陶器

片1点が出土している。他に縄文土器片が293点出土しているが，本跡の周辺から縄文時代の住居跡や土坑が

確認されており，流れ込みや混入によるものと考えられる。遺物の大半は覆土下層から出土している。土器は

住居全体に散らばっているが，特に竃東側の貯蔵穴付近に集中している。64は，竃南側の床面直上から横位で

出土している。61は体部の半分が貯蔵穴に埋まった正位の状態で出土している。42はほぼ完形で，貯蔵穴北側

の壁際床面から正位の状態で出土している。47も床面から正位の状態で出土している。45は焚口部付近の床面

からほぼ完形のまま正位の状態で出土している。43，65はともに破片が広範囲に散らばっていることから，住

居廃絶時に投げ込まれた可能性がある。

所見　時期は，出土土器から6世紀後葉と考えられる。

第42図　第6号住居跡出土遺物実測図（1）
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第43図　第6号住居跡出土遺物実測図（2）
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第44図　第6号住居跡出土遺物実測図（3）

第6号住居跡出土遺物観察表（第42～44図）

10cm
已　　　i l

番号種別券種口径器高底径胎　土 色調焼成 手法の特徴 出土位置 備　考

42土師器杯13．24．7 －石英 橙良好体部外面へラ削り，ロ縁・内面横ナデ北壁付近床面95％　　　　PL39

43土師器杯13．04．1 －赤色粒子 橙普通休部外面へラ削り 床面95％　　　　PL39

44土師器杯12．24．3 －長石 橙普通休部外面へラ削り，口縁・内面横ナデ下層，床面95％　　　　PL39

46



番号 種別 器種 口軽 器高 底径 胎　 士 色調 焼 成 手 法 の 特 徴 出士位 置 備　 考

45 土 師 器 林 13．7 5。0 6．6 有英・長有・雲母 にぷい黄橙 普 通 体部内 ・外面 ナデ 床面 85％　　　　 PL 3 9

4 6 士 師 器 林 13．8 5．0 －
有英・長石 ・小礫 橙 普通 休 部 外面 ノ＼ラ削 り，目線 部憧 ナ

デ，内面へ ラナデ
下層 90 00　　　　 P L 3 9

47 士 師 器 林 15．7 4．4 5．7 長石 橙 普通 休部外面へラ削 り，＝縁 ・内面憧ナデ 床面 90 ㌔　　　　 P L 39

4 8 士 師 器 林 白6．3］ 4。6 確。8 雲母 橙 普通 休部外面へラ削 上　 目線 ・内面構ナデ 中層 60‰

49 士　 師 器 林 ［13．6］ 寸．6 － 赤色粒子 にぷ い橙 普通 休部外面へラ削年 目縁 ・内面槽ナデ 貯蔵穴付
近中層 50％

50 士 帥 器 林 ［13．6］ 寸．7 5．0 赤色粒子 にぷい赤褐 普通 休部外面へラ削り，＝縁 ・内面椎ナデ 中層 70％

51 士 師 器 ま不 ［12．2］ 上3 … 雲 母 にぷい黄橙 普通 内 ・外面へ ラナデ 貯蔵 穴付
近 床面 50％

52 士 師 器 棒 ［13．両 4 。9 － 石 英 浅黄橙 不 良 外面へラ削り後ナデ，目線載価 横ナデ 床面 40％

53 士 師 器 林 白5．0」 （4。4） － 長石・赤色粒子 褐灰 普 通 体部外面へラ削りプ　ロ縁 雄藩 横ナデ 中央部床面 30％

54 十 師 器 林 ［16．2］ 2．7 － 長石 明赤褐 普通 内 ・外 面ナデ 床面 20％

55 士　 師 器 林 － （3．2） 4．4 石英 ・赤色粒子 橙 普通 休 部外 面へ ラ削 り 中央部床面 40％

56 士 帥 器 杯 － （2．8） 7．7 長有 ・赤色粒子 にぷい橙 普通 休部外 面ナデ 中層 20％

57 士 師　 器 椀 ［13．7］ 8．2 － 長石 にぷい赤褐 普通 底 部へ ラ削 り，ロ繚 部桟 ナデ，
内面 ナテ＼ 体 部磨 き

北壁付近
下層 50％　　　　 P L 39

58 十 師 器 高林 － （7．2） 11．6 石英 ・長石 にぷい赤褐 普通 脚部へ ラ削 り後 へラナデ 中央部床面 50％

59 十 師 器 高塚 － （5．1） － 長石受母凍色粒子 にぷい黄褐 普通 脚部外 面へ ラ削 り，林 部外 面へ
ラ磨 き，内面へ ラ磨 き

西側 床面 40％

60 十 帥 器 壷 ［9．8］ 11．日 7．5 石 英 ・長有 にぷい褐 普通 底部一方向へ ラ削 り 北側床 面 60㌔　　　　 PL 3 9

6 1 士　 師 器 婆 19．0 （24。5） －
石英虜石凍色粒子 にぷい黄橙 普通 体部内 ・外面へラナデ，目線部構ナデ 貯蔵穴 内

上層
60㌔　　　　 P L l O

62 士　 師 器 婆 ［20．6］（19．5） －
長石 ・小礫 にぷい橙 普通 休 部外 面へ ラ削 り，目線 部憧 ナ

デ，内面へ ラナデ
中央部床面 20％

63 士 師 器 甑 ［27．5］（17．7）

l
－ 長石 橙 普通 休 部外面 へ ラ削 り，内面 ／＼ラ磨

き，目線 部植ナテ’
床面 20％

64 士 柚 器 小彬悪 10．7 15．1 6適 石英 ・長石 にぷい橙 良好 内外面 ナデ，目線 部横 ナデ 北側床面 95％　　　　 P L L柑

65 士 帥 器 登 ［路潮 20．8 8．1 右奥 ・長石・小礫 にぷい黄橙 普通 体部外面へラ削り∴下端部ナデタ　ロ緑部
横ナデ，底部へラ削り，内面へラナデ

西側床面 80？o　　　　 P L lO

6訂 十 師 器 甑 巨 606 ［．ハハ 1
⊥∠∴∠

ハハ I
0．日

郡 上 締 つ

［

頼 可 普通 －ロ縁部積丹 誹 か ラげ 膏 滴 梓 は 晶付 近 …
55％

67 土 師 器
脚 力 i

（1上3） －
長有 ・赤色粒子 窯褐　 巨摘 ヘ ラ磨 勘 底部へ ラ削 り　　 は 付 当 ％

番可　 器種 ！ 長さ i 幅 ！ 厚さ 重量 材質 特　　　　　 徴 出土位置 i 備 考

Q 3函　 石　 仏 朝 日 03　 恒 el （69．4） 黒雲母片岩 一面使用 中央部床面 、！

第9号健贋紗（第壷図）

位置　調査区西部のD5j3区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　北西側を第2号地下式壕に掘り込まれている。またタ　東側を第姐号土坑に　南西コーナー部を第

405号土坑に掘り込まれている。

ノ、∴こ′一　三、・一一・・二　　′、l‘　′′、′　ニ　‾　　　ノノ　′一＼、：　　一J∴′′　・‘′ノ、、′ノ　′一二　㌧′。′ノ′ノー

外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。東半分の広い範囲が踏み固められている。また，中央やや東寄りに，床が熱を受けて赤

愛している部分を確認した。∵炉の可能性も考えられる。

ピッ睦　　か所。P　は深さ測cmで，一辺が撒cmほどの不整方形であるがタ　性格は不明である。

覆土　鼠0層からな軋　レンズ状の堆積状況を示していることから自然堆積と考えられる。

土層解説
l　黒　褐　色　　ロームブロックを粘土粒子少量，焼土粒子微量　　　6　暗　褐　色　　ロームブロック少量
2　黒　褐　色　　U－ムブロック少毒∴　焼吊幸子微量
3　黒　褐　色　　ロームブロック少量
4　黒　褐　色　　ローム粒子。焼土ブロック微量
5　黒　褐　色　　ローム粒子少量

7　暗　褐　色　　U－ムブU！ノク微量

S　暗　褐　色　　U－ムブロック・焼十位千微量

9　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
1（）褐　　　色　　ロームブロック微量

∴1　　一ノこ、．’ノ、　′．．、′、ノ　　　　ー′　　　∴　′∴、．　　三∴一言．・　　　∴　　－ノ・．∴　　　L、　ノ′．
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土器片の大半は細片で混入によるものと考えられる。

所見　時期は，住居の形状と出土土器から古墳時代中期と考えられる。

、t　　　　　・士モ

第45図　第9号住居跡実測図

E
OD

OD

宕

l

l

l

I

l

／

tD

ト＿

°°

①

寸

lD

蟹
†式
ト
票
吋－
N

碓

j

第23号住居跡（第46～48図）

位置　調査区西部のE6f4区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第24号住居跡を掘り込んでいる。北壁部分を第6号竪穴状遺構に，また南西側を第715号土坑に掘

り込まれている。南側壁溝をピットに掘り込まれているが，本跡との関係は不明である。

規模と形状　長軸4．7m，短軸4．6mの方形で，主軸方向はN－140－Eである。壁高は20～30cmで，直立してい

る。

床　ほぼ平坦で，中央部から各主柱穴，竃にかけて踏み固められている。また，重複する遺構に掘り込まれて

いる部分を除き，壁溝が確認されていることから，全周していたものと推測される。

竃　北壁中央部に付設されており，袖部幅は100cmである。煙道部付近が第6号竪穴状遺構に掘り込まれてい

－48－
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第46回　第23号住居跡実測図
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0　　　　　　　　　　　　　2m
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るため，焚口部から煙道部までの規模は確認できない。火床部は床面を8cmほど掘りくぼめており，火床面が

被熱で赤変している。

寵土居解説

1　黒　　　色
2　黒　　　色

3　黒　　　色
4　黒　褐　色

5　黄　灰　色

6　黒　褐　色

7　暗灰黄色

粘土ブロック中量，ロームブロック少量
粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土ブロック微量
焼士ブロック中量，ロームブロック・小礫少量
粘土ブロック中量，小礫少量，ロームブロッ
ク・焼土ブロック微量
ロームブロック・粘土ブロック・小礫微量
焼土ブロック・粘土ブロック少量，ロームブロ
ック・炭化物微量

8　黒　褐　色
9　黒　褐　色
10　灰　　　色

11オリーブ黒色

12　灰　　　色

ロームブロック少量
ロームブロック・粘土ブロック少量，小礫微量
粘土ブロック・小礫中量，焼土ブロック微量
粘土ブロック中量，ロームブロック少量，焼土
ブロック微量
粘土ブロック多量，焼土ブロック少量

ピット　8か所。Pl～P4は深さ30～45cmで，配列から主柱穴と考えられる。また，P5は南壁寄りの中央部

に位置しており，深さが30cmあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6～P8については，

性格不明である。

ピット土居解説
1黒　褐　色　　ロームブロック少量
2　灰　褐　色　　ロームブロック少量

3　褐　　　色　　ロームブロック中量

4　暗　褐　色　　ロームブロック中量

覆土13層からなり，ロームブロックを多く含み，不自然な堆積状況を示していることから人為堆積と考えら

れる。

土居解説
1　黒　褐　色
2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　灰　褐　色
5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

ロームブロック少量，焼土ブロック微量
ロームブロック少量，炭化材微量
ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
ロームブロック中量，炭化物微量
ロームブロック・粘十粒子少量，焼土ブロッ
ク・炭化物微量
ロームブロック・粘土粒子少量，焼土ブロック微量

7　暗　褐　色

8　灰　褐　色
9　黒　褐　色

10　灰　褐　色
11暗　褐　色

12　灰　褐　色
13　灰　褐　色

ロームブロック中量，炭化物微量

ロームブロック中量，焼土粒子微量
ロームブロック少量

ロームブロック中量
ロームブロック中量

ロームブロック中量

ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片68点，土師器片701点（杯156，嚢545），須恵器片11点，金属製品1点（馬鈴）が出土

している。縄文土器片や須恵器片は流れ込みや混入によるものである。竃周辺に遺物が集中しているほか，全

体的には，完形品を含めて覆土中層から下層にかけて出土している。73は床面から斜位の状態で出土している。

68，69，72，74は下層部からの出土である。76は破片の状態で左右の竃袖部から別々に出土しており，被熱痕

があることから袖部の補助材に利用されていたものと考えられる。80は床面から横位でつぶれた状態で出土し

ている。また，Mlは北西部コーナー付近の壁際中層部から出土しているが，床面直上でないことなどから流

れ込みの可能性もある。

所見　時期は，出土土器や遺構の形状から7世紀中葉と考えられる。

二＝二°：

第47図　第23号住居跡出土遺物実測図（1）
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第48回　第23号住居跡出土遺物実測図（2）

第23号住居跡出土遺物観察表（第47・48図）

0　　　　4m

Ml　　　　ヒ：＝＝ヒ＝∃

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

68 土　師 器 杯 12．0 3．8 －
長石 にぷい褐 普通 体部外面へラ削り 竃右袖付

近下層 95％　　　　 P L 40

69 土 師 器 杯 9．8 3．2 － 長石 にぷい橙 普通 下端部へラ削 り，口緑部構ナデ，
内部ナデ

P 2付近
下層

95％　　　　 P L 39

70 土 師 器 杯 9．7 3．9 － 長石 灰褐 普通 口縁部横ナデ，内 ・外面ナデ 南側下層 95％　　　　 P L 39

71 土 師 器 杯 13．5 3．6 － 雲母 にぷい黄橙 良好 外面へラ削 り後ナデ，内面・ロ緑
部横ナデ

奄右袖付
近下層 60％

72 土 師 器 杯 12．8 3．6 － 長石・赤色粒子 にぷい褐 普通 底部へラ削り，内 ・外面ナデ 奄右袖付近
下層，上層 60％

73 土 師 器 坤こ ［12．9］ 3．4 － 石英 ・長石 灰黄褐 普通 休部外面へラ削 り後ナデ，内面・
口緑部横ナデ

P 4 付近
床面 45％

74 土 師 器 杯 ［10．6］（3．9） － 白色粒子 橙 普通 休部外面へラ削り，内面・ロ緑部横ナデ 竃右袖付
近中層 30％

75 土 師 器 椀 ［15．6］（6．0） － 白色粒子 にぷい赤褐 普通 体部外面へラ磨 き，内面ナデ P l付近
中層 10％

76 土 師 器 嚢 ［20．3］（27．2） － 石英・長石・雲母 灰褐 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 竃左右袖
床面 60％　　　　 P L 40

77 土 師 器 要 ［21．6］（5．6） － 石英・長石・雲母 にぷい黄褐 普通 U 緑部横ナデ 南側下層 5 ％

78 土 師 器 婆 － （4．5） 9．4 石英 ・長石 にぷい赤禍 普通 内外面ナデ 西側筋付近 10％
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誓詞鼠闇霊　等当窯芸濃意義減霊崇　岡田題順冠覇

ノ・′　：′　人

l　　・′　　　　　′　、ノ　、、　　　　　　　　　　　　　′

′　∴　′′　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

まれている。

ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　ノ　　　　ー　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

ノ

緩　ほぼ平坦で中央部が踏み固められぞ折る。壁清は　重複する遺構に掘　込まれて射る部分を除　巡り若齢

′

肇確認された。長さは約臓配m　幅は瓢だm　深さは摘cmほどで汐　齢ずれ　壁際から中央に向かって延びて折る。

南東部P2付近床面には炭化材が確認された。

竃　確認されなかった。．，

－　′　　　　′

性格不明である。

貯蔵究　間仕切　藩夢魔蹄形の高ま狛二囲まれる濃射二南西コーナー部に位置し等折る。藻劫鰯撒努　短働那煽

′　′ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　′　　　　　　　　　　　、′　′　　′

貯蔵穴土層解説

1　黒　　　色　　U一一ムブロック少量，焼十ブUック微量
2　黒　褐　色　　ロー一一ムブロック少量

・　7　．′　　　　　　　　　ナ′′　　　　　　・・・′‘′　　　　・．　　ノ　′′　一　　　　　‾．．　′ノノ　／1．

土層解説

1　黒　褐

2　黒　褐

3　黒　褐

l′1　尿　褐

5　灰　褐

6　黒　褐

7　黒　褐

色　［トームブロック少量，焼十ブロック・炭化物微量

色　　U一一一ムブロック少量，炭化物微量
色　　しトームブロック少量，焼十プロ、ソク・炭化物微量
色　　しトームブUソク少量

色　　しトームブロック少量，炭化物微量
色　　ロームブロック微量

色　　ロームブロック少量

8　褐　　　色　　ロームブロック多量
9　灰　褐　色　　ロームブロック中量，炭化物微量

10　黒　褐　色　　ロームブU・ソク中一量，焼十ブUック少量，炭化
樹微量

11灰　褐　色
12　暗　褐　色
13　灰　褐　色
14　暗　褐　色
15　黒　褐　色
16　灰　褐　色
17　灰　褐　色

ロー－ムブUツケ中量，炭化物少量
U－ムブロック中足

しト一一ムブロック中量
ローl－ムブロック・炭化物I幸量

ロームブロック・炭化物少量
ロームブロック少量

ロームブロック中宣，炭化粒子微量

1′　、二　′′　メ　′　／　　　　ノ、∵∵　　、ノ′；、　′′．　∴′　一　　‥　　′′．，′・、′　ノ，　′、

∴′∴　一′′ノ′一∴／、．、・く∴′′！′一　ノ∴．′′／′ノ　　くノ・／、′′・ノ．、．　　　′、‥ノ、【　7∴′　　　　一、‾、′〔．三i：∴′、

／ノ′、　　′　・ノ／一、－′′　′　∴′！ノ、′ノ、l‾一二　　・　・／：．　ノ、′・）．・∴　　一三　′ノ　二　㌧ノノ′′　∴二．ノ　・

′．　　ノ、、・・ら　主　上∴ハ′　C∴′、一カ　j　　∴、‾　′：ノ　㌫∵∵、ニ′．．′、一′；ン′．．．′、′　・弓′　ノ了′ニ′・　フ：．

した破片が接合した　のであ軋　投棄された可能性がある。

所鳳　時期は　出土土器から　世虎前半と考えられる。また　覆土中に炭化物や焼土を含んでいること撃南東

′∴　－　・ノ、′！ノ　　．′∴‘′　＿、一′　　一一　〉：：∵′ノ．、，／　∴　∴．．ノ　′　‾∴′ノ　′′′ノ′　‾∴。．′ノ　　＼

体となることから，住居廃絶時もしくは廃絶後に焼失したものと考えられる。
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第欄間　第24号住居跡も出土遺物実測図
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第50図　第24号住居跡出土遺物実測図

第24号住居跡出土遺物観察表（第50図）

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

』芸恵

0　　　　　　　　　　10cm

』ここ三二二三豊三二二二三二』

番号 種 別 券 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

8 1 土 師 器 林 1 6．0 5 ．7 － 石 英 ・長 石 にぷい赤褐 普 通 体 部外面へラ削り，内面 ・目線 部横ナデ P 2 上 面 8 0 ％　　　　 P L 4 0

82 土 師 器 林 ［14 ．8 ］ 5 ．0 6 ．0 石 英 ・長 石 ・雲
母 ・赤 色 粒 子

橙 普 通 内 ・外 面横 ナ デ 南壁際中層 60 ％

8 3 土 師 器 柑 ［9 ．8 ］ 8 ．5 4 ．0 長 石 に ぷ い 褐 普 通 体 部 外 面 へ ラ削 り， ロ綾 部 へ ラ
磨 き， 内 面 ナ デ

南側床付近 5 0 ％

84 土 師 器 高 杯 － （5 ．6） ［1 0 ．0］ 雲 母 明 赤 褐 普 通 脚 部 外 面 へ ラ 削 り後 ナ デ ， 内 面

一 方 向 の ヘ ラ 削 り

貯 蔵 穴 内
下 層 3 0 ％

8 5 士 師 器 鉢 ［2 1．3 ］ 13 ．9 10 ．0 石英 ・長石 ・雲母 橙 普 通 内面 へ ラ磨 き， 体 部 外 面 ナ デ 南 側 床 面 8 0 ％　　　　 P L 40

8 6 土 師 器 聾 14 ．5 2 8 ．0 7 ．5 石英 ・長石 ・雲母 橙 普 通 体 部外面 へ ラ削 り後 ナデ ，内面 ナデ 床 面 80 ％　　　　 P L 4 1

87 土 師 器 鉢 ［28 ．8 ］ 2 3 ．5 6 ．4 石 英 ・雲 母 にぷ い橙 普 通 体 部 外 面 縦 方 向 へ の ヘ ラ ナ デ ，
内面 へ ラ ナ デ 東 側 床 面 50 ％

88 土 師 器 嚢 14 ．0 （6 ．4 ） － 長石 にぷ い褐 普 通 内 面へ ラ削 り後 ナデ ，目線 部横 ナデ 貯 蔵 穴 内
下 層 10 ％

8 9 士 師 器 婆 ［15 ．9 ］ （5 ．4 ） ［7 ．0 ］ 長 石 にぷい赤褐 普 通 内面 へ ラ ナ デ ， 体 部 外 面 ナ デ 西 側 床 面 5 ％

9 0 土 師 器 小 形 婆 15 ．6 14 ．2 7 ．7 長 石 ・小 礫 明 赤褐 普 通 体 部 外 面 へ ラ削 り， 内 面 へ ラ ナ
デ， 目線 部 横 ナ デ

間 仕 切 り
構 内 上 層 60 ％　　　　 P L 4 1

第別号健腰静（第51e52図）

位置　調査区中央部のD6iO区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　本跡を分断するように，南北に延びる第40041号溝に掘り込まれている。北壁付近を第52号井戸に

掘り込まれている。また，南西コーナー部を第1807号土坑に掘り込まれている。
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第51図　第31号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

規模と形状　北東コーナー部が調査区域外となっているが，壁の残存状況から判断して，長軸が7．8m，短軸が

6．9mの長方形で，主軸方向はN－57。－Eである。壁高は15cmで緩やかに外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。

炉　中央部やや北寄りで，火床面が被熱で赤変している。

ピット　5か所。Pl，P2は配列から主柱穴であると考えられる。P3～P5は性格不明である。

貯蔵穴　南西コーナー部で壁際に位置している。長径70cm，短径65cmの楕円形で，深さは60cmである。底面は
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皿状で壁は直立している。

覆土　3層からなるが，覆土が薄いため堆積状況は不明である。

土居解説

1　暗　褐　色
2　暗　褐　色

ロームブロック少量，焼土粒子微量
ロームブロック・焼土ブロック少量

3　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子
微量

遺物出土状況　縄文土器片33点，土師器片108点（杯34，嚢74），須恵器片8点（嚢），土師質土器片5点，磁器

片1点が出土している。土師器片以外はすべて流れ込みや混入によるものと考えられる。土師器片の多くは嚢

の体部片である。91～94はともに貯蔵穴からの出土で，91，92はほぼ完形で，93，94は杯部と脚部とに分かれ

ている。また，91～93はほぼ同じ場所から重なり合うように出土している。

所見　時期は，出土土器から5世紀後葉と考えられる。

第52図　第31号住居跡出土遺物実測図

第31号住居跡出土遺物観察表（第52図）

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位 置 備　 考

91 土 師 器 柑 8．8 10 ．2 － 雲 母 ・小 礫 橙 良 好 体 部 ・口縁部 へ ラ磨 き，底部へ ラ削 り 貯 蔵 大 内
中層 100 ％　　　 P L 40

9 2 土 師 器 高 杯 1 9．3 14 ．5 13 ．0 石 英 ・雲 母 橙 普 通 脚 部削 り後 磨 き， 内 面 ナ デ 貯 蔵 大 内
中層

9 5 ％　　　　 P L 41

9 3 土 師 器 高 杯 19 ．2 14 ．6 12 ．3 石 英 ・雲 母 橙 普 通 脚 部 へ ラ磨 き，杯 部 内 ・外 面 磨 き 貯蔵穴内中
層，上層

1 00 ％　　　　 P L 41

9 4 土 師 器 高 坤こ 19 ．1 13 ．7 12 ．7 石 英 ・長 石 ・雲
母 ・赤 色 粒 子

橙 普 通 脚 部 ・杯 部 へ ラ磨 き 貯蔵穴内中
層．上層 9 5 ％　　　　 P L 4 1
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竃　確認されなかった。

′　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　ノ　　　　　　　　、　　′　、ニ

傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説
1　黒　褐　色　　ロー・lムプロ、ソク・焼十ブt」、ノウ少量

2　黒　褐　色　　U一一ムブUソク少量，炭化粒白根－；：
こう　黒　掲　色　　U一一ムブU・ソク少量

後　藤暗褐色
5　黒　　　色

U－ム粒j′・少量

ローム粒子少量

ピット　確認されなかった。

滞豊　は層からな軋　プ闇ッタ状に堆積していることから兇為堆積と考えられる。

土層解説
1　椒仕音褐色　　U－ムブU㌧。ノウ少量

2　黒　褐　色　［二トームブUック少量，焼十粒J’一少量

ニ3　黒　褐　色　　U一一ムブU・ソク少晶，炭化物微量
、1橙　　　色　　しトームブし「ノケ微量，焼廿：イ・多量

5　異　　　色　　ロームブロック微量
（う　暗　陽　色　l＿ト1一一ムブし「ソン少量

7　一翼　　　色

8　暗　褐　色

9　黒　褐　色

川　黒　褐　色

11黒　　　色
12　黒　褐　色

lJ－ムブLI

U一一ムブl」

ロ・Fr一ムブU

LJ一一ムブU

L1－－∴ブLJ

U一一ムブLJ

ツタ・炭化粒日放量

、ソク中量

、ソク少量，炭化粒J’・微量

・ソケ中量

、ソケ・炭化粒J′・少量

ソク少量

′

面を上にして床面から出土して折る。棒は細片がほとんどで図示で　なかったが　赤彩処理されて折る　のが

多い。う

浦風　時期は浮　出土土器から5健妃複葉と考えられる。

ノ　ー．′　∴：′′′、－．＿了ノー′．∴て
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第54図　第45号住居跡出土遺物実測図

第45号住居跡出土遺物観察表（第54図）

番 号 種 別 券 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

96 土 師 器 坤こ － （2．4） －
雲 母 橙 普 通 体 部 外 面 へ ラ削 り，内 面 へ ラ磨 き 覆 土 中 30 ％

97 土 師 器 杯 1 3．7 5．4 － 長 石 ・雲 母 にぷ い橙 普 通 休 部 外 面 へ ラ削 り， 内 面 へ ラ磨
き， ロ緑 部 横 ナ デ

北 壁 付 近
下 層 60％

98 土 師 器 椀 － （7．0） －
赤 色 粒 子 橙 普 通 休 部 下 端 部 へ ラ 削 り， 体 部 外 面

ナ デ ， 内面 へ ラ 磨 き
貯蔵穴上面 60％

99 土 師 器 椀 ［12．3］ （6．6） － 石 英 ・長 石 に ぷ い 橙 普 通 口 緑 部 横 ナ デ ， 内 ・外 面 ナ デ 覆 土 中 2 0％

10 0 土 師 器 高 杯 － （9．4） －
石 英 ・長 石 ・雲
母 ・赤 色 粒 子

明 赤 褐 普 通 脚部外 面へ ラ磨き，脚 部 内面へラナデ 覆土 中 4 0％

10 1 土 師 器 璧 （18．3） －
石 英 ・長 石 ・
雲 母

赤 褐 普 通 体 部 外 面 へ ラナデ ，内 面 へ ラ磨 き 南 側 床 面 3 0％　　　　 P L 4 1

第51号住居跡（第55～57図）

位置　調査区西部のD5e8区に位置し，台地上の北側に立地している。

規模と形状　長軸5．1m，短軸4．8mの方形で，主軸方向はN－350－Wである。壁高は27～37cmで，緩やかに外

傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，出入り口付近から竃へかけての中央部分が踏み固められている。壁溝は，北壁・東壁のみに

確認できた。また，間仕切り溝が西壁から1条確認された。長さは約140cm，幅20cmである。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで115cm，袖部幅100cmである。袖部は，砂質粘

土で構築されている。火床部は，床面と同じ高さの平坦面を使用し，火床面が被熱で赤変している。煙道は火

床面から緩やかに立ち上がっている。火床部のやや奥に相が逆位の状態で置かれていたが，被熱痕がないこと

から，住居廃絶時のものと考えられる。
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第55図　第51号住居跡実測図

竃土居解説
1　暗　褐　色

2　暗赤褐色
3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗赤褐色
6　暗赤褐色
7　灰　褐　色

8　暗　褐　色

9　暗　褐　色

10　にぷい赤褐色

11暗赤褐色
12　黒　褐　色

焼土ブロック少量，ロームブロック微量
焼土ブロック少量，粘土粒子微量
ロームブロック少量，焼士ブロック・粘土ブロック微量
焼土ブロック・粘土ブロック少量
焼土ブロック・粘土粒子少量，炭化粒子・小礫微量
焼土ブロック中量，粘土粒子少量
焼土ブロック少量，ロームブロック微量
ロームブロック・焼土ブロック少量
ロームブロック少量
焼土粒子・粘土粒子中量
焼土ブロック少量，炭化粒子・ローム粒子微量
粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量

－59－

13　灰オリーブ色

14　灰黄褐色
15　黒　褐　色
16　黒　褐　色
17　灰黄褐色
18　暗灰黄色
19　にぷい黄褐色

20　灰黄褐色

21黒　褐　色

0　　　　　　　　　　　　　　2m

0　　　　　　　　　　　　　　1m

粘土粒子多量，焼土粒子少量，ロームブロック微量
焼土粒子中量，粘土ブロック中量，炭化物少量
焼土ブロック・炭化粒子・粘土ブロック少量
ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック微量
ロームブロック中量，粘土ブロック少量
粘土ブロック中量，ロームブロック少量，小礫微量
ロームブロック中量，粘土ブロック少量，焼土
ブロック微量
ロームブロック中量，粘土ブロック・砂粒少量，
焼土ブロック微量
粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロ
ック・砂粒微量



ピット　6か所。Pl～P4は，深さ40～60cmでその配列から主柱穴と考えられる。P5，P6については，

性格不明である。

貯蔵穴　竃の向かい側にあたる南東壁中央部に位置している。長軸80cm，短軸50cmの長方形で，深さは45cmで

ある。底面は皿状で，壁はほぼ直立している。南壁に面する部分を除き，貯蔵穴を囲むように馬蹄形の高まり

が巡っている。

貯蔵穴土居解説
1　黒　　　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック微量　　　　　　3　黒　　　色　　ロームブロック・焼土ブロック微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック微量　　　　　4　黒　褐　色　　ローム粒子多量

覆土　6層からなり，レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土居解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック少量
2　黒　褐　色　　ロームブロック微量
3　黒　　　色　　ロームブロック微量

4　黒　褐　色　　ロームブロック中量
5　黒　褐　色　　ローム粒子中量
6　黒　褐　色　　ロームブロック多量

遺物出土状況　土師器片564点（杯70，嚢・甑494），須恵器片4点（施）が出土している。須恵器片はすべて覆

土上層からの出土であり，混入によるものと考えられる。土師器片の8割近くは嚢片で，竃周辺や覆土下層か

ら多く出土している。107は土庄で押しつぶされているが，竃の中心部から逆位の状態で出土しており，被熱痕

がないことから住居廃絶時の祭祀的な意味合いと考えられる。110は横位で左袖部外側の付け根から，111は竃

内から正位の状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から5世紀末から6世紀前葉と考えられる。

第56図　第51号住居跡出土遺物実測図（1）
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第野間　第別号住居跡出土遺物実測図紹）
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0　　　　　　　　　10cm

転義窓≡≡≡≡』

番可　 種別 器種 湖 中 縞 車 摘 胎　士 離 日 焼成 i　 手法 の特 徴 出土位置 備　考
摘車 師 器 林 服 巨可 長石 にぶ 瀾 良好 悸 鷲 監 謀 計 ロ綾部横ナ 貯蔵穴内

申層 90％　　　　 PL引

103　士　師 器 林
司 可

長石
橙 回 票 監 禁 ；謂 霊 警

南側下層 55％　　　　　 PL圭～

摘車 師器 杯 は摘 巨 可 石英・雲母 に鋤 蝉 普通漕 諾 鍔 夕内面へラ磨き， 中央部下層 30％
摘車 師器 林 親 日可 右：英・長石・

赤色粒子
にぷ噛 褐 普通儒 翳 豊 電 離 鬼 才 体 北壁付近

中層 100％　　　　 PLll
相中 師器 椀 鋸 日中 長石 赤　 鬼好摩 豊 欝へ 羞 影 ず 内面 南側下層 90％　　　　 PLL12
建車 師器

柑
10車 車 2

石英・長石
にぷ碩褐 普通i言警讐這孟讐‡漂 笠霊漂

火床部 90％　　　　 PL42

相中 師 器 婆 1903 i25・9 恒 の2 石英貢有・小礫 にぶ噌 褐　普通　体部外面へラ削　誹 縁部横げ 竜付近中層 95％　　　　 PL43

109　士 師 器 婆
尋 尋

石英・長有
にぷ噛 褐 普通 i椰 楠 へラ削り後げ 瀾 ナデ 貯蔵穴内下

層，北壁付
近床面

60％　　　　 PL43

i可 土 師 器 婆 離 巨可 石英・長石・
赤色粒子

にぶ 磯 普通 慄 譜 へラ削り後げ ，内面 竃付近下層 80％　　　　 PL吏
il車 師器

甑
22車 車 1

石英・長石
醐 車 輌 票 霊 ㌫ 漂 票

火床面 80％　　　　 PL吏

1は　士 帥器 甑
l中 車

石英・長石
橙　 普通ほ 慧票 票鍔 孟霊這‡㌢ P 6付近

床面 95％　　　　 PL42

u・－61－



第61号住居跡（第58～61図）

位置　調査区西部のD5C7区に位置し，台地上の北側に立地している。

重複関係　北東側を第82号住居，第400・401号土坑に掘り込まれている。また，南西コーナー部を第355号土坑

10　　　　　　2　3

第58図　第61号住居跡実測図（1）
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0　　　　　　　　　　　　　　1m

第59図　第61号住居跡実測図（2）

に，両壁を第100号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　北東コーナー部が調査区城外となっているが，長軸6．5m，短軸6．3mで形状はほぼ方形である。

主軸方向はN－4。－Wである。壁高は8～25cmで，緩やかに外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，南側の出入り口ピット付近から北壁にかけて広い範囲が踏み固められている。壁溝は，他遺

構との重複部分を除き巡っている。南東コーナー付近から中心部に向かって多量に炭化した柱材が確認できた。

また，北西部には焼土塊が確認された。間仕切り溝が西壁にある。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで110cm，袖部幅100cmである。袖部は，砂質粘

土で構築されている。火床部は床面と同じ高さの平坦面を使用し，火床面が被熱で赤変している。煙道は火床

面から外傾して立ち上がっている。

寵土居解説
灰　褐　色

黒 褐　色

灰黄褐色
赤　褐　色

褐　　　色

黒　褐　色

暗赤褐色

焼土ブロック・粘土粒子少量
焼土ブロック・粘土粒子少量
粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ロームブロック微量
焼土ブロック多量，粘土粒子微量
焼土ブロック・粘土粒子少量
焼土粒子少量，炭火粒子微量
焼土粒子中量

暗赤褐色　　焼土ブロック少量

10　黒　褐　色
11黒　　　色
12　にぷい黄褐色

13　暗赤褐色
14　暗赤褐色

15　黒　褐　色

焼土ブロック少量
焼土ブロック・ローム粒子微量
焼土ブロック・粘土ブロック中量，ロームブロ
ック少量，炭化物微量
焼土ブロック多量，ロームブロック微量
ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土ブロ
ック微量
焼土ブロック少量，ロームブロック・粘土粒子微量

暗赤褐色　粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化物少量　　　16　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック微量

ピット17か所。Pl～P4は，深さ50～70cmで配列から主柱穴と思われる。P5は南壁寄りの中央部に位置

しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。その他のピットについては，性格不明である。

貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1は，竃の東側に位置している。長径100cm，短径55cmの楕円形で深さは25cmである。

断面は椀状を呈している。貯蔵穴2は，北東部に位置している。長径60cm，短径55cmでほぼ円形である。上層

部には別遺構が重複しているために深さは10～20cmと浅い。底部は平坦で，急な立ち上がりである。

語土17層からなり，ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

土居解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
3　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　褐　　　色　　ロームブロック少量，炭化物微量
5　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
6　極暗褐色　　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
7　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
8　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
9　暗　褐　色　　焼土ブロック少量，ロームブロック微量

10　暗　褐　色
11暗　褐　色
12　極暗褐色
13　黒　褐　色
14　暗　褐　色
15　暗　褐　色
16　褐　　　色
17　暗　褐　色

ロームブロック・焼土ブロック少量

ロームブロック中量，炭化物微量
ロームブロック少量

ロームブロック少量，焼土ブロック微量

ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
ロームブロック少量，焼土ブロック微量
ロームブロック中量
ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片16点，土師器片1885点（杯899，嚢・甑986），須恵器片6点（杯4，嚢2），石製品

2点（砥石），陶器片1点が出土している。縄文土器片，陶器片は流れ込みや混入によるものと考えられる。127

は横位で，118は逆位で，128は斜位でそれぞれ床面から出土している。126は竃内から正位で出土している。

所見　南東部の炭化材は床面直上のものであること，西側部分にかなり広範囲に焼土を確認できること，床面

直上もしくは覆土下層部に遺物の散在が多数みられることから，住居利用中もしくは廃絶時に焼失したものと

考えられる。時期は，出土土器から6世紀末から7世紀前葉と考えられる。
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第60図　第61号住居跡出土遺物実測図（1）
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第61図　第61号住居跡出土遺物実測図（2）
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第飢号住居跡出土遺物観察表　第郷e飢図）

番 可　 種 別 器 種 日 経 器 高 底 径 胎　 士 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 士 位 置 備　 考

11 3 恒 前 器 圭不 13．6 叡4 … 雲 母 浅 黄 橙 普 通 体 部 夕 面 へ ラ 削 軋　 内 面 ナ デ，
＝縁 部 醸 ナ デ

南 壁 寄 り
下 層 10 0 0。　　　 P L 4 3

H 車 師 器

林 13．6 寸．0 赤 色 粒 子 橙 普 通
底 部 へ ラ 削 り， 内 面 へ ラ磨 き，

目 線 部 種 ナ デ ， 休 部 外 面 ナ デ
南壁際中層 10 0㌔　　　　 P L J J

n 恒 器 林 15．0 寸．1 － 長 石 にぷい黄橙 普 通 休 部 外 面 へ ラ磨 き， 内 面 ナ デ 南 壁 寄 り
中層 汀附㌔　　　　 P L 粛

艮 車 師 器 林 15．3 寸．0 7．3 雲 母 橙 普通 体 部 外 ’面 ノ＼ラ削 り， 内 面 ナ テ＼
目線 部 ナ デ

北 壁 下 層 9 5％　　　　 P L 43

1可 土 師 器 林 14 ．2 寸．5 －
石 英 ・雲 母 ・
赤 色 粒 千

にぷい黄橙 普 通 体 部 外 面 一＼ラ 削 り， 内 面「＼ラ 十
テ＼ 目線 部 梼 ナ デ

貯 蔵 穴付
近 下 層 9 5％　　　　 P L 43

ユ′18 恒 臓
林 1 3．8 6．1 6．8 長有 ・赤色粒 子 橙 普 通 目 線 部 種 ナ テ＼ 休 部 外 面 十 デ ，

内 面 ノ＼ラナ デ 東壁際床面 9 5％　　　　 P L 43

H 恒 器
ま不 1 5．0 寸．0 －

長石 ・赤色 粒子 に ぷ い橙 普 通 休 部外 面 へ ラ削 り，目線 部 ・内面
横 ナ デ

南 壁 寄 り
十 層

80 ㌔　　　　 P L 」・3

12時 … 臓 林 13．3 5．0 － 石 英 ・雲 母 に ぷ い 褐 普 通 底 部 へ ラ 削 り， 内 面 へ ラ 磨 きy
＝縁 部横 ナ デ

中央部床面 90 ％

12 1 恒 臓 高 塚 15．9 13．3 12．0 石 英 ・雲 母 ・
赤 色 三粒子 にぷ い 橙 普 通 脚 部 外 面 へ ラ削 り， ロ 緑 部 横 ナ

デ ， 内 面 ナ デ
北 側 床 面 9　％　　　　 P L 壷

122 恒 臓 鉢 17．2 8．3 7．1 石 英 ・長 石 にぷい赤褐 普 通 休 部 外 面 ナデ ，休 部 内 面 へ ラナデ 北 側 床 面 8 0°O　　　　 P L Lh

123 恒 臓 鉢 12。2 1 0．6 5．6 石 英・長石 ・小礫 にふ い橙 普 通 体 部 夕 面 に雑 な線 亥嗅 横 線 後 鋸 歯
状 線 ），目 線 部 横 ナデ ，内面 ナデ

中 央 部 床
面 ， 中 層 8 0％　　　　 P L 4 5

1 24 恒 臓 婆 1 8。2 3 5．6 7．7 有英 ・長石 ・雲母 にぷ い 橙 普 通 体 部 外！面 へ ラ 削 り後 ナ ナ ， 目 線
都 債 ナ デ， 内 面 ナ デ

南 壁 寄 り
中層 8 0㌔　　　　 P L 現

12 5 恒 臓
婆 1 9．7 （16．7） －

長 石 ・微 礫 に ぷ い 橙 普 通 休部 外 面 へ ラ ナ デ ， 目線 部 横 ナ
デ ， 内 面 ／＼ラ ナ デ

中央 か ら
北 側 卜層

4 0％　　　　 P L 44

12 6 恒 臓
賓 － （2 L 6） 8．0 有英 ・長有 ・雲母 にぷい黄褐 普 通 内 面 当 て 共 痕 ， 内 面 へ ラ削 年

休 部 外 面 一＼ラ削 り 火床 面 朝 ％

可 土 師 器
小彬 婆 12．8 13．7 7．8 石 英 ・長 石 に ぷ い 褐 普 通

休 部 下 端 部 へ ラ削 り， 底 部 へ ラ

削 り， 目 線 部 横 ナ デ ， 内 面 ナ デ

貯 蔵 穴 2

両 中層
9 5％　　　　 P L 45

12車 師 器 小 形 聾 12．4 10．8 7．5 石 英 ・長 石 にぷい黄橙 普 通 内面 へ ラ ナ デ ， 休 部 外 面 ナ デ 南 側 床 面 10 0°o　　　　 P L 持

は0　 十 帥 器 甑 2 6．0 2 7．0 10．2 石 英 ・長 石 にぷい黄綬 普 通
休 部 外 面 縦 方 向 に ヘ ラ削 り 後 ナ

デ， 内 面 ナ デ ， 目 線 部 植 ナ デ
下層テ床面 ！湘00　　　　　 P 上月

柑車 師 器 壬

甑 ［17．7］

f

2 1。2

鰹

後。8
石 英 ・長 石 ・

赤 色 粒 子

萱

にぷ い褐

！

普 通

l

休 部 外 面 ナ デ ， 下 端 部 へ ラ削 上

内 面 へ ラ ナ デ ， 目 線 部 橡 ナデ

蓋

南側床付近

蔓

70％　　　　 P L l」

番可　 離日　 長さ　巨 編　 巨 郎 ！鎚 材質 ！　 特　　 徴　 ！出土位置 i 備 考

Q39i砥　 司 離日　 も2　日 霊　 序 舶 凝灰岩匡商朋　　　　　　 匡央部床相可

Q40極　 石車 ㈹ ！ 儲つ　 芝8　日16587） 泥　 岩桓面使用　　　　　 i覆土中　 i

第駆考健腰静（第62063図）

位置　調査区西部のn5g9区に位置し，台地上の北側に立地している。

重複関係　東コーナー部付近から西コーナー部にかけて，本跡を二分するように第15弓一溝に掘り込まれているご．

規模と形状　南側コーナー部から東方向が調査区域外となっているが，確認できる部分から推定すると一辺が

・、、、′ノ　ー．ニ　‾　　　り・・㌦h・′∴＼　く′　、∴‾′‘ノ；了．　jr　．‾　こ　′：こ　‾　　，・　‾　　∴

床　はぼ平坦でタ　南側貯蔵穴から竃付近にかけて中央部が踏み固められている。壁溝は周回すると考えられる。

間仕切l）溝が東壁に1条確認された。長さ150cnl，幅20cm言莱さ10clllで壁際から中央に向かって延びている。ま

たタ　貯蔵穴を囲むように北側と東側に高まりが確認された。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで123cmタ　袖部幅125cmである。袖部は芦　砂質粘

土で構築されている。火床部は床面と同じ高さの平坦面を使用し，火床面が被熱で赤愛している。煙道は火床

部から外傾したあと急に立ち上がっている。

竃土層解説
1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色
・1　黒　褐　色

ローームブロック少毒1焼十ブロック・炭化物・

粘土粒子微量
ロームブロック・焼十ブロック・粘十ブロック少量
ロームブロック・焼十プロ、ソク・粘十粒「少量

U－ムプロ、ソク・粘十ブUック少量，焼十ブU
ック微量

ー66－

5　暗　褐　色

6　ノ灰　褐　色

7　褐　灰　色

焼土ブロック多量，粘土ブロック中量
ロームブロック・粘十ブロック少量，焼十ブロ
ック・炭化物微量

粘上ブロック中量，焼「ブU∴′ク少量，U－1一ム
ブロック微量



④

0　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　　」

第62図　第62号住居跡実測図
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8　褐　灰　色

9　灰　褐　色

10　灰黄褐色
11褐　灰　色
12　にぷい赤褐色

13　にぷい赤褐色

14　にぷい赤褐色
15　暗　褐　色

16　にぷい赤褐色

粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック少量
焼土ブロック・粘土ブロック中量，ロームブロ
ック少量，炭化物微量
焼土ブロック中量，ロームブロック・粘土ブロック少量
ロームブロック少量，焼土ブロック微量
焼土ブロック少量，粘土ブロック微量
焼土ブロック・炭化物少量，ロームブロック・
粘土ブロック・砂粒微量
焼土ブロック・粘土ブロック少量，砂粒微量
ローム粒子・焼土ブロック少量，炭化物微量
焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒
子・小礫微量

17　灰黄褐色
18　暗赤褐色
19　灰　褐　色
20　灰　褐　色
21暗　褐　色
22　灰黄褐色
23　暗　褐　色
24　極暗褐色

25　灰　褐　色

粘土粒子多量，焼土粒子・砂粒少量
焼土粒子中量，粘土粒子少量，砂粒微量
粘土粒子多量，砂粒少量，焼土粒子微量
粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子・砂粒微量
ロームブロック・粘土粒子少量，焼土ブロック微量
粘土粒子中量，焼土粒子少量
ロームブロック少量，小礫微量
ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物・
粘土ブロック微量
ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物・
粘土粒子微量

ピット　8か所。Pl，P2ともに，深さは30cmで，配列から主柱穴と考えられる。貯蔵穴コーナー部のP3

は，竃に向かい合う位置にあることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。その他のピットについては，

性格不明である。

貯蔵穴　南壁際の中央部に位置している。貯蔵穴の南側が調査区域外となっており長軸が最大で57cm，短軸が

最大で45cmまで確認され，方形と考えられる。

覆土　6層からなり，ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

土居解説
1黒　褐　色　　ローム粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　4　黒　褐　色　　ローム粒子少量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　　5　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子少量
3　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　　6　黒　褐　色　　粘土ブロック中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片5点，土師器片339点（杯174，嚢165）が出土している。縄文土器片は人為堆積時の

混入によるものと考えられる。土器片は竃内，貯蔵穴，壁寄りの部分からの出土が多い。132は竃袖部と壁の接

する位置から斜位で，133は東壁に近い部分の床面から斜位で出土している。杯の細片では，赤彩されたものが

多い。

所見　時期は，出土土器から5世紀末と考えられる。

第63図　第62号住居跡出土遺物実測図
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第杷号佳屠渉出土遺物観察藻　第鵬図）

鮒 「翻 i翻車凋 桓可 離‥　胎 士 色調 i焼成i　 手法の特徴　 i出土位置i 備考
撒匡瀾 器巨不恒可 5可 一つ離日締 癖‖ 普通 体部外商げ 痛へラ磨き　恒 璃面庫％　 PL載
腰 匡師可 埠 巨胴 巨項 …斗臨 舶褐　普通桓繚部横げ 体綱 や外商ナ可右舶欄i妬％　 PL墟
13中沼摘打棒 巨親日浦上つ捌五経 にぷ減 i普通慄雷禁㍍‡タロ綾部横ナデつ悪霊付近極％　 PL4逢
臓匡 師剣 舞つ胴」錮「つ恒新館 明赤痢 普通腐欝 げ タ内面へラげ凋 穴内極％
躇匡 師剣 舞匠舶恒可 一斗㌶讃勲 膀可 普通慄欝 へラ削り後げ芦口線慄漂霊内夢！50％
溌巨凋牒「棒匡細目㍍「…区紅組酎 粕褐　普通憺撃墨鸞譜蒜諾豊 郷外は 付近極％
溜匡牒 器恒窺極可 6可 つ 離日踊 明赤褐　普通麿篭 へラ削 後げタ内面懐霊 相棒％　 PL魂
瀾匡酎可 婆「つ 繍可没 恒か欄 灰黄褐　普通 体部滴へラ削軋内海げ　 憺 穴内極′％

第醜考健腰静　第鍼図）

′ノ　ー　∴．、ノ　’　　　　　　　′′　・、、　　一　　′／．

重複関係　第66号住居跡の北西側を据i）込んでいる。

′　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　・・　　　　　　　′　　　　、　：ご　　　′　　．．′′　　　　　　　　、　く　　　　　　　　　　　　′J　′

して立ち上がり，他は直立している。

・・　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　′　　′　　　　′　　′　′　　　　　′′　　　　　／．　ノ　　　′

′　′　　　　　′　　　　　　　　　　′　　　′　　　　l　′　‾　　　　　　’　：　　　ノ．．′　　′　‘

ノ、．－　　　・・　　　　　　　′　　　′　　′　′　　‥　′、　′　　　　　一　′′‥　　　こ′Jr　．＼ノ、　ノ・・く・　′一、号

、／ノ　ー、　－　′ノ　′、　7′、　′　／　　　　　　7　′　・・′　′′　　　　′　　　　　′．

竃土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

こう　暗　褐　色

∴1　暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗赤褐色
8　暗　褐　色

！）黒　褐　色
10　暗　褐　色

U一一ムブロック少量，焼工プロ、ソク・炭化物微量

ローム粒子少量，焼士ブロック微量
ロームブU、ソク・焼十ブロック・粘十粒千少量
粘上ブロック中量，ロー一一ムブU・ソク・焼上ブロック微量

粘U粒イ・中量，ローム粒千少量，焼十ブロッ
ク・炭化粒召敬呈

焼十ブロック・粘土ブロック少量，ロームブロック微量

焼土ブロック・粘土ブロック中鼠ロームブロック少量
焼十ブロック少量，ロームブロック・炭化物・
粘十ブロック微量

ロームブロック中㌫焼十ブロック・粘十ブUツク少量
ロームブロック・焼十ブロック少量

11暗赤褐色

12　暗　褐　色
13　暗　褐　色
14　暗　褐　色
15　にぷい黄褐色
16　暗赤褐色
17　黒　褐　色
18　褐　　　色
19　黒　褐　色
20　黒　褐　色
21極赤褐色

ローームブロック・焼士プロ、ソク・炭化物少量，
粘土ブロック微量

ロームブロック・粘十ブロック少量，焼十粒千微量
ローHlムブロック・焼十ブロック少量
ロー1ム粒子・粘士ブロック少量

ロームブロック・焼士粒子・粘十粒子少量

焼十ブロック・粘土粒子・砂粒少量
ロームブロック・焼土粒子少量

焼士ブロック・粘十粒子少量，ロームブロック微量
ロームブロック少量，焼十ブロック微量

ローーム粒千少量，焼十粒了一微量
ローム粒子・粘十粒千少量

ぽッ終　息か所。深さは18淵であるが南壁の中央寄りの竃濫向かい合　位置にあることから　出入　持施設に

伴うピットと考えられる。

ピット土層解説
1　暗　褐　色　　ロームブロック少量
2　桓暗褐色　　ロームブロック中還

啓ま　7層からなり，ロームブロックを多　含んでいることからÅ為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　　ロームブロック少量

2　黒　褐　色　　ロームブロック中宣，焼士ブロック微量
3　黒　　　色　　ロームブロック少量，粘士粒子微量
4　黒　褐　色　　ロームブロック少鼠　焼十粒子微量

5　黒　　　色　　ロームブロック少量，焼土プロ、ノク微量
6　黒　褐　色　　ローム粒子中量
7　黒　褐　色　　ローム粒子少量

遺物出土状況　縄文土器片5点き土師器片178点（埠72，嚢106）タ礫ユ点が出土している。土器は細片がほとん

どである。杯片では，赤彩処理，黒色処理のものが確認できた。

所見　時期は，出土土器や住居の形状から古墳時代後期と考えられる。
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第64回　第65号住居跡・出土遺物実測図

第65号住居跡出土遺物観察表（第別図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位 置 備　 考

139 土 師 器 襲 ［18．4］ （7．9）
－

石 英 ・長 石 ・
小礫 ・雲 母 橙 普 通 口綾 部横 ナ デ ，体 部 内 ・外 面 ナ デ 中央部中層 5 ％

14 0 土 師 器 要 － （4．3） 6．7 長石 ・雲 母 にぷ い橙 普 通 休 部外 面 へ ラ削 り，内 面 へ ラナデ
北 側 コ ー
ナ ー付 近
床 面

5 ％
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第66号住居跡（第65・66図）

位置　調査区西部のD6d3区に位置し，台地上の北側に立地している。

重複関係　北西側を第65号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．6m，短軸3．2mの長方形で，主軸方向はN－60－Wである。壁高は8～23cmで外傾して立

ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，南東コーナー部の貯蔵穴を囲むように中央部から北東部にかけて踏み固められている。壁溝

は北壁西寄りの部分では確認されなかったが，他の部分では周回している。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで90cm，袖部幅90cmである。袖部は，砂質粘土

で構築されている。竃のほぼ中央部で土製支脚が確認された。火床部は床面と同じ高さの平坦面を使用し，火

床面が被熱で赤変している。煙道は火床面から直立している。

寵土層解説
1　黒　褐　色
2　黒　褐　色

3　暗赤褐色
4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

焼土粒子中量，ローム粒子少量
ロームブロック・粘土粒子少量・焼土ブロック微量
ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量
焼土ブロック中量，ロームブロック・粘土ブロック少量
ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物・
粘土粒子微量

6　黒　褐　色

7　灰　褐　色

8　黒　褐　色

ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子微量
焼土ブロック中量，粘土ブロック少量，ローム
ブロック・炭化物微量
焼土ブロック・粘土ブロック少量，ロームブロ
ック・炭化物微量

0　　　　　　　　　　　　　　2m

－71－

0　　　　　　　　　　　　　　1m
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相

は

12

：13

14

鼠5

ま6

17

窯
業
灰
暗
黒
暗
黄
窯
料

褐　色　　粘上ブUツケ少量，しトムブU・ソン・焼上ゾt」、ソ招待：

褐　色　　U－1－ム粒J′・㍉枯「r7’’U∵．・・ク少量

色　　粘十粒J’中量，焼上ブt」・ソク微量

褐　色　　粘目星ナ中量，ロームブlJ、ソク・焼上ブしトソク少量

褐　色　　U一一⊥プロ∵ト焼上ブUツケ・粘十粒ナ少家＼炭化物微量

赤褐色　　焼士粒子多量，粘土粒子少量

褐　色　　粘土粒子多量夕焼土粒子少量，ロームプロツか小磯微量
褐　色　　ロームプロ・ソク・粘十粒子少量

褐　色　　焼上ブUツケ少量

18　褐　　　色　　U－ムブU、ソク少量

ピット　確認されなかった。

1ゝ）暗　褐　色

頴　極暗褐色

21暗赤褐色

22　褐　　　色
23　黄　褐　色

21　黒　褐　色
25　褐　　　色

26　黒　褐　色

LJ一一ムプロ、ソク・焼十ブUソク・粘十粒J’・少量
焼上ブU∵ノク・粘上ブし「・′ク・粘「粒つ’・少量∴

鹿沼バミスブUック微量
粘十粒j’・中量，焼十粒子・少量，炭化粒J’・・ロー

ムブロック・小礫微量
ロームブロック少量，焼十ブロック・砂粒微量

粘十位イ・多量，U－ムブU、ソク少量
焼十粒十粘十粒ナ少量，ロームブロック・砂粒微量
U一一一ムブU・ソク中量

U一一一ム粒子少量

′、′リ、　　　　　　　　′　　　　、　ら　、l：：′、・　′・＿・一㌧．、、′′′′′ノ　∴　　∵　さ一、、く：、＿、ノ言．．こ　　　．、t

はほぼ直立している。

貯蔵穴土層解説

1黒　褐　色　　tトームブロック少量，炭化材微量　　　　　　　　　二3　黒　褐　色　　t二1－ムブr了・ソク少量，炭化物微量

2　黒　褐　色　　ロームブU、ソク中量焼十プロ、ソク・炭化物微量　　　　Ll　暗　褐　色　　ロームブUック中量

確立　摘層からな軋　ブロック状に堆積して障ることからÅ為堆積と考えられる。

土層解説
1　極暗褐色

2　極暗褐色
：j　暗　褐　色

Ll　暗　褐　色

5　暗　褐　色

ロームブロック・炭化物少量，焼上プロ、ソク・
粘十ブロック微音

l」一一一ムプロ、ソクl巨量，焼十プロ・ソク・炭化物少量
U・一一ムブUック中量，焼上プロ、ソク微量
ロームブロック中量∴焼十ブロック少量，炭化物微量

ロームブロック中宣，焼十ブロック・炭化物少量

1　　　　　　　ノ　　′　′　　　　　　・ユ，′、．　、

．、ノ′　　、′．’－　′、；一　ノ　′′、一二′′‾一．・

∴．－．二　　　　　ノ、／‘・　∴　∴、∴r三　　′　′′

6　暗　褐　色　　ローームプロ、ソク・焼士ブ亡「ノクl巨量

7　暗　褐　色　　U－ムブUック【巨量，炭化物微量
8　極暗褐色　　粘十ブU、ノク少量，ロームプロ、ソク・焼上ブLJ

ック微量

（）暗　褐　色　　ロームブロック中量
10　暗　褐　色　　ロームブロック少量

＝　・′・、　　　　二・　、　－、′　ノJ∴　′　ノ　　　　　　′　　′

，′　・∴ノ、′ノ　′　∴、！　　　　　　′

第礪図　第捕号住居跡出土遺物実測図

…72－
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第66号住居跡出土遺物観察表（第66図）

番 号 種 別 器 種 ＝ 律 器 高 底 径 胎　 士 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出士 位 置 備　 考

14 1 士 師 器 柑 ［10．7］ 9」 長 石 にぷい黄橙 普 通
体 部 下 端 部 へ ラ削 り， 内 面 を底
面 方 向 か ら放 射 状 に ヘ ラ ナ デ ，
［コ綾 部 横 ナ デ

南 壁 寄 り

下 層
50％

142 土　 師 器 小 形 婆 （15．0） 6．0
石 英 ・長 石 ・

小 礫
に ぷ い 橙 普 通

体 部 内 ・外 面 へ ラナ デ ， 日綾 部 横

ナ デ

北 東 コ ー
ナ ー部 床
面

6 0％

1 43 士　 師 器 甑 2 2．0 1 8．5 8．0 長 石 ・小礫 明 赤 褐 普 通
体 部 下 端 部 へ ラ削 り，外 面 縦 方 向

へ ラ削 り，口綾 部 横 ナデ ，内 面 ナデ

北 壁 寄 り

床 面
9 5％　　　　 P L 4 5

番号 種別 「 鋸 幅 厚 さ 重量 特　　　　　 徴 出土位置 備　 考

D P 2
支　 可 （12・4）

（12。1） － （1160．0） 外面ナデ，指頭痕 竃

第調号佳贋勝つ第67068図）

位置　調査区西部のD6C6区に位置しタ　台地上の北側に立地している。

重複関係　南側を第75号住居にタ　また東側を第74号住居に掘り込まれている。

」L5tOm

第67図　第73号住居跡実測図

ー73－

凸



規模と形状　北東部が調査区域外となっているが，長車酪8m，短卓賂7mの方形と考えられる。主軸方向はN

－80－Wである。壁高は5～15cmで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部から東側の部分にかけて踏み固められている。壁溝は，確認できた部分では周回して

いる。

竃　確認されなかった。

ピット　6か所。Pl～P3は，深さ65～105cmで配列から主柱穴と考えられる。他のピットについては，性格

不明である。

覆土　5層からなり，ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子少量
3　極暗褐色　　ロームブロック中量

4　暗　褐　色　　ローム粒子中量，鹿沼ブロック微量
5　褐　　　色　　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片22点夕土師器片80点（捧27，嚢53），須恵器片2点が出土している。縄文土器片，須

三二l‾‾「＿二＿
』≡≡≡≡監≡芸≡』

第68図　第73号住居跡出土遺物実測図

第73号住居跡出土遺物観察表（第68図）

恵器片は流れ込みや混入によるものと考えられる。遺物のほと

んどが，覆土中層から出土している。塔の小片では赤彩された

ものが見られる。

所見　時期はタ　出土土器から古墳時代後期と考えられる。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 士 色調 焼成
手 法 の 特 徴　　 桓 土位置 備　 考

144 土 師 器 杯 ［13．6］ （3．6） －
雲母 にぷい橙 普通

体部内面・目線部横げ 言外面げ 極 土中
20％

第閑考住居跡（第69図）

位置　調査区中央部のDm区に位置しタ　台地上の南側に立地している。

重複関係　第89。鮒号住居跡を掘り込んでいる。また，東側を第1号溝，第膵各号土坑に掘　込まれている。

規模と形状　本跡北側が調査区域外になっていること，また本跡の大部分が削平されていることから，規模及

び形状は不明である。確認できる部分から主軸方向はN－30－Wと考えられる。

床　ほぼ平坦で資　中央部が踏み固められタ北側には焼土塊が確認された。壁藩は確認されなかった。

竃　確認されなかった。

ピット　3か所。いずれも性格不明である。

ピット土層解説
1黒　褐　色　　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　　ロームブロック少量

覆土　掘り込みが浅いため，確認できなかった。

遺物出土状況　縄文土器片　点　土師器片摘点　種2　婆鋸が出土している。縄文土器片は流れ込みによる

ものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から古墳時代後期と考えられる。

－74－



2

第69図　第88号住居跡・出土遺物実測図

第88号住居跡出土遺物観察表（第69図）

0　　　　　　　5cm

LL　」

番号 種別 器種 口径 器高 底 径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

14 5 土 師 器 杯 ［14．4］ （3．3） － 雲母 にぷ い橙 普通 体部内面 ・口縁部横ナデ．外面ナデ 覆土中 20％

（2）土　坑

第24号土坑（第70図）

位置　調査区西部のD7g2区に位置し，台地上の北側に立地している。

重複関係　第28号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長軸1．2m，短軸0．7mの不定形で，主軸方向はN－700－Eである。深さは117cmで，壁はほぼ直立

している。底面は皿状である。

覆土　5層からなり，ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

土居解説
1　黒　褐　色
2　黒　褐　色

3　褐　　　色

⑭）

ロームブロック少量
ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

ロームブロック中量，焼土ブロック微量

4　暗　褐　色　　ロームブロック少量
5　暗　褐　色　　ローム粒子中量

第70図　第24号土坑・出土遺物実測図

－75一

0　　　　　　5cm

】　；　－」
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第別号土坑出土遺物観察衷　第開園）

番可　 種別　 券種 序 径 鵬 底径　 胎 土　 色謂　 焼成 手 法 の 特 徴　　　　　　　　　　　 備　 考
海中 師 洋　 舞 恒 や可　 6　　 石英 も長石　 明赤褐 i普通 体部外酎 ぷ端部へラ削り　　 巨 層　 榔％

二　　さ　　　　　′　l　　′　′

，　・′　、　　　　　　こ　　　　　　　　　　ノ　　　′　　　　　　，　　　′′

．r　工ノ　、′、、、′　‘、二、ノー　ノ　　　ー　ノ　　　　　′　　　‾　　．、′　．　　　　　′

㊨漫感…
瑞彿＿監佃

Å50．4。1563

i

篭
i

「澤
壬＿J tim′‾竜

たせ＿訂真〃ニ　』
‘～－

一　　　　、

上がっている。底面は平坦である。

滞豊　闇一義粒子や鹿沼プ賎議を少量含んだ黒褐色豊を基調と

している、、、

遺物出立状況　土師器片膵癌　甑　が出まじ等折る。識別　覆土

下層から横位で出士している、

′

・　′．．　　　　　　一；′．　1

第別号土坑出土遺物観察表　第花園ラ

墾L 撃つ墾車璃極可崩手元竃 ！色調 i焼成i　 手法の特徴 ！出土位置！ 備考
56中 潮 可 甑桓車 可 鍼倭㌢ 掛 臣親藩魔「普通「体瓢外面ナデタ　打線部横ナデ 欄　 唇

1－76－
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一一　　　′　く　　′、′　′　・′＿　く　　　　　′　、．‥　‘　　一、，　　′′

、．一二′　三・、．‥：し、　，・・、　′′　　，ニ、　　．　ハ＼、，　　　　一、：・′　　∴．二　′　　、　　∴・

て立ち上がっている。底面は平坦である。

′∴　　　　∴．．、　　ノ　　′′．′‥、－　∴　　＿∴、、ノ′．　′　′・、！∴　、、三／　ノ　／′

土層解説
l　暗　褐　色

2　暗　褐　色
3　暗　褐　色

4　暗　褐　色
5　黒　褐　色

しトームブU、ソク・焼十ブし「ノン少量、炭化物微量
しトームブしトソク少量，焼吊11′守調宣

しトームブLJソク少量

ローム粒子の炭化物少壷　焼土粒子徴還
しトームブU、∵ケ少量 ㊨激あ竺

．4・一　一・　　ノ．、′　　′・　′、－、′ノノ　、て′つ）／／）、く′、　　　　′・・：C

できなかった。、

所鳳　時期は夢　出土土器から古墳時代後期と考えられる。

‥　　′　　　　　　　－　′

．．　　　　∴　　、　一

、　　、　　　　　　　　‘・　　　　　　　　′　　ん．－′′　　　　　　・、′　　　　　　　　一・　一

、　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′二’′．′

∴　・：t　　‾　、・　　′、、く

位置　調麿区中央部のE7il区に位置し，台地上の南側に立地している。

一′三言′．′、‘ノ・・ノ　　　′：′ノ　・′‾・，′　′′　　∴　一．．′　　　′・－　　て′　　　′′

規模と形状　長軸は3．7m，短軸は酎則が溝に掘り込まれているため，最大で3．6mしか確認できなかったが方

彬または長方形と考えられる。主軸方向はNl一一・l16し∴∵Wである。壁高は14、1－27clnでほぼ直立し／ている。

床　ほぼ平坦で，出入り口付近から中央部にかけて踏み固められている。また，壁溝は南壁の一一一1一一一一淵は北壁で確

認された。

－　．、　　ノ、　‘1　　　．．　　　　、・　　ノ、　　′ノ　　　＿’：三　二　∴∴二　‾∴．・　′　　．ノ、

‥′・．′　　　′′．．一　　．　ノ、　　　　‾　　　　　　　　ノ、′′　　′′・′∴一　＼工　、　′′　　　　　　′　　　′′　　′　′

その後すぐに直立している。「

竃土層解説
i　極暗褐色
2　極暗褐色
3　極暗褐色
‘－i　黒　褐　色

5　極暗赤褐色

6　黒　褐　色

「　暗′ホ掲色

しトームブIJ・－′′ク微量

U一一一一ムブUこノク・焼十位Jr一・歳化物微量

ロームブL「ノウ少宣∴焼十r7、、日、ソク・炭化物微量

粘上プロソク少量，U－∴ブロック・焼「．ブロ

ック。炭化物の砂粒微量

焼「．ブローソク中毒∴　し」・一一一∴粒守・砧「∵⊥ト′

クぁ砂粒微量
U一一一ム‾ナL「ノク・砂幸′：少量．焼！・J U！′ケ・拙

十粒千微量
焼十プロ1、ノウ少量，ロー∴∴プロtニーナク・炭化物微量

8　暗　褐　色

〔）　黒　褐　色
lL）灰　褐　色

「1黒　褐　色
12　黒　褐　色

13　灰黄褐色
主1黒　褐　色

蟻　にぷい赤褐色

し「一ム粒J′・・粘上ブ「「ニノンつ砂粒少量，焼上ブ

ロック微量
U－ムブロック・焼十ブl」・ニ′ク・粘土プロ、∴′ク少量
ロ・－一機ム粒子・焼工粒イ・・frI汗＿粒子少＿．芸葺呈．

粘十粒千少量，焼上ブしブック微量

砂粒中量　粘土粒子少量　炭化物微量
砂粒中量，焼十粒j′・・粘上プロ・ソク少量

砂粒中量，炭化粒子少還
焼十粒千中量，砂粒少量

ノ　　．′′　′　、　　　　　，′　′：ゝノ∴　′．′∴一　ニ．．て．ノ′　　　′　　　一　′．．′．　、；一‘、∴・‘．

′　　ノ．＿　　　　　　　　　　　　　′ノ　　′′．　／　　∴　′　　　′　　　　′　f′　′ノ′　′ノ．
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ピット土居解説

1　黒　褐　色
2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

ロームブロック少量
ローム粒子中量

ロームブロック中量

4　黒　　　色

5　褐　　　色

ロームブロック微量

ロームブロック多量

覆土　9層からなり，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土居解説
1　黒　褐　色

2　黒　褐　色
3　黒　褐　色

4　黒　　　色
5　黒　褐　色

ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量
ロームブロック・焼土ブロック微量
ロームブロック少量

ロームブロック微量

砂粒少量，ロームブロック・焼土ブロック微量

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

8　黒　褐　色

9　黒　　　色

ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
ローム粒子微量
ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物・
砂粒微量

遺物出土状況　縄文土器片92点，土師器片364点（杯63，嚢301），須恵器片47点（杯・蓋40，嚢7），土師質土

器片19点が出土している。縄文土器片や土師質土器片は，流れ込みや後世の混入によるものと考えられる。土

器片は全体的に覆土中層からの出土が多い。146は，竃に対して左壁際覆土下層から斜位の状態で，149はその

すぐ東側から逆位の状態で出土している。148は2片が接合したものであるが，2／3以上を占める大きな部位は

竃に対して右壁際の覆土下層から斜位の状態で出土している。151は嚢の口緑から体部にかけてであるが，口

緑を壁に向けて148とほぼ同じ位置から出土している。147は，覆土下層や床面付近から出土した他の遺物とほ

ぼ同時期のものであるが，覆土上層から出土しているため混入の可能性がある。

所見　竃や壁付近の遺物は本跡に伴うものと判断でき，時期は8世紀中頃と考えられる。

第74図　第2号住居跡実測図
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第75図　第2号住居跡出土遺物実測図

第2号住居跡出土遣物観察表（第75図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

14 6 須 恵 器 高台付杯 15．4 4 ，7 8 ，8 石 英 ・長 石 灰 普 通 回 転 へ ラ切 り後 ， 高 台 貼 り付 け 北壁溝下層 70％　　　　 P L 46

14 7 須 恵 器 蓋 17．5 3 ．5 － 長 石 ・小 礫 黄 灰 普 通
天 井 部 回 転 へ ラ 削 り， 天 井 部 内

側 に指 頭 庄 痕
中央部上層 80％　　　　 P L 46
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

148 須 恵 器 蓋 15．1 3．5 －

石英 ・長石 ・

黒色粒子
灰 自 普 通 天井部回転へ ラ削 り

北壁滞下

層
80 ％　　　　 PL 4 6

14 9 須 恵 器 蓋 14．9 3．5 － 長石 ・小礫 灰 普 通 天井部回転へ ラ削 り 北壁溝底面 100％　　　　 PL 4 6

15 0 須 恵 器 蓋 14．1 2，4
石 英 ・長石 ・

小礫
灰 普 通 天井部回転へ ラ削 り 覆土中 98％　　　　 P L 4 6

15 1 土 師 器 賓 ［27．4］ （34．5）
石 英 ・長石 ・

雲 母 ・小礫
にぷい褐 普通

休部外 面へ ラナ デ後 ナ デ，内面

ナデ
竃付近下層 30％

152 土 師 器 賓 ［23．6コ （22．5） －

石英 ・長石 ・

小礫
にぷい黄橙 普通

休部外 面縦方 向のヘ ラ削 り，日

録部横 ナデ，内面 ナデ
中央部下層 20％

番号 器種 長 さ 幅 厚 さ 重量 材質 特　　　　　 徴 出土位 置 備　 考

Q 41 砥　　 石 （8．8） 6．4 8．0 （400．0） 泥　　 岩 一面使用，被熱痕 覆土 中

第3号住居跡（第76図）

位置　調査区西部D5C6区に位置し，台地上の北側に立地している。

重複関係　第7号ピット群のピット，第147・148・149号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　竃の一部分以外は削平されており，規模や形状は不明である。主軸方向はN－980－Eである。

竃　削平されているため，形状は不明である。火床部は床面を10cmほど掘りくぼめており，火床面が被熱で赤

変している。竃内の煙道に近い部分から礫が出土しており，表面に被熱痕があることや出土位置から補強材と

して利用されていたものと考えられる。

④′
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一80－

旦＿49．0m

第76図　第3号住居跡・出土遺物実測図
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竃土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗灰黄色

U－1ムげ‾一丁、’＝∵ソ1尭上∵、工「！ク少量・．砧上ブ＝

ック微量

焼土ブロックの粘土ブロック少量，炭化物微量
U－ムブLJ・ソケ・焼上ゾUツケ少量，粘十粒白坂量
焼十プロ∴′ウ・粘上で日ソク中量．しトlムブU
ック少量

窯
暗
黒

5　6　7

褐

赤褐色
褐粘「粒つ’一中量．焼十ブU・ソク少㍍・

焼上ブU・ソク中量

焼巨位！・少量，Lト…ムブし「ソク・粘「ブU・ソク微量

一　　　　　、′　　　　ノ　　　　J　　ヽ　　　′、．ヽ／′′′

、一l′　．＼1ノ　　　ノ、三二　　、　ノ＼′　　′、．　′　′　′′′、　一！・′．こ「∴ニー〕＿へ・ン∴　∴．∴＞・、：、二、

′′、（、一‾　　　ノ　　′、′　　∴ノ、∵′、、，一、ノ′′ノ　　　ラノ）・ノ　工　　　　∴．・．

′　　ノ．一一、－ノ　　′、‘－　　　　′　　′　　　ノ　　′　へ′　－7．．；　／　　′′、．　一　′、、－ノ、′′　ノ　ノ、J一　′上．

れる。Q張は砥石としての使用痕が確認で　ることから　砥石を竃の補強離こ転用した　のと考えられる。出

一′′　　′・・ノ　　′　　　′　　　、‥　ノ　　′ノ　、l′　′・、－′　一　′　′′

一　　　　　　　　　　　・′‾ノ　∴、　．、t

番可　 種別　 券種序径器高底径　 胎土 i 色調 i焼成！　 手法の特徴　　 恒 位置i 備考

i体部下端部へラ削りタ体部外廟

蟻　土師器高台付捧持。扇　 。壇　　も　　石英の雲母 にぷ蠣橙　普通　ナデ夢　L線部横ナデ　内面へラ　竃内中層　磯％

磨き，高台貼り付け

番可　榊 「雛 i 幅巨郎 「鎚つ壷 i ′　特 徴 目地離日 備　考
Q42　砥　　石25も8 「捌 10．J日掛錮i花崗岩一層離敷橘 竃内儀海 PL（吊

く　　　－　　　　　′・′　　　　、′　ノ、

一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　′　　　　　′

・・　′∴　　′　　　　．　　　　　　　　　′　　　′　　　・．一、　ノ　、、′

・八　主、　　：　　　　　　′　・・．ノ．　　　　　′　　′　言、′；′　　、　′言：ノ　ー′・′

′　　′＼　　　　　　′′′）′．・．　、）′　　　′∴∴∴　　一ノ　∴、－　‾・、）

′、．1　・　　′　∴′ノ　　′‘′　　′　　ノ　′、　′、ノ　・ノ′　一　　　　　′　　こ　　‥′－／′　ノ′　　、　へ．∴、，

巨i＝ノていたものと推定される．

、′′　一　　　　　　　ノ　・　　　　　　　′　　　′　　　　　　　　′、・′∴　ノ　・′　‥　、∴ノ．　∴、

・．　　　　　　　　ノ　　　′　　　／　　　　　′　　　　　　′　　　　　′　　　　　　　′　　　′∴．　　　・、　、、

′　　　　　　　　　　　　　　′　　′　　　　　　　　　　　　　　　′′　　　′　′・．．ノ　ヽ　′　ノ　ノ′！、　′′ノ

竃土層解説
且　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　　　色

5　にぷい黄褐色

（う　黒　　　色

7　窯　褐　色

焼十ブUツケ・しトムブtJ、ソク少量．粘上すU・：・ノケ微量

しブームブU！！ク・粘十ブU、ソク少量

しトームブU、ノク・焼上ブU∵ノク・粘上ブLJ∴・′ケ

少量，炭化物微量
U一一一ムブUック・焼上フ’、Lr∵′ク・炭化物・粘上

ブロック微量

ローFl－1ムプロ、ソク中量，焼十ブtlJlンーケ湖i上プロ

、ソク・砂粒少量，炭化物微量

しトームプロ・ソケ・焼上ブU・－′ク・粘上ブIl上′ク微量

し「一ムブLJ∴′ク・焼上ブけlノウ・粘上すしトソク少量

8　黒　褐　色

！）黒　褐　色
摘　暗　褐　色

11I天　褐　色

12　窯　褐　色

13　黒　褐　色

摘　にぷい褐色

しトームブLJtlノク・焼十ブL「ソク・粘上ブロック微量

粘上ブU・ソクー日工しトムブLJ・ソク・焼上ブLJ、二ノク微量

しトームブU㌧ソク・焼「ブし「ノク・粘上ブロック

少量，砂粒微量
しトムブロック・粘上ブUツケ少量，焼十ブロック微量
ローl一ムブロック・粘十プロ・ソク少量，焼十ブロ
ックを砂粒微量

U－F一ムブUック少量，焼十ブt」、ソク・粘十ブU
・ソク・砂粒微量

粘十ブU・ソク少量，焼上ブU・ソク微量

ぽッ睦　　か所。㌘温芦　㌘2とも深さが約翻cmあ軋配列から主柱穴と考えられる。また，P　は南壁欝　の

′　　　　　∴　　′　　　　′　　　′　ノー　　　　′　　　　∴．．′

～81…



覆土　7層からなり，ロームブロックや焼土ブロックを含んでいることから人為堆積と考えられる。

土居解説

1　暗　褐　色
2　暗　褐　色

3　暗赤褐色

4　黒　褐　色

ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
ロームブロック・焼土ブロック少量
粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック
少量，炭化物微量
粘土ブロック少量，焼土ブロック微量

5　極暗褐色
6　黒　褐　色

7　極暗褐色

ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量
粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片62点，土師器片372点（杯36，嚢336），須恵器片36点（杯27，嚢9）が出土している。

縄文土器片は，人為堆積時の混入によるものと考えられる。156は右袖の先端部から出土している。

159は左袖内側の火床面付近から出土している。154は煙道部付近から出土しており，本跡に伴うものと考えら

れる。

所見　時期は，竃内の出土土器から8世紀後半と考えられる。

第77図　第4号住居跡実測図
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第78図　第4号住居跡出土遺物実測図（1）
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第79図　第4号住居跡出土遺物実測図（2）

第4号住居跡出土遺物観察表（第78・79図）

C l＝r‘－・一一・・．・・∋

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

154 須 恵 器 坤こ ［12．1］ 4．0 7．1 石英 ・雲母 灰 普通

底部回転へラ切 り後一方向への

手持 ちへラ削 り，体部下端部一

方向への手持ちへラ削 り

煙道部付

近上層
40％

155 須 恵 器 尚台付 ［14．0］ 6．0 ［9．0］
石英 ・長石 ・

小礫
灰 普通 回転へラ切 り後，高台貼 り付け 南側中層 40％

156 土 師 器 嚢 23．2 36．9 ［8．6］
長石 ・雲母 ・

小礫
にぷい橙 普通 内面へラによる工具痕

右袖部中

層
50％

157 土 師 器 嚢 ［22．8］（30．9） －

石英 ・長石 ・

雲母
にぷい褐 普通 体部面下端部へラ磨き

左右袖部

下層
50％

158 土 師 器 襲 ［19．8］（23．9） －

石英 ・長石 ・

雲母
にぷい黄橙 普通

休部外面へラナデ後ナデ，内面

ナデ

中央部下
層，竃煙
道部付近

25％

159 土 師 器 要 14．8 （16．6） －

石英 ・長石 ・

雲母 ・小礫
にぷい橙 普通

体部外面ナデ，口縁付近横ナデ，

内面ナデ

火床部，
竃下層，
中層

40％

160 土 師 器 嚢 － （2．1） ［8．9］ 長石 ・雲母 にぷい褐 普通 底部木葉痕 覆土中 3 ％

番号 種別 長 さ 幅 厚さ 重量 特　　　　　 徴 出土位置 備　 考

D P 3 支　　 脚 13．9 7．2 7．0 760．0 四角鐘状，丁寧なナデ，被熱痕 火床部 P L 57

番号 器種 長 さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M 2 不 明 品 9．6 6．4 1．0 73．5 鉄
コーナー部 3 か所の孔に釘残存，裏

面に木質付着
覆土中 P L 61

第5号住居跡（第80図）

位置　調査区中央部のE7bl区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第6号住居跡を掘り込み，西側半分を第41号港に掘り込まれている。

規模と形状　南北方向には3．1m確認されたが，西側は溝に掘り込まれているため，2・2mしか確認されなかっ

た。形状は方形または長方形で，主軸方向はN－30－Eである。壁高は15～25cmほどで外傾している。

床　ほぼ平坦で，南から北東にかけての広い範囲が踏み固められている。壁溝は北東コーナー部で確認された。

一84一



竃　北壁中央部に付設されている。規模は，左袖部が溝により掘り込まれているため袖部幅は90cmしか確認さ

れなかった。焚口部から煙道部までは100cmである。袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は床面を5cm

ほど掘りくぼめており，火床面は被熱で赤変している。煙道は火床面から外債して立ち上がっている。

竃土居解説

1　黒　褐　色

2　灰　褐　色

3　黒　褐　色
4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量，
炭化粒子微量
ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック
少量，炭化粒子微量
焼土ブロック・粘土粒子少量，ロームブロック微量
ロームブロック少量，炭化粒子微量
ローム粒子・焼土ブロック・粘土ブロック少量，
炭化粒子微量

6　極暗褐色
7　暗　褐　色

8　黒　褐　色

9　褐　　　色
10　暗赤褐色
11褐　　　色

焼土粒子中量，ロームブロック微量
焼土ブロック・砂粒少量，ロームブロック・粘
土ブロック微量
粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブロ
ック微量
ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
焼土ブロック中量，砂粒少量，炭化粒子微量
粘土粒子多量，砂粒少量

ピット　2か所。Pl，P2ともに深さは30cmで，配列から主柱穴と考えられる。

ピット土居解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子微量
2　極暗褐色　　ローム粒子少量

覆土　7層からなり，ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

土居解説
1　黒　褐　色

2　黒　褐　色
3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

ローム粒子少量
ロームブロック少量
ロームブロック中量，炭化粒子微量
ロームブロック・焼土粒子少量，粘土ブロック微量

第80図　第5号住居跡実測図

5　褐　灰　色

6　灰黄褐色
7　灰　褐　色

ロームブロック少量
砂粒多量，ローム粒子・粘土粒子微量
ローム粒子中量
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遺物出土状況　縄文土器片22点，土師器片122点（杯18，嚢104），須恵器片8点（杯1，嚢7）が出土している。

縄文土器片は人為堆積時の混入と考えられる。杯片は出土数が少なく，すべて細片であるため図示することが

できなかった。嚢片もほとんどが体部片であり，磨耗が激しい。

所見　杯片が少なく，磨耗した土器が多いため，時期の絞込みは雉しいが，本住居が掘り込んでいる第6号住

居跡が古墳時代のものであること，須恵器片が出土していること，さらに近辺から規模，形状，主軸方向が同

じ住居が確認されていることから，時期は平安時代と考えられる。

第7号住居跡（第81・82図）

位置　調査区西部のE6b3区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　南側を第1485号土坑に，中央部分を第1721号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　南西部分が削平されているが，北東部分で確認された壁や硬化面の様子から，長軸3．7m，短軸3．3

mほどの長方形と推定される。主軸方向はN－90。－Eである。

床　竃から西方向に向かって，踏み固められた部分が確認された。また，東壁の竃から北側と北壁の一部に壁

溝が確認された。

竃　袖部が削平されており，火床面しか確認されなかった。
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第81図　第7号住居跡実測図

第7号住居跡出土遺物観察表（第82図）

くD

E
cO

cD
寸

＜I

2m

ピット　2か所。Plは深さ10cm，

P2は深さ20cmであるが，ともに性

格は不明である。

覆土　掘り込みが浅いため，確認で

きなかった。

遺物出土状況　縄文土器片25点，土

師器片18点（杯12，嚢6），鉄製品1

点（釘）が出土している。縄文土器

片は流れ込みや混入によるものと考

えられる。161は正位でPlの覆土

下層から，M3は床面から出土して

いる。

所見　ピット内の161，竃内の162，

壁溝から出土の163が本跡に伴うも

のと判断でき，時期は10世紀後半と

考えられる。

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

16 1 土 師 器 高台付杯 ［15 ．1 ］ 6 ．7 8 ．1 長 石 ・雲 母 にぷ い橙 普 通
底 部 回 転 へ ラ 切 り後 高 台 貼 り付

け ，杯 部外 面 ナ デ ，内 面 へ ラ磨 き
P l 下 層 4 0 ％

162 土 師 器 要 ［17 ．2］ （11 ．2） －
雲 母 ・小 礫 にぷ い橙 普 通

休 部 外 面 へ ラ ナ デ 後 ナ デ ， 内 面

へ ラナ デ
火 床 面 10 ％

163 土 師 器 嚢 － （1 4．7） － 雲 母 ・小 礫 にぷい黄橙 普 通 体 部 外 面 へ ラ削 り， 内 面 ナ デ 東壁溝底部 5 ％

一86－



第82図　第7号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm

番号 器種 長さ 幅 厚 さ 重量 材質 特　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M 3 釘 （5．9） 0．8 0．7 （9．6） 鉄 角釘，先端部欠損 東側床面 P L 61

第8号住居跡（第83図）

位置　調査区西部のE4aO区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　南側が調査区域外になっているため，長軸は2．5mまで，短軸は1．9mしか確認できなかったが，方

形または長方形と推定される。主軸方向はN－900－Eである。

床　ほぼ平坦である。

」」岨4m l

第83図　第8号住居跡実測図
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竃　削平されており芦　火床面のみ確認できた。

竃土層解説

1黒　　色　　U－ムブロック・焼十ブロック微量　　　　　　　3　暗赤褐色　　ロームブロック傭十ブロック少量，粘十プロ、ソク微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック少鼠粘土ブロック微二憲二　　‘黒　褐　色　　ロームブロック・焼十ブロック少量

酢ジ紅　3か所。㌘旦夕　㌘2とも深さが且0撒程度であるがタ　性格は不明である。㌘3は形状から本跡以前に掘

り込まれた土坑の可能性がある。

穫豊　覆土は薄ら　単一層である。

土層解説
1　黒　褐　色　　しトームブしトソク中量

遺物出立状況　土師器片膵虔　棒杭　嚢蟻　が出土している。

所鳳　土器は土師器の細片のみである。竃の位置や須恵器を含まないことから判断すると　時期は摘健杷以降

と考えられる。

第綱考健腰跡（第84命85回）

健置　調査区酋端部のり射区に位置し　畜地上の南側に立地している。

重複関係　第438号土坑に竃の東端を掘り込まれている。第且2号住居跡の北西部を掘り込んでいる。

規模と形状　長卓絶6m汐短嚢隠忍mの長方形でタ主軸方向は酢喜好∴虻である。壁高は5～鼠2cmで外傾して立

ち上がっている。

床　ほぼ平坦でタ　中央部から東方向夕　酋方向へ向けて踏み固められている。壁清は南西コーナー部を除き全周

している。

竃　2か所確認された。竃且は南東コーナー部付近に付設されてお勘袖部幅は且蟻cm　焚持部から煙道部まで

は1の5孤である。火床商と床面はほぼ同じ高さでタ被熱により赤愛している。竃2は南西コーナー部付近で，袖

部は大部分が削平されており火床面のみ確認された。火床面と床面はほぼ同じ高さである。火床薗付近で確認

された石は，その配置から袖部の芯材として使用されていたものと考えられる。

竃1土層解説

1黒　褐　色　　U－ムブロック少量，焼士ブロック・精工ブUック微量　　　5　黒　褐　色　粘士ブロック中量，ロームブロック・焼士ブUツク微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック・粘十ブロック少量，焼十ブロック微量　　　6　灰黄褐色　　U－ムブロック・焼士ブロック・粘十ブロック
3　黒　　　色　　ロームブロック少量，焼十ブロック・炭化物・　　　　　　　　　　　少量，炭化物微量

粘士ブロック微量　　　　　　　　　　　　　　7　黒　褐　色　焼士ブロック少量，ロームブロック・粘土プロ
J・1黒　褐　色　　ロームブロック・焼十ブロック・粘士ブロック少量　　　　　　　　　　　　　ック微量

竃2土層解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック・焼十ブロック少量

だッ紅　4か所。Pl～P4は深さがそれぞれ10cm程度であるが，性格は不明である。

貯蔵穴　北東コーナー部に位置しておりタ長径触m　短径測cmの楕円形で深さは測cmである。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック少量

2　黒　褐　色　　ロームブロック微量
3　暗　褐　色　　ロームブロック少量

穫並10層からなり，ロームブロックや焼土ブロックを含んでいることから人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

ロームブロック少量

ロームブロック・焼十ブロック微量
ロームブロック少量

ロームブロック微量

ロームブロック・焼士ブロック少量，粘土ブロック微量

…88…

6　黒　褐　色
7　黒　褐　色

8　暗　褐　色
9　灰　褐　色

10　黒　褐　色

ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
ロームブロック・焼十ブロック・粘土ブロック少量
ロームプロ・4ク・焼十ブロック少量

ロームブロック少量
ロームブロック少量



遺物出土状況　土師器片303点（杯208，嚢95），須恵器片6点（杯）が出土している。須恵器片は細片で，人為

堆積時の混入と考えられる。全体的には覆土下層からの出土が多く，中央部から北側壁際にかけて165，166，

172，173，175が出土している。165の高台部分は逆位で，口縁から底部にかけては斜位の状態で出土している。

166は壁に沿って斜位で，172，173はともに土庄により押しつぶされた状態で出土している。164，167は竃内か

ら斜位の状態で出土している。169は竃の火床部付近から完形のまま逆位の状態で出土している。

所見　本跡からは竃が2か所確認された。本跡のような竃のあり方は一般住居としては極めてめずらしい例で

ある。竃1内の遺物と床面からの遺物の時期がほぼ一致することから，本跡廃絶時には竃1が使用されていた

ものと考えられる。また，竃2については出土遺物がなかったため時期を判断することは困難であるが，当初

は竃2を使用し，その後竃1を利用したものと推測される。時期は出土土器から11世紀前半と考えられる。

166165168172173　175　174 169170164167171

第84図　第11・12号住居跡実測図
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第85図　第11号住居跡出土遺物実測図
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第11号住居跡出土遺物観察表（第85図）

番 号 種 別 券 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

1 64 土 師 器 杯 ［1 6．2 ］ 5．0 ［7 ．2 ］ 雲 母 橙 普 通
底 部 回 転 糸 切 り，下 端 部 手 持 ち

へ ラ削 り後 ナ デ ， 内 面 ナ デ
竃 内 底 面 25 ％

1 65 土 師 器 高台付杯 ［1 6．0 ］ 5 ．4 6 ．5 赤 色 粒 子 灰 黄 褐 普 通 高 台 貼 り付 け ， ロ クロ ナ デ 北壁構下層 70 ％　　　　 P L 46

16 6 土 師 器 高台付杯 （4 ．6） 長 石 灰 黄 褐 普 通
底 部 回転 へ ラ切 り後 高 台 貼 り付

け ， 内 面 へ ラ磨 き
北壁溝下層 4 0 ％

167 土 師 器 高台付杯 （4 ．5） 7 ．0 石 英 ・長 石 浅 黄 橙 普 通
底 部 回 転 へ ラ切 り後 高 台 貼 り付

け ， 内 面 ナ デ
竃 内上 層 3 0 ％

1 68 土 師 器 高台付杯 （3．5） 7 ．6 長 石 ・雲 母 にぷい黄橙 普 通
底 部 回 転 糸 切 り後 ナ デ ， そ の 後

高 台 貼 り付 け
中央部下層 3 0 ％

1 69 土 師 器 小 皿 8．0 1．7 4 ．9 雲 母 に ぷ い 褐 普 通 底 部 回 転 糸 切 り後 ナ デ 火床部付近 9 5 ％　　　　 P L 46

17 0 土 師 器 小 皿 9 ．0 1．7 5 ．4 雲 母 ・赤 色粒子 橙 普 通 底 部 回 転 糸 切 り 竃 内 下 層 70 ％　　　　 P L 4 6

17 1 土 師 器 小 皿 ［9 ．2 ］ 1．5 6 ．6 石 英 ・雲 母 橙 普 通 底 部 回 転 へ ラ切 り 竃 内 上 層 50 ％　　　　 P L 4 6

172 土 師 器 璧 23 ．2 2 5 ．6 ［11 ．9 ］ 石 英 ・長 石 灰 黄 褐 普 通
体 部 外 面 下 端 を 中 心 に ヘ ラ削 り

後 ナ デ ， 口 縁 部 横 ナ デ
北 側 床 面 8 0 ％　　　　 P L 4 6

1 73 土 師 器 嚢 2 0 ．3 2 1 ．3 17 ．8
長 石 ・雲 母 ・

小 礫
にぷい黄橙 普 通

体 部 外 面 へ ラ 削 り後 ナ デ ， 内 面

へ ラ ナ デ 後 ナ デ
北 側 下層 7 0 ％　　　　 P L 46

1 74 土 師 器 嚢 ［2 2．3 ］ （2 5 ．2 ） 長 石 灰 黄 褐 普 通
休 部 外 面 へ ラ削 り後 ナ デ ， 内 面

へ ラ ナ デ

南側壁溝 ・

竜内下層
25 ％

17 5 土 師 器 嚢 17 ．2 （1 1．0 ）
石 英 ・長 石 ・

雲 母
に ぷ い 褐 普 通

体 部 外 面 へ ラ削 り後 ナ デ ， 口 縁

部 横 ナデ

貯 蔵 穴 内

上 層
6 0 ％

第12号住居跡（第84・86図）

位置　調査区西部のD5jl区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　南西部を除いて大部分を第11号住居，第438・447号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸が最大で1．9m，短軸が最大で1．4mしか確認できなかった。形状は方形または長方形と推測

される。壁高は最も高い部分で11cmあり，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，南西コーナー部で壁溝が確認された。

竃　住居や土坑に掘り込まれているため，確認されなかった。

覆土　掘り込みが浅く，確認できなかった。

遺物出土状況　土師器片7点（杯1，嚢6），須恵器片1点（嚢）が

出土している。出土数が少なくほとんどが細片である。また覆土が薄

く層位を決定することは困難である。176はほぼ完形で，南壁の壁溝

から斜位で出土している。

所見　第11号住居に掘り込まれていることと出土土器から，時期は10

世紀後半と考えられる。

第12号住居跡出土遣物観察表（第86図）

0　　　　　　5cm

！　；　」

第86回　第12号住居跡出土遺物
実測図

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 士 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

1 76 土 師 器 小 皿 9．6 3．2 5．7 石 英 ・雲 母 橙 普 通 底 部 回 転 糸 切 り 南 壁 港 内 9 5％

－91－



こ言．言　二・㍉一二　二′ノベ1、く′

健置　調査区西部のり鋸区に位置し　畜地上の南側に立地している。

重複関係　南壁を第2詭号土坑に掘　込まれている。

規模と形状　北側が調査区域眩なってお勘　長軸は。m　短軸は。mLか確認で　なかった。壁高は最大

で10cmである。

床　ほぼ平坦である。本跡との関係は不明であるが　調査区域際の床面から縦渕cm　横測cm程度の表面が平ら

な礫が確認されている。また壁際からも表面が平らな礫が確認されている。

ピット　3か所。いずれも性格不明である。

穫土　用層からな軋　ロームブロックや焼土ブロックを含んでいることからÅ為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼十ブロック微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼士ブロック・炭化物微量
3　極暗褐色　　ローム粒子・焼上ブロック少量

‘′i　極暗褐色　　ロームブロック・焼土ブロック少量

5　黒　褐　色　　ロームブロック・焼十粒千少量

6　黒　　　色　　ローlムブロック少量，焼十ブU、ソク・炭化粒自散量
7　褐　　　色

8　暗　褐　色

9　異　　　色

10　黒　褐　色

ローム粒J′一中量

ロームブロック少量，焼十プロ、ソク微量

ローム粒J’一少量

ローームブロック少量

．、′弓′　　ニら′　′′二．し　　－′）′、　・く′　ノ：ら　了＼ノ　．′‥・工　，・′、′、．、　ノ　′　　　・′　′　．

乱獲が出土している。縄文土器片や磨石は擾土中から出土してお軋　Å為堆積時の混太と考えられる。

．‥　　　－　∴み．：′∴′．、：・ノ、′、′イ′・′、ノ、′く′

㊨

第8ア図　第15号住居跡e出土遺物実測図

第15号住居跡出土遺物観察表（第87図）

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
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0　　　　　　　5cm

≡≡≡悪意

番 号 種 別 券種 口径 器高 底 径 胎　 士 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土 位置 備　 考

17 7 土　 師 器 高台付埠 － （1．5） ［6．6］ 白色粒子 にぷい橙 普通 外 面へ ラ磨 き 覆土 中 1 0％

17 8 士 師 器 磐
－ （2．5） － 雲母 にぷい黄橙 普通 外商工具痕 得士 申 5 ％

ー92－



第16号住居跡（第88・89図）

位置　調査区西部のE5a5区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　東壁の竜北側部分を第387号土坑に，また西壁を第4号地下式境に，東壁を第1723号土坑に掘り込ま

れている。

規模と形状　長軸3．6m，短軸2．9mの長方形で，主軸方向はN－95。－Eである。壁高は2～10cmで外傾して立

ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部の広い範囲が踏み固められている。北壁下と西壁下に壁溝が確認されている。

竃　東壁の南側コーナー付近に竃を構築していたと考えられる粘土が確認されていることから，この部分に竃

が付設されていたものと考えられる。

竃土居解説
1　灰　褐　色　　ロームブロック少量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量

ピット　5か所。Pl～P3，P5はともに深さ20cm程度で性格不明である。P4は深さが約30cmあり，西壁

寄りの竃に向い合う位置にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

第88図　第16号住居跡実測図
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貯蔵穴　南西コーナー付近に位置し，径70cmほどの円形である。深さ40cmで底面は皿状を里し，壁は外傾して

立ち上がっている。

貯蔵穴土居解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック少量
2　褐　　　色　　ロームブロック中量

3　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
4　灰　　　色　　粘土ブロック多量，ロームブロック少量

覆土　6層からなり，ロームブロックを多量に含んでいることから人為堆積と考えられる。

土居解説
1褐　灰　色　　粘土ブロック中量，ロームブロック少量，焼土

ブロック微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
3　褐　　　色　　ロームブロック少量

4　褐　　　色

5　黒　褐　色

6　褐　　　色

ロームブロック中量
ロームブロック少量

ロームブロック多量

遺物出土状況　土師器片53点（杯27，嚢26）が出土している。179は北東コーナー付近の覆土下層から正位の状

態で，181は南東コーナー付近の床面から正位の状態で出土している。

所見　時期は，須恵器を伴っていないことや東竃であることなどから，10世紀前半と考えられる。

第89図　第16号住居跡出土遺物実測図

第16号住居跡出土遺物観察表（第89図）

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

17 9 土 師 器 土不 10 ．2 3 ．0 5 ．5 雲 母 にぷい黄橙 普 通 底 部 回 転 へ ラ切 り，内 面 へ ラ磨 き 下 層 90 ％　　　　 P L 4 7

18 0 土 師 器 高台付杯 13 ．9 （5．3） － 雲 母 にぷい黄橙 普 通
底 部 回 転 へ ラ切 り後 高 台 貼 り付 け ，

下 端 部 回転 へ ラ削 り，内 面 へ ラ磨 き
覆 土 中

70 ％　 外 面 に 刻書

「夫 」　　 P L 4 7

18 1 土 師 器 高台付杯 ［13 ．4 ］ 5．9 6 ．4 長 石 にぷい貴橙 普 通
底 部 高 台 貼 り付 け ， 下 端 部 回 転

へ ラ 削 り， 内 面 へ ラ磨 き
竃付近床面 8 0 ％　　　　 P L 4 7

第17号住居跡（第90図）

位置　調査区の西部D5j6区で，台地上の南側に立地している。

重複関係　北側を第1653号土坑に，中央から東壁にかけての部分を第1654・1655号土坑に，南側を第2号土坑

に掘り込まれている。

規模と形状　多くの土坑に掘り込まれているため，規模は不明である。形状は方形あるいは長方形で，西壁溝

と北壁に確認できた竜の火床部から判断して主軸方向はN－20－Wである。

床　ほぼ平坦で，第1653号土坑の南側に踏み固められた部分が確認された。また，西側に壁溝が確認された。

竃　北壁側に被熱で赤変した火床面のみ確認できた。

ー94－



ピット　4か所確認できたが，本跡に伴うものかどうかは不明である。

覆土　覆土はほとんどが削平されており堆積状況は不明である。

土居解説
1黒　褐　色　　焼土ブロック少量，粘土ブロック・炭化物微量
2　暗　褐　色　　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片33点（杯19，嚢14），須恵器片2点（嚢）が出土している。すべて細片であるが，杯片

には体部外面にロクロナデが確認できるものがみられる。

所見　時期は，出土土器から10世紀代と考えられる。

④

第90回　第17号住居跡・出土遺物実測図

第17号住居跡出土遺物観察表（第90図）

0　　　　　　5cm
上　；＿＿＿」

番号種別器種口径器高底径 胎　土 色調焼成 手法の特徴 出土位置 備　考

182土師器杯12．0 3．9 6．9 雲母 にぷい黄橙普通
底部回転へラ切り後ナデ，下端

部回転へラ削り，内面へラ磨き
覆土中80％　　　　PL47

第18号住居跡（第91図）

位置　調査区西部のD5d7区に位置し，台地上の北側に立地している。

重複関係　竃の煙道付近を第355号土坑に，北西コーナー部を第221号土坑に，床面中央部から南部にかけて第

450・451・452号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　北東部分を除き削平されているため，南北方向に2．8m，東西方向に3．1mほどで，方形あるいは長

方形と推定でき，主軸方向はN－100－Wである。

床　ほぼ平坦である。

竃　北壁に付設されており，袖部幅は65cmである。煙道部付近が第355号土坑に掘り込まれているため，確認で

きた焚口部から煙道部までは65cmである。袖部は砂質粘土で構築されており，火床面は床面とほぼ同じ高さで，

被熱により赤変している。
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寵土居解説
1　黒　　　色
2　黒　　　色

3　黒　　　色

4　黒　褐　色

ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子微量
ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土
ブロック微量
ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック
少量，炭化物微量
ロームブロック・炭化物・粘土ブロック少量，
焼土ブロック微量

5　黒　褐　色　　炭化物・粘土粒子微量

7　黒　褐　色

8　灰　褐　色

9　暗　褐　色

10　褐　　　色

11黒　褐　色
12　極暗褐色

6　黒　褐　色　粘土粒子中量，炭化物少量，焼土ブロック微量　　13　極暗褐色

焼土ブロック・炭化物・粘土ブロック少量，ロ
ームブロック微量
ローム粒子微量，焼土ブロック・炭化物微量
焼土ブロック・炭化物・粘土粒子・砂粒少量
粘土粒子中量，砂粒少量，焼土ブロック・炭化
物微量
ローム粒子・粘土粒子少量，焼土ブロック微量
焼土ブロック少量，炭化物・砂粒微量
焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化物微量

ピット　3か所。いずれも深さ10～35cmであるが，性格は不明である。

覆土　単一層である。覆土の大部分が削平されており，堆積状況は不明である。

土居解説
1　褐 色　　ローム粒子・壌土ブロック・炭化物少量

遺物出土状況　縄文土器片12点，土師器片41点（杯16，嚢・甑25）が出土している。縄文土器片は混入による

ものと考えられる。183，185をはじめ土師器片のほとんどは竃内からの出土である。

所見　時期は，須恵器が見られないことと竃内出土の土器から，10世紀後半と考えられる。

∈L I
l

l

l

［

l

l

l

jLl

悔。7
し、＿＿

／
ゝ≡≡妄二二プ

第91回　第18号住居跡・出土遺物実測図
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第18号住居跡出土遺物観察表（第91図）

番 号 種 別 券 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

183 土 師 器 杯 ［1 5 ．8］ 5．2 ［8 ．6 ］ 雲 母 ・赤色粒子 橙 普 通 底 部 回転 へ ラ 切 り後 穿 孔 火 床 面 30 ％

18 4 土 師 器 杯 ［1 4．0 コ （3．1） － 雲 母 にぷい黄橙 普 通 内 面 へ ラ磨 き 竜付近床面 20 ％

18 5 土 師 器 甑 ヵ ［3 6．2 ］ （8 ．5 ） － 石 英 ・長 石 明 赤 褐 普 通 休 部 外 面 へ ラ ナ デ 後 ナ デ 寵 内 下 層 5 ％

18 6 土 師 器 羽 釜 カ － （5 ．8 ） － 石 英 ・長 石 橙 普 通 内 面 ナ デ ， 羽 部 に指 頭 圧 痕 覆土 中 5 ％

第19号住居跡（第92・93図）

位置　調査区西部のD5j5区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　南東部を第1723号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長執2・8m，短軸2・5mの長方形で，主軸方向はN－900－Eである。壁高は約15cmで直立している。

床　ほぼ平坦で，中央部から各コーナー部に向かって広い範囲が踏み固められている。また，一部土坑に掘り

込まれている部分を除き，壁溝が確認されていることから，全周していたものと推測される。

竃　第1723号土坑の底面から焼土が確認されている。焼土の規模は径10cm，深さ3cmほどで皿状を呈している。

規模と形状から火床部と推定され，南東コーナー部に竃が付設されていた可能性がある。第1723号土坑に掘り

込まれているため，竃の規模と形状は不明である。

貯蔵穴　南壁際の中央やや西寄りに位置している。長軸60cm，短軸50cmの楕円形である。底面は平坦で，壁は

外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土居解説
1　暗　褐　色　　ロームブロック少量
2　褐　　　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック微量

覆土　6層からなり，ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

土居解説
1　暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　暗　褐　色　　焼土ブロック少量
3　極暗褐色　　ロームブロック少量

4　褐　　　色　　ロームプロッタ中量
5　黒　褐　色　　ローム粒子少量
6　黒　褐　色　　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片2点，土師器片48点（杯25，嚢23），須恵器片3点（杯2，嚢1）が出土している。

縄文土器片は人為堆積時の混入によるものと考えられる。土師器片のほとんどは覆土下層からの出土であるが，

「通子‾‾一一　一J‾
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細片が多い。土師器杯片には内面が黒色処理されたもの，内面に磨きが入っているもの，高台が剥離している

ものが見られる。187は貯蔵穴の底面から，188は貯蔵穴の覆土下層から斜位の状態で出土している。

所見　時期は，貯蔵穴内の土器から10世紀後半と考えられる。

第93回　第19号住居跡出土遺物実測図

第19号住居跡出土遺物観察表（第93図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

187 土 師 器 小皿 － （0．7） 4．9 赤色粒子 にぷい黄橙 普通 底部回転糸切 り 貯蔵穴底面 10％

188 土 師 器 高台付杯 （2．9） 赤色粒子 にぷい橙 普通

底部へラ切 り後ナデ，その後高

台貼 り付け，下端部回転へラ削

り，内面へラ磨き

貯蔵穴下層 20％

第20号住居跡（第94図）

位置　調査区西部のD5gO区に位置し，台地上の北側に立地している。

規模と形状　削平されているため，不明である。

床　削平されているため，状態は不明である。

竃　火床部の範囲のみ確認された。火床面は床面を10cmほど掘りくぼめており，被熱で赤変している。

寵土居解説

1　灰　褐　色
2　褐　　　色

3　灰　褐　色

r‾‾

モ　∴
1

1

1

B
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c l

I

l

l

ヽ．＿・－・－．・．－

ローム粒子・粘土粒子少量
ローム粒子中量
焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量，ロームブ
ロック微量
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4　暗　褐　色　　焼土ブロック・炭化物・粘土粒子少量，ローム
ブロック微量

5　暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量
6　灰　褐　色　　ローム粒子・焼土ブロック・粘土粒子・砂粒中量

0　　　　　　　　　　　　　　2m

1m

第94図　第20号住居跡・出土遺物実測図
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ピット　3か所。いずれも深さ10～20cmで，本跡に伴うかどうかも含め性格不明である。

覆土　削平されており，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片18点（杯10タ　婆8）が出土しているが，すべて細片である。

所鳳　時期は，火床面から出土した土器から平安時代と推測される。

第20号住居跡出土遺物観察表（第94図）

番号 種別 器種 ロ径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

189 十 師 器 林 － （0．6） ［6．0］ 雲母 にぷい黄橙 普通 底部回転へラ切 り 火床面 5 ％

第期常住贋跡（第95096図）

位置　調査区西部のE6C9区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　竃の煙道部付近を第32号住居に掘り込まれている。また，第2号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長卓絶6m，短軸3。3mの方形で，主軸方向はN－00である。壁高は10～30cmで東壁は直立し，他

の壁は外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，出入り口ピット付近から竃へ向かっての広い範囲が踏み固められている。また，壁港が全属

している。

竃　北壁中央部に付設されており，袖部幅は130cmである。袖部は砂質粘土で構築されている。煙道部の一部

をタ北側の第32号住居に掘り込まれているためタ確認できた焚口部から煙道部までは110cmである。火床面は床

面を8cmほど掘りくぼめており，被熱で赤愛している。煙道は火床面から外傾して立ち上がっている。

竃土層解説

1　暗　褐　色

2　にぷい黄褐色

3　暗　褐　色
4　褐　　　色

5　赤　褐　色

6　にぷい黄褐色

ピット　4か所。

ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量，
炭化物微量

粘土粒子中量，砂粒少量，焼士ブロック0炭化
粒子微量
ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量
粘土粒子多量，焼土ブロック少量，ロームブロ
ック・炭化粒子微量
焼土粒子多量，炭化材微量

7　暗赤褐色　　焼土ブロック・砂粒少乳　炭化粒子微量
8　極暗褐色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子微量
9　極暗褐色　　焼士ブロック少量，ロームブロック・炭化物の

粘土ブロック微量
10　にぷい黄褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土ブロック少量，

炭化粒子微量
11暗赤褐色　　粘土粒子多量，焼土粒子中量
12　暗　褐　色　　ローム粒子・粘土粒子少量

粘土粒子多量，焼土粒子中量，炭化材微量　　　13　暗赤褐色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量

P2，P3は深さがともに15cmで，配列から主柱穴と考えられる。また，P4の深さは15cm

で，南壁寄りの竃に向い合う位置にあることから出入り口施設に伴うピットと考えられる。Plは言性格不明

である。

澤土13層からなり，ロームブロックや焼土ブロック，炭化物を含んでいることから人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　極暗褐色
4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

8　黒　褐　色

U－ムブロック・焼十ブロック少量，炭化物・
粘土ブロック微量

ロームブロック少量，焼土ブロックe粘土ブロック微量
ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
ロームブロック中量

ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

9　黒　褐　色

10　暗　褐　色
11極暗褐色

12　暗　褐　色

13　暗　褐　色

ロームブロック少量，焼士ブロック・炭化物・
粘土ブロック微量

ロームブロック中量，焼土ブロック微量
ロームブロック・焼十ブロック・炭化物・粘十
ブロック少量

ロームブロック中量，焼士ブロック・粘土ブロ

ック少量，炭化物微量
ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物・
粘土ブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片13息　土師器片171点（杯24，婆147），須恵器片15点（杯13，嚢2），鉄製品1点

（釘），石器1点（砥石）が出土している。縄文土器片は人為堆積時の混入によるものと考えられる。全体的

に覆土下層からの遺物がほとんどである。193は竃内から出土している。191，192，196，Q44は壁際から斜位

の状態で出土している。
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所見　竃内の193は，本跡に伴うものと考えられる。191，192，196は，壁際覆土下層からの出土であり，壁上

から転落した土器とも考えられ，本跡に伴う可能性がある。時期は，出土土器から8世紀後葉から9世紀前葉

と考えられる。

④

」し50．4m

軍妄：；ヲ
／つ

ク；9。

ロウ
Cb

CCI
CD

寸

≡
C，

0　　　　　　　　　　　　　2m
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第95図　第30号住居跡・出土遺物実測図



第賎図　第潮音住居跡出土遺物実測図

．、、、′　′　　′、　　＿一女∴1さ′′こ　ノ∴　，‖

酎り　種別　巨媚車瑠 離車摘i 胎土r　「鯛 焼成 手法の特徴 出土位置i 備考

欄極意可 杯恒融 目せ可　 長石　　　 灰黄 普通ナデ 覆土車　庫％翫新車

19車 恵器回 はゆ扇叡車 中 羞 i 灰
普通底部一方向へのヘラ削り，下端

部手持ちへラ削り

票慧港内匿 Z警部へラ審

192 ．須恵器高台付林　－
く小 棒 ・ 巨

普通底部回転へラ切り後高台貼り付け東壁港内30％
下層

拍車 師器　婆恒8 摘05巨や　恒 の赤色粒子　明赤褐 普通休部外面へラ削り後ナデ 竃内下層巨の％

拍車 師器　婆桓扇摘調！ 匝英な雲母　 明赤褐 普通目線部種‘ナデ 穫土中　巨％

可 土師器轟 回 小 棒 石　 匡尋
普通i体部げ芦下端部へラ削り i

若慧構内i60％　 PL47

番可　酬 1 鋸つ　 隔日　 摩逐　日瞳 i棚 i＋　 考吾＋ 徴 出土位置！ 備考

M4　釘 i 摘　恒05　恒ヰ5 i持の鶉　 鉄　 角銑両端部欠損 ㌘3付近床面！

∴）、主　。、’A　∵∴′、てl

．　ェ　．・l′一＼ぺ　　　　′′ノ　ノ：1、′　く　　′∴　　　、＿　　′′　　　　　　一、　′　、！．

：′・二二ア　∴：、′∴　　′　ソ　∴′ノ′　　’′、　∴　　一　　′；主．・・・、′一　　′　′了．　′ノ　′′、ノ、　′ノ

バ一　つ㍉　．、　　　：・・′∵、′　　′　三　　　一　ノ．、．、一、＼　－　し′・′．．′′　　　一　ハ　ノ；＿㌧．・・　ノ′　′ノ、’

して立ち上がっている。

．、　　　′．　　　　′・ニ　　・′・ノ　　　′　′′　′　　、′′．・　　′．　一′　　一　つ・／、．　／′

竃　北壁中央部に付設されている。規模は磯部幅が緋cmで　煙道部付近が削平されているため　確認で　た楽

日部から煙道部までは長大で85cl11である。袖部は砂質粘土で構築されている。火床面は床面をわずかに掘りく

′、′ノ　′′．予・′′　∴　　　　′′　　二∴J、′、、／・ノ．′　　　‾‾　．／一　′　一一　／、．

寵土層解説
1　黒　褐　色　　ロームブUッケ・粘十ブロック少量，焼日章　　　2　暗赤褐色　　焼十粒子・粘十粒子少量

千・砂粒微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　暗赤褐色　　ロームブロック少量，粘十粒千微量

ノ　　　　つ．　　、　　′　　′、、′、．　　　　　　　‥　　’′　、′、‥‘　－　　′　‾　′：　　．．∴　　一′．了　′

ビットと考えられる．
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ピット土居解説
1黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量

覆土　8層からなり，ロームブロック，焼土ブロック，炭化物を含んでいることから人為堆積と考えられる。

土居解説
1　黒　　　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色
4　暗　褐　色

④）

焼土ブロック・粘土粒子少量，ロームブロック微量
ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物
粘土粒子・砂粒微量
ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
焼土ブロック少量，粘土ブロック微量

七。陸

第97図　第32号住居跡：・出土遺物実測図

5　黒　褐　色

6　極暗褐色
7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

」L50．6m

8　　　7

砂粒少量，焼土ブロック・ロームブロック微量
ロームブロック少量，炭化物微量
ロームブロック少量
ローム粒子少量

1

一一二－－・l一十∵－ニーノー
6

197198　　199　200

3　　　　　0　　　　　　　　　　　　　1m
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遺物出土状況　縄文土器片36点，弥生土器片ユ点，土師器片242点（杯2玩　嚢封の　須恵器片　点　種1聾

の　灰粕陶器片し蕪が出土している。縄文土器片，弥生土器片は人為堆積時の混入によるものと考えられる。

婆射ま竃から出土しているものが多い。19艶割はそれぞれ破片が焚口付近に密集しておりタ土庄によりつぶ

された状態で出土している。198は床面から逆位でつぶされた状態で出土している。197は床面からの出土であ

るが小片が離れた位置から出土してお軋　廃絶時に投棄された可能性がある。

所見　時期は，出土土器から9世紀後葉と考えられる。

第32号住居跡出土遺物観察表（第97回）

番号 種 別 器種 日経 器 高 底径 胎　 士 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出士位置 備　 考

19 7 士 師 器 林 1 3．8 4。8 6．9 長石 ・雲母 にぷい黄褐 普通
底 部回転 へ ラ切 り後 ナデ，下端

部 回転 へ ラ削 り
東側床面 80 ％　　　　 P L 4 7

19 8 士 師 器 杯 は．3 3．9 5．9 石英 ・長石 にぷい赤褐 普通 底部 ナデ，下端部回転へ ラ削 り 西側下層 95％　　　　 P L 着’

199 士 師 器 婆 18．5 3 2。6 7．3 石英 ・長石 明赤褐 普通
休部外面縦 方向へ ラ削 り後ナデ，

日録部横 ナデ
竃焚口付近 90％　　　　 P L 着’

2 00 士 帥 器 婆 ［2仕6］ （3工2） －

石 英 ・長石 ・

雲 母
にぷい赤褐 普通 体部外面へラ削り，内面 へラナデ 竃焚日付近 40％

第鋼考健腰跡（第98図）

位置　調査区西部のE6a5区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第28号住居跡の南西コーナー部を掘り込んでいる。第50号土坑に北西コーナー部をタ　第52号土坑に

西壁を掘り込まれている。

規模と形状　長軸。m　短軸。mの長方形で　室劫方向はN…　0－Eである。壁高はいずれも23cm程度でタ

ほぼ直立している。

床　おおむね平坦で，床のほぼ全面が踏み固められている。また，壁清が全周している。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は袖部幅が8娠mで　焚口部から煙道部まで95cmである。袖部は地山を

掘りのこし，その上に砂質粘土で構築されている。火床面は床面とほぼ同じ高さで，被熱で赤愛している。煙

道は火床面から外傾して立ち上がっている。土層は摘層からなり，第温～5層が竃内の覆土夕　第6～14層が袖

部の土層である。

竃土層解説
1

2

3

暗
黒
黒

赤褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量
褐　色　　ローム粒子も焼土ブロック微量
褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子e炭化粒子の粘土粒

子微量

8　黒　褐　色　　砂粒少量，焼士粒子微量
9　灰黄褐色　　粘土粒子多量，砂粒の小礫微量
10　黒　褐　色　　ロー一一ムブロック・焼十プロ、ソク・粘十粒J’・・砂

粒・小礫少量
4　極暗赤褐色　　ローム粒子の焼土ブロック少量　炭化粒子微量　　　は　暗　褐　色　　ロームブロックを焼土粒子の砂粒少量
5　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土拉千・歳化粒了‥粘十粒千微量　　12　暗赤褐色
6　暗赤褐色　　ローム粒ナ・焼十ブロック少量，炭化粒千・粘　　1こう　黒　褐　色

土ブロック微量　　　　　　　　　　　　　　　　14　黒　褐　色
7　吠黄褐色　　小礫中量，焼上ブU、ソケ・砂粒少量

ロームブロック・砂粒少量，焼士ブロック微量
ロームブロック・焼士ブロック少量，炭化物微量
ロームブロック・小礫少量

ピット　2か所。㌘鼠タ　P2とも深さは約2娠mである。㌘2は南壁寄りの竃に向かい合う位置にあることからタ

出入り口施設に伴うピットと考えられる。㌘且については性格不明である。

穫土　用層からなりタ　ロームブロックを多く含み，不規則な堆積状況を示していることから人為堆積と考えら

れる。

土層解説

1黒　褐　色　　ローム粒子e鹿沼パミスブロック少量，焼土粒子微量

2　極暗褐色　　ロームブロック中量，炭化物微量
3　黒　褐　色　　鹿沼パミスブロック少量，ロームブロック微量
4　里　　　色　　ロームブロック少量，鹿沼パミスブロック微量
5　暗　褐　色　　ロームブロック少量
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6　暗　褐　色

7　暗　褐　色
8　暗　褐　色
9　黒　褐　色

10　黒　褐　色

ロームブロック中量

ローム粒千中量
U一一ムブU、ノク・鹿沼バミスブUック少量

ローム粒子少量
ロームブロック少量



遺物出土状況　土師器片51点（杯5，嚢46），須恵器片8点（杯7，蓋1）が出土している。201は北壁東コー

ナー付近の床面から正位の状態で出土している。202は右袖の先端から斜位で出土している。203は北壁際竃の

左袖付近の壁溝上から横位で出土している。

所見　時期は，出土土器から8世紀中葉と考えられる。

④

第98回　第34号住居跡・出土遺物実測図

第34号住居跡出土遺物観察表（第98図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

20 1 須 恵 器 坤こ ［13．7］ 4．4 9 ．5 石 英 ・雲 母 灰 自 普 通
底 部 回 転 へ ラ切 り後 ， 周 縁 手 持

ちへ ラ 削 り

北 壁 付 近

床 面
70％　　　　 P L 4 7

20 2 須 恵 器 蓋 1 6．1 2 ．0 － 石 英 ・雲 母 灰 普 通 天 井 部 回転 へ ラ 削 り 竃右袖下層 80％　 刻 書　 P L 4 7

20 3 土 師 器 嚢 ［17．0］ （6．0） － 長 石 にぷ い褐 普 通 内 面 へ ラ ナ デ 北 壁 港 内 10％

ー10－1－・



第46号住居跡（第99・100図）

位置　調査区西部のD5b2区に位置し，台地上の北側に立地している。

重複関係　北壁中央部を第145号土坑に，北東コーナー部を第136号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．8m，短軸3．1mの長方形で，主軸方向はN－90。－Eである。壁高は10～20cmでほぼ外傾し

て立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部から東西方向にかけて踏み固められている。壁溝は，北壁，西壁，南壁の一部で確認

された。

竃　東壁中央部に付設されている。削平されており，袖の一部分しか確認できないため規模は不明である。袖

は砂質粘土で構成され，火床面は床面とほぼ同じ高さで被熱により赤変している。煙道は火床面から外傾して

立ち上がっている。

寵土居解説
1黒　褐　色　　焼土粒子少量，ローム粒子微量　　　　　　　　　5　暗赤褐色　　焼土ブロック・粘土ブロック少量
2　黒　褐　色　　ローム粒rト焼土粒子・粘土粒子少量　　　　　　6　暗赤褐色　　焼土ブロック中量，ロームブロック少量
3　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量　　　7　にぷい黄褐色　　ロームブロック少量，ロームブロック微量
4　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土ブロック少量，粘土ブロック微量　　　8　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子少量

ピット　5か所。深さは10～40cmで性格は不明である。

貯蔵穴　南東コーナー部に位置し，深さは25cmである。底部は平坦で直立して立ち上がっている。

貯蔵穴土居解説
1　黒　　　色　　ロームブロック・粘土ブロック微量
2　黒　　　色　　ローム粒子少量

3　黒　褐　色　　ロームブロック少量

覆土　8層からなり，ロームブロックを多量に含んでいることから人為堆積と考えられる。

（か

可　　　可

三二＿＿＿土毎7－‾‾
4

第99図　第46号住居跡実測図
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土居解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック少量
2　黒　　　色　　ロームブロック微量
3　黒　褐　色　　焼土ブロック少量，ロームブロック微量
4　褐　灰　色　　ロームブロック少量

5　暗　褐　色　　ロームブロック少量
6　褐　　　色　　ロームブロック多量
7　暗　褐　色　　ロームブロック中量
8　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土ブロック・粘土ブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片3点，土師器片90点（杯26，嚢糾），須恵器片4点（杯2，嚢2）が出土している。

縄文土器片は人為堆積時の混入によるものと考えられる。206は貯蔵穴内から逆位で出土している。

所見　時期は，出土土器から9世紀前半と考えられる。

「l－‖‾

第100回　第46号住居跡出土遺物実測図

第46号住居跡出土遺物観察表（第100図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

204 土 師 器 杯 ［14．0］ （3．2） － 赤色粒子 褐灰 普通 内面へラ磨 き 覆土中 5 ％

205 土 師 器 杯 ［14．0］ （3．1） －
雲母 にぷい橙 普通 内面へラ磨き 覆土中 5 ％

206 土 師 器 高台付妬 － （2．8） 8．1 雲母 にぷい橙 普通 底部回転へラ切り後高台貼り付け 貯蔵大内 40％

第47号住居跡（第101図）

位置　調査区西部のD5b4区に位置し，台地上の北側に立地している。

重複関係　南西コーナー部を第146号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸2．8m，短軸2．5mの長方形で，主軸方向はN－930－Eである。壁高は2cm前後である。

床　ほぼ平坦で，中央部から竃へかけて踏み固められている。また，壁溝が全周している。

竃　東壁中央部に付設されている。規模は袖部幅が85cmで，焚口部から煙道部までは80cmである。袖部は砂質

粘土で構築されている。火床面は床面を少し掘りくぼめた部分を使用し，被熱で赤変している。煙道は火床面

から外傾して立ち上がっている。

寵土居解説
1　黒　褐　色　　焼土ブロック少量，ロームブロック・粘土粒子微量
2　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土ブロック少量，粘土粒子・砂粒微量

3　褐　　　色　　ローム粒子中量，焼土ブロック・粘土粒子微量

ピット　6か所。P6は約30cmの深さであるが，Pl～P5はいずれも10cm前後である。P5は西壁寄りの竃

に向い合う位置にあることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P5以外のピットについては性格

不明である。また，本跡周辺に小ピットが点在しており壁外の補助柱穴の可能性があるが，配列等の確認はで

きなかった。

覆土　単一層のため堆積状況は不明である。

土居解説
1　黒　　　色　　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片43点（杯24，嚢19），須恵器片2点（杯，嚢）が出土している。須恵器片が出土してい

るが細片であり，混入の可能性がある。覆土が薄いため出土の層位は判断できないが，細片がほとんどである。

209は床面から逆位の状態で出土している。210の細片はすべて竃の右袖部から出土している。

所見　時期は，東竃であることや出土土器から10世紀後半と考えられる。
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第101図　第47号住居跡・出土遺物実測図

第47号住居跡出土遣物観察表（第101図）

＼二二上⊂＝盈9

0　　　　　　　　　　　10cm

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

207 土 師 器 杯 ［13．1］（3．6） － 雲母・赤色粒了・にぷい黄橙 普通 内面磨き後ナデ 覆土中 20％

208 土 師 器 杯 ［14．6］（3．5） － 雲母 にぷい黄橙 普通 内面へラ磨き 覆土中 10％

209 土 師 器 杯 （1．6） ［7．4］
長石 ・雲母 ・

赤色粒子
にぷい黄橙 普通 底部回転糸切り，内面へラ磨き

P 4 付近

床面
10％

210 土 師 器 要 ［25．0］（7．0） 長石 にぷい褐 普通 内面へラナデ 竜右袖下層 10％

第48号住居跡（第102・103図）

位置　調査区東部のFlOiO区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　南側が調査区域外となっており，規模は長軸が5．6m，短軸が2．7mしか確認することができなか

った。形状は方形または長方形で，主軸方向はN－100－Wである。壁高は12～28cmでほぼ直立しているが，北

壁の竃から東側は壁が残存しておらず，地山が北から南へなだらかなスロープ状を呈している。

床　おおむね平坦で，ほぼ全面が硬化している。また北壁寄りに焼土塊が確認された。

竃　北壁中央部に付設されている。上層部が削平されているため，規模は不明である。火床部付近の広い範囲

が赤変硬化している。
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竃土居解説
1　黒　褐　色

2　極暗褐色
3　黒　褐　色

焼土ブロック・炭化物少量，ロームブロック微量
ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土
ブロック少量
ロームブロック・焼土ブロック少量，粘土ブロ
ック微量

ピット　1か所。深さ20cmで中央やや東寄りの部分に位置し，性格は不明である。

覆土　9層からなり，ロームブロックや焼土ブロックを多く含んでいることから人為堆積と考えられる。

土居解説
1黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
2　黒　褐　色　　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
3　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
4　暗　褐　色　　ロームブロック中量
5　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

6　黒　褐　色
7　黒　褐　色

8　褐　　　色
9　褐　　　色

ロームブロック少量，炭化物微量
ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック少量
焼土粒子中量，ロームブロック・炭化物少量

遺物出土状況　縄文土器片236点，土師器片88点（杯60，嚢28），須恵器片8点（杯2，嚢6），鉄製品12点（鉄）

が出土している。縄文土器片が多量に出土しているが，本区には縄文期の遺構が比較的多く，本跡が南に低く

なる斜面部の南端に立地していることなどから，埋没過程での混入と考えられる。鉄製品はすべて中央やや東

寄りの位置の床面から出土している。222は焚口付近から押しつぶされた状態で出土している。218，220は火

床部の右袖に近い部分からともに逆位で出土している。212は火床部の左袖に近い部分から逆位で，213，216は

正位で出土している。焚口部付近から礫が数点出土している。これらの礫は平らな面を上に向けている。

所見　竃内から出土した遺物はすべて被熟し，煤や焼土が付着している。鉄製品が多量に出土していることは，

それらを所持し得た階層の住居であったことをうかがわせる。時期は，出土土器に足高高台付杯や小皿がある

ことから，10世紀後葉から11世紀前葉と考えられる。
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第102図　第48号住居跡実測図
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第48号住居跡出土遺物観察表（第103図）

∈＝⊆⊇ク22。

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

2 1 1 土 師 器 杯
－ （1．8） 5．8 雲 母 明 赤褐 普 通 底 部 内面 にパ ケ 目，底 部 に工 具 痕 覆土 中 2 0％

2 12 土 師 器
足 高 高

台 付 杯
1 5．3 6．3 8．9 長 石 ・雲 母 に ぷ い 橙 普 通 底 部 回 転 へ ラ切 り後 高 台 貼 り付 け 火 床 部 9 5％　　　　 P L 4 8

2 13 土 師 器 高台付杯 ［14．8］ 5．5 6．8
石 英 ・長 石 ・

雲 母
にぷい黄橙 普 通 底 部 高 台貼 り付 け 竃 内 中層 40％

2 14 土 師 器 高台付杯 （4．3） 7．0
石 英 ・長 石 ・

雲 母
にぷ い橙 普 通

底 部 多 方 向 へ へ ラ 削 り後 高 台 貼

り付 け， 下 端 部 回 転 へ ラ 削 り
南 側 下 層 60％

2 15 土 師 器 高台付杯 － （2．9） － 雲 母 褐 灰 普 通 底 部 回転 へ ラ切 り後 高 台 貼 り付 け 北 側 上 層 2 0％

2 16 土 師 器 高台付杯
－ （2．0） 9．2 雲 母 ・赤色粒子 にぷい黄橙 普 通 底 部 へ ラ切 り後 高 台 貼 り付 け 竃 内 中 層 15％
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番号　　 種別 器種 「l葎 器高 底径 胎　 士 色調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位置 i 備 考

217　 土 師 器 小皿 10」 2．4 5．1
石英 ・長石 ・

雲母
明 赤褐 普通 底 部回転 糸切 り

穫土 中 0％　 P L 48

2 18 恒 市 器
小皿 9．7 2．3 5．7 雲母 ・石 英 にぷい橙 普通 底部 回転 へ ラ切 り 竃 内欄 恒 0％　 P L 48

2 19　 土 師 器 小皿 8．7 2．1 5。4
石英 ・長 石 ・

霊母 ・赤色粒子
にぷい褐 普通 底部 回転 糸切 り

覆土 中 0％　 PL 4 8

22中 綿 器
小皿 9．1 2．1 6．1 石 英 ・長石 にぷい赤褐 普通 底部 回転糸切 り 火床面 ilO O％　 P L 4 8

2 2 1 十 師 器 小皿 8．0 2．0 4。9
石英 ・長 石 ・

雲 母
にぷ い橙 普 通 底部回転糸切 り

覆土中 00％　 P L 4 8

2 22　 土 師 器 婆 白2．3］ 11．7 7．5 霊母 ・赤色粒子 橙 普通
体部外 商へ ラ削 り後 ナデ，内面

′＼ラナデ

火床商 ！70％　 P L 48

番号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重量 材 質 特　　　　　 徴 出士 位置 備　 考

M 5 鍍 （13」） － 0．3 （33．9） 鉄 柳 葉式，力身 ・基部 に木質付着 P l 南側床面 PL （う1

M Lう 鉄 17」 1。8 0．6 33．6 鉄 柳 葉式 P l 南側床面 PL 61

M 7 鉱 （12．6） 1．7 0．2 （29．1） 鉄 柳 葉式，茎部 欠損 P l 南側床面 P L （う1

M 8 鉄 （7．3） 1．7 0．2 （21．1） 鉄 粘土 の砂粒 の付着が激 しい P l 南側床面 鉄身 ヵ

M 9 鉄 （10．1） L 6 0」 （23．2） 鉄 柳薬式 ヵ P l 南 側床面 P L ＝

M H 鉄 （圭9） 1．0 仕7 （4。2） 鉄 茎部 に木 質付 着 P l 南側 床面

第翫号健腰妙（第糀略図）

位置　調査区西部のE a区に位置し　台地上の南側に立地している。

重複関係　北西コーナー部を第現0号土坑に，南東コーナー部を第4号地下式壕に掘り込まれている。

六二′六rJ右ノ、」、。・い：ニ）∴、‖一帖二、′∴、の⊥こノJJ・∴，．甲ノノ！・．言、）　ノ、′・′ノ′、ノ・、．－′⊥ノ；∴、．．　．∴　′

している。

床　おおむね平坦でタ　壁溝は全周していたものと推測される。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は袖部幅が95cmで，焚口部から煙道部までほ粥cmである。袖部は一部

分のみ確認されタ　残存部分は砂質粘土で構築されている。火床面は床面とほぼ同じ高さで，煙道は火床面から

外傾して立ち上がっている。

竃土層解説
1　黒　褐　色
2　暗　褐　色

3　極暗褐色
4　暗赤褐色
5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　黒　褐　色

ロームブロック・焼土粒子少量，粘土ブロック微量
ロームブロック・粘土粒子少量，焼土ブロッ
クe炭化物微量
ロームブロック・焼士粒子・粘十粒子少量
焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化物微量
粘土粒子少量，焼土ブロック微量
焼土粒子e粘土ブロック少量
ロームブロック少量，ロームブロック微量

9　暗　褐　色
10　黒　褐　色
11極暗褐色
12　灰　褐　色
13　暗赤褐色
14　黄　褐　色
15　にぷい黄褐色
16　灰　褐　色

焼上ブU、ノク少量

ロームブロックe焼土ブロックの粘土粒子少量

粘土粒子中量，ロームブロック少量，炭化物微量
粘士粒千中量，焼土ブロック微量
焼土粒子中量

ロームブロック中晶，焼十ブロック・炭化物少量

U－ムブロック中量，焼十ブロック微量
ロームブロック中量，炭化物微量

8　赤　褐　色　　焼土粒子多量，粘土粒子少量

ピット　確認されなかった。

覆土　5層からなり，ロームブロックを多く含んでいることから人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・小礫微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロックe粘土粒子少量
3　黒　褐　色　　ロームブロック・粘土粒子少量，焼土ブロック微量

4－　黒　褐　色　　ロームブロック中量，焼十ブロック少量
5　褐　　　色　　ロームブロック少量

遺物出立状況　縄文土器片1点夕　土師器片は点　埠18，婆92），須恵器片10点（杯且，嚢の壷9），陶器片l点

（常滑棄），鉄製品1点（鍍）が出土している。縄文土器片や陶器片は流れ込みや混入によるものと考えられる。

227は細片の集まりで竃内の覆土下層から出土している。226は竃南側の覆土下層から細片となって出土してい

る。223，224は覆土中から出土している。

所見　時期は，竃内の出土土器から9世紀後半と考えられる。
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第55号住居跡出土遺物観察表（第104図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

2 23 土 師 器 高台付杯 － （2．0） － 雲 母 に ぷ い橙 普 通 底 部 回転 へ ラ切 り後 高 台 貼 り付 け 覆 土 中 30％

2 24 須 恵 器 高台付杯 （1．8） 長 石 暗 灰 黄 普 通
底 部 回 転 へ ラ切 り後 周 縁 ナ デ後

高 台 貼 り付 け
覆 土 中

20％

底 部 刻 書 「／ 」

2 25 須 恵 器 雲E － （5．4） ［6．1］ 長 石 褐 灰 良 好 下 端 部 手持 ち へ ラ削 り 覆 土 中 5 ％ 外面一部 自然粕

2 26 土 師 器 要 ［18．9］ （2 7 ．1） － 雲 母 にぷ い橙 普 通 体 部 下 端 部 へ ラ ナ デ 竃南側下層 3 0％

22 7 土 師 器 整 【18．1］ （5．8） －

石 英 ・長 石 ・

小 礫
にぷい黄褐 普 通 体 部 内 ・外 面 ナ デ 竃 内 下 層 5 ％

番 号 種 別 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材 質 特　　　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

M 15 鉄 （7．2） （2．8） 0．6 （14 ．2） 鉄 長 三 角形 式 ， 茎 部 欠 損 竃 南側 中 層 P L 6 1

第59号住居跡（第105・106図）

位置　調査区西部のD5d6区に位置し，台地上の北側に立地している。

重複関係　第117・119号土坑，第7号ピット群のピットに掘り込まれていたものと推測される。

規模と形状　西側が削平されており東西方向の規模は不明であるが，南北方向は硬化面の広がりから4．1mま

で確認され，方形または長方形と推測される。主軸方向はN－900－Eである。

床　おおむね平坦で，東側の広い範囲が踏み固められている。

竃　東壁中央部に付設されている。規模は，袖部幅が約70cmで，焚口部から煙道部までは105cmである。袖部は

砂質粘土で構築されている。火床部は床面を10cmほど掘りくぼめており，火床面が被熱で赤変硬化している。

また，煙道は火床面から外傾して立ち上がり，その後直立している。

竜土居解説
1　暗赤褐色
2　暗赤褐色
3　極暗赤褐色
4　暗赤褐色
5　黒　褐　色

6　暗赤褐色
7　極暗赤褐色

④［′

ロームブロック・焼土ブロック少量
焼土粒子多量，ローム粒子少量
ローム粒子・焼土粒子少量
焼土粒子多量，ロームブロック少量
ローム粒子・焼土粒子微量
焼土粒子多量，ローム粒子微量
ローム粒子中量，焼土ブロック少量
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第105図　第59号住居跡実測図
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8　極暗赤褐色
9　暗　褐　色

10　灰黄褐色

11黒　褐　色
12　黒　褐　色

焼土粒子中量，ローム粒子少量
焼土ブロック少量，炭化物微量
ローム粒子・焼土ブロック・炭化物・粘土粒子
少量，砂粒微量
焼土ブロック・炭化物微量
焼土ブロック多量，炭化物・粘土粒子微量

、・・、㍉－・＿

0　　　　　　　　　　　　　　2m



ピット　確認されなかった。

覆土　削平されているため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片30点（杯8，嚢22），須恵器片1点（杯）が出土している。出土遺物のほとんどは竃内

からのものである。228は左袖部の外側から逆位で出土している。229は，焚口部で口綾部から体部にかけての

部分を外向きの状態で，右袖部からは体部片が出土している。

所見　時期は，竃内の出土土器から10世紀前半と考えられる。

第106図　第59号住居跡出土遺物実測図

第59号住居跡出土遺物観察表（第106図）

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

22 8 土 肺 器 高台付杯 ［15．2］ （6．9） － 雲 母 ・赤色粒 子 橙 普 通 底 部 高 台 貼 り付 け，内 面 へ ラ磨 き 亀北側上層 4 0％

22 9 土 師 器 要 ［20．2］ （7．9） － 石 英 ・長 石 に ぷ い 褐 普 通 口 綾 部 横 ナ デ ， 内 面へ ラ ナ デ 奄 内下 層 5 ％

第60号住居跡（第107図）

位置　調査区西部のD6g7区に位置し，台地上の北側に立地している。

重複関係　第72号住居跡を掘り込んでいる。北側を第15号溝に掘り込まれている。

規模と形状　北側が溝に掘り込まれており，さらに南側は調査区域外となっているため，規模は東西軸で3．2m，

南北軸は1．2mしか確認できなかった。形状は方形または長方形と考えられる。主軸方向はN－00である。

壁高は30cm程度でほぼ直立している。

床　おおむね平坦で，確認できる床面の中央部が踏み固められている。また，東側と西側に壁溝が確認された。

竃　規模は不明であるが，北壁中央部に焼土や粘土が確認されており，この部分に竃が付設されていたものと

考えられる。

ピット　5か所。壁港内のPl～P4はそれぞれ対応しており，径は20cm前後で，深さ10～25cmであることか

ら，壁溝に掘られた柱穴と考えられる。P5については性格不明である。

覆土10層からなり，ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。また，第3～5層は竃の覆

土に相当するものと考えられる。

土居解説

1黒　　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック微量　　　　　6　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
2　黒　　　色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック微量　　　　7　黒　褐　色　　ロームブロック少量
3　黒　褐　色　　焼土ブロック少量，ロームブロック・粘土ブロック微量　　　8　暗　褐　色　　ロームブロック中量

4　時赤褐色　焼土ブロック中量，粘土ブロック微量　　　　　　9　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
5　灰　褐　色　　焼土ブロック・粘土ブロック少量，ロームブロック微量　　10　暗　褐　色　　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片8点，土師器片30点（杯5，襲25），須恵器片3点（杯）が出土している。縄文土器

片は人為堆積時の混入によるものと考えられる。230はほぼ完形で床面から正位の状態で出土しており，本跡

に伴うものと考えられる。231は覆土中から，232は覆土中層から出土しており，埋め戻しの際の混入の可能性
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がある。

所見　時期は，出土土器から9世紀前半と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　2m

第107図　第60号住居跡・出土遺物実測図

第60号住居跡出土遺物観察表（第107図）

番 号 種 別 器種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

23 0 須 恵 器 坤こ 13 ．3 4 ．9 7 ．3
石 英 ・長 石 ・

雲 母
褐 灰 普 通

底 部 回 転 糸 切 り後 周 縁 部 回 転 へ

ラ削 り
竃付 近床面 9 5 ％　　　　 P L 48

23 1 須 恵 器 杯 ［12 ．8］ （4．4） 石 英 ・長 石 灰 普 通 下 端 部 手持 ち へ ラ削 り 覆 土 中 5 ％

2 32 土 師 器 襲
－

（7．0） 7．8 石 英 ・長 石 にぷ い褐 普 通 内 面 へ ラ ナ デ 竃付近中層 10 ％

第64号住居跡（第108図）

位置　調査区西部のD5eO区に位置し，台地上の北側に立地している。

規模と形状　長軸，短軸とも3m弱のほぼ方形で，主軸方向はN－30－Eである。壁高は東壁の高い部分で3

cm程度である。

床　おおむね平坦で，中央部から東壁にかけて踏み固められている。

竃　袖部が削平されており規模は不明であるが，火床部が北壁中央部に確認された。火床面は床面を多少掘り

くぼめており，被熱で赤変している。
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撞土居解説
1　黒　褐　色　　炭化物多量，焼土粒子少量
2　赤　褐　色　　焼土ブロック多量

ピット　2か所。Plは北東コーナー部に位置しており，深さ25cm程度である。底部は皿状を呈しており，壁

は外傾して立ち上がっている。P2は南西コーナー部に位置しており，深さ35cm程度である。底部は平坦で壁

は外傾して立ち上がっている。Pl，P2とも性格は不明である。

覆土　北西部分を中心に覆土のほとんどが削平されており，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　縄文土器片2点，土師器片10点（杯2，嚢8），須恵器片13点（甑）が出土している。ほとんど

が細片で北東部の床面付近から出土している。233は東壁際の床面から出土している。また，須恵器片のほと

んどは233と同一個体である。

所見　時期は，233などの床面からの出土土器から判断して，9世紀後半と考えられる。

／

／　　　　‾J　／

l

A I

l

第108図　第64号住居跡・出土遺物実測図

第64号住居跡出土遺物観察表（第108図）

0　　　　　　　　　　　　　　1m

0　　　　　　　5cm

l　　；　！

番号種別器種口径器高底径 胎　土 色調焼成 手法の特徴 出土位置 備　考

233須恵器甑［17．4］（14．7）－石英・長石 貴灰普通ロタロナデ 東壁付近
床面

10％

第67号住居跡（第109・110図）

位置　調査区西部のD6f4区に位置し，台地上の北側に立地している。

重複関係　第375号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　削平されているため，南北方向は3．1m，東西方向は0．5mしか確認されなかった。主軸方向はN

－830－Eである。
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床　竃のすぐ西側が床面と考えられる。床の状況は不明である。東壁に沿って竃の北側と南側に一部くぼみが

確認されており，壁溝の可能性がある。

竃　東壁中央部に付設されている。規模は袖部幅が85cm，焚口部から煙道部までが120cmである。袖部は砂質

粘土で構築されている。火床部は床面と同じ高さで，火床面が被熱で赤変している。煙道は，火床面から外傾

して立ち上がっている。

寵土居解説
1灰黄褐色　　焼土ブロック・炭化物・粘土ブロック少量
2　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量
3　にぷい赤褐色　　焼土粒子多量，粘土粒子・砂粒少量
4　暗赤褐色　　焼土ブロック多量，粘土粒子微量

7　暗赤褐色　　焼土ブロック・炭化物・粘土粒子少量，砂粒微量
8　暗赤褐色　　焼土粒子・粘土粒子少量，炭化物微量
9　赤　黒　色　　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化物

粘土ブロック・砂粒微量
5　暗赤褐色　　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量，炭化物微量　　10　暗赤灰色　　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量，炭化物微量
6　黒　褐　色　　焼土粒子・粘土粒子少量

ピット　6か所。深さはP4が40cm，他は20cm程度であるが，床面が削平されているため本跡に伴うものかど

うかは不明である。

覆土　竃以外の覆土は削平されており，堆積状況は不明である。
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」し50．4m
237236

1　3

第109図　第67号住居跡実測図
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遺物出土状況　縄文土器片2点，土師器片58点（杯15，嚢・甑43），須恵器片1点（杯）が出土している。縄文

土器片や須恵器片は流れ込みや混入によるものと考えられる。遺物はすべて竃と北東コーナー部から確認され

た。237は東壁港内から横位で出土している。他は竃からで，234は右袖部の内側から斜位で，235は横位で，

236は右袖から火床部にかけての部分から，土庄により押しつぶされた状態で出土している。

所見　時期は，竃内出土の土器から10世紀中葉と考えられる。

第110図　第67号住居跡出土遺物実測図

第67号住居跡出土遺物観察表（第110図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

234 須 恵 器 杯 － （1．1） 石英 ・長石 黄灰 普通 底部回転へラ切 り後ナデ
竃右袖部

下層

5 ％

底部刻書 「×」

235 土 師 器 高台付杯 （5．4） ［7．7］
長石 ・雲母 ・

赤色粒子
にぷい黄褐 普通 高台貼 り付け，内面へラ磨 き 火床部 20％

236 土 師 器 嚢 ［17．7］（19．6） － 石英 ・長石 にぷい赤褐 普通 休部外面ナデ，口綾部横ナデ 火床部 30％

237 土 師 器 甑カ ［20．4］（7．4） －

石英 ・長石 ・

雲母
灰黄褐 普通 口綾部横ナデ 東壁溝下層 5 ％

第68号住居跡（第111・112図）

位置　調査区西部のD6d5区に位置し，台地上の北側に立地している。

重複関係　第87号住居跡を掘り込んで，第862号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　覆土のほとんどが削平されているため，規模は東西方向，南北方向とも2．1mまでしか確認されな

かった。主軸方向はN－60－Wである。壁高は11cmで，外傾して立ち上がっている。

床　竃から南方向へ向かって踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。削平されているため規模は不明であるが，火床部は床面とほぼ同じ高さで，

火床面が被熱で赤変している。

寵土居解説

1　黒　　　色
2　暗　褐　色

ロームブロック中量，焼土ブロック少量
ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量
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3　暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック中量
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第111図　第68・87号住居跡実測図
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ピット　確認されなかった。

覆土　4層からなるが，覆土が薄く堆積状況は不明である。

∈∃⊆亥。9

0　　　　　　　5cm

Lと　＿さ

第112図　第68号住居跡出土遺物
実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

0　　　　　　　　　　　　　1m

土居解説
1　黒　　　色　　ロームブロック微量
2　黒　　　色　　ローム粒子少量
3　暗　褐　色　　ローム粒子中量
4　黒　　　色　　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片5点，土師器片72点（杯23，嚢49）が出土

している。ほとんどが細片で，覆土下層から床面にかけての出土が多

い。238は床面から逆位で押しつぶされた状態で出土している。239は

床面から正位で出土している。

所見　時期は，須恵器が出土していないことや床面出土の土器から，

10世紀後半と考えられる。

第68号住居跡出土遺物観察表（第112図）

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

23 8 土 師 器 高台付杯 14 ．0 5 ．5 6 ．5 石 英 ・長 石 に ぷ い 褐 普 通
底 部 回転 へ ラ切 り後 高 台 貼 り付 け，

下 端部 回転 へ ラ削 り，内面 へ ラ磨 き
竃付近床面 70 ％　　　　 P L 48

23 9 土 師 器 小 皿 10 ．2 2 ．6 6 ．7
石 英 ・長 石 ・

雲 母
明 赤 禍 普 通 底 部 回転 糸 切 り 竜付近床面 70 ％　　　　 P L 4 8
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第69号住居跡（第113・114図）

位置　調査区西部のD6d4区に位置し，台地上の北側に立地している。

規模と形状　長軸2．8m，短軸2．4mの長方形で，主軸方向はN－7。－Eである。壁高は10cm程度でほぼ外傾し

ている。

床　ほぼ平坦で，中央部の広い範囲が踏み固められている。壁溝は竃の両脇をのぞき周回している。

竃　北壁東コーナー付近に付設されている。規模は，袖部幅が100cmで，焚口部から煙道部までは75cmである。

袖部は砂質粘土で構築されている。火床面は床面とほぼ同じ高さで，被熱で赤変している。煙道は火床面から

緩やかに外傾している。火床面のやや奥側から幅13cm，長さ30cmほどの割り石が縦に刺さるように置かれてお

り，この割り石が支脚の役割を果たしていたものと考えられる。

寵土居解説
1黒　　色　　焼土ブロック微量　　　　　　　　　　　　　　　6　暗　褐　色　　粘土ブロック少量，焼土ブロック微量
2　黒　　　色　　焼土ブロック少量，粘土ブロック・砂粒微量　　　7　にぷい赤褐色　　焼土ブロック少量，炭化物微量
3　黒　褐　色　　粘土ブロック中量，焼土ブロック・砂粒少量，　　8　黒　褐　色　　粘土粒子少量，焼土ブロック微量

炭化物微量　　　　　　　　　　　　　　　　　9　にぷい赤褐色　粘土粒子少量，焼土ブロック微量
4　黒　　　色　　粘土粒子少量，焼土ブロック微量
5　灰黄褐色　　粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ロームブロック微量

ピット　1か所。深さが30cmで，南壁沿いの竃に向い合う位置にあることから出入り口施設に伴うピットと考

えられる。

ピット土居解説
1　黒　　　色　　ロームブロック少量
2　褐　　　色　　ローム粒子多量

覆土　6層からなり，レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土居解説
1　極暗褐色
2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

ロームブロック少量

ロームブロック少量，粘土粒子微量
ロームブロック少量

七6。。　　0同

上50．2m
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第113図　第69号住居跡実測図

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

6　黒　褐　色

」し50．2m
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ロームブロック微量
ローム粒子中量

ロームブロック少量
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遺物出土状況　縄文土器片6点，土師器片44喪（杯36，嚢8），須恵器片3点（嚢），礫1点（支脚）が出土し

ている。縄文土器片は流れ込みによるものと考えられる。242は竃内左袖部付近の覆土下層から正位の状態で，

241は竃内の覆土上層から逆位の状態で出土している。240はピット内の覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から10世紀後半と考えられる。

第114図　第69号住居跡出土遺物実測図

第69号住居跡出土遺物観察表（第114図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

240 土 師 器 杯 ［14．8］ （4．6） － 雲母 にぷい橙 普通 内面へラ磨き P l 覆土中 5 ％

24 1 土 師 器 高台付妬 15．3 6．9 ［7．8］ 雲母 にぷい黄褐 普通 底部高台貼り付け，内面へラ磨き 竃内上層 55％

242 土 師 器 高台付杯 （1．5） 7．5 長石 ・雲母 にぷい橙 普通
底部回転へラ切 り後高台貼 り付

け，内面へラ磨き
竃内下層 10 ％

第70号住居跡（第115～117図）

位置　調査区西部D6f2区に位置し，台地上の北側に立地している。

規模と形状　一辺2．9mの方形で，主軸方向はN－5。－Eである。壁高は18～34cmでほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は，東壁と西壁さらに南壁では中央部分を除き東側と西

側に確認された。北壁の竃両側には，床より一段高い平面が煙道部と同じ位置まで広がっており棚状遺構と考

えられる平面を確認した。棚状遺構は，竃の東側の施設で長軸70cm，短軸40cm，深さ5cmが確認され，西側施

設では長軸90cm，短軸40cm，深さ5cmであり，ともに底面は平坦である。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は，袖部幅が90cmで，焚口部から煙道部までは110cmである。袖部は砂

質粘土で構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さで，煙道は火床面から外傾して立ち上がっている。

寵土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　灰黄褐色
5　黒　褐　色

6　にぷい黄褐色

7　黒　褐　色

8　極暗褐色

ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土ブロ
ック微量
粘土ブロック中量，ロームブロック少量，焼士
粒子微量
粘土粒子中量，ロームブロック・砂粒少量，焼
土粒子微量
粘土粒子中量，ロームブロック微量
粘土粒子中量，焼土ブロック・砂粒少量
粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック微量
ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量
焼土ブロック・粘土粒子少量，ロームブロック微量

ピット　3か所。Pl，P2はともに深さが20cmで，

9　褐　　　色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量
10　黒　褐　色　　ローム粒子中量，焼土ブロック・粘土粒子微量
11暗　褐　色　　ロームブロック中呈，焼土ブロック・炭化物・

粘土ブロック微量
12　黒　褐　色　　粘土粒子多量，焼土粒子中量，ローム粒子・炭

13　黒　褐　色
14　黒　褐　色
15　暗赤褐色
16　黒　褐　色

化粒子・鹿沼パミス微量
ローム粒子少量，焼土ブロック・粘土粒子微量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量

主柱穴とも考えられるが，配列のバランスが悪く不明で

ある。P3は深さが20cmで南壁寄りの竃に向かい合う位置にあることから，出入り口施設に伴うピットと考え

られる。

覆土　8層からなり，ロームブロックや焼土ブロックを多く含んでいることから人為堆積と考えられる。
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土居解説

1黒　褐　色　　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物微量　　　5　黒　褐　色　焼土ブロック少量
2　黒　褐　色　粘土ブロック中鼠ロームブロック・焼土ブロック微量　　6　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土ブロック微量
3　灰　　色　　粘土ブロック中諷ロームブロック少量，焼土ブロック微量　　　7　黒　　　色　　ローム粒子少量
4　黒　褐　色　粘土ブロック中量，ロームブロック微量　　　　　8　灰　褐　色　　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片12点，土師器片479点（杯68，嚢411），須恵器片16点（杯8，嚢8），灰粕陶器片1

点，鉄製品1点（刀子），鉄淳2点が出土している。縄文土器片は人為堆積時の混入によるものと考えられる。

全体的に覆土下層から床面にかけての出土が多く，とくに竃を含む竃から西寄りの部分や壁際から多く出土し

ている。250は竃の右袖内から出土している。248は竃周辺部から複数の細片で出土している。247は南西コー

ナー部の床面から横位で出土している。

所見　出土遺物は覆土下層や床面からの出土が多く，ほとんどの遺物が本跡の時期に関わるものと考えられる。

時期は，出土土器から9世紀後葉と考えられる。本跡では土師器類の9割近くを嚢が占めており，口綾部の大

きさの違いから15個体を確認した。嚢の大きさを口径で分けると直径が15cm程度のものと，21cm程度のものに

二分される。15個体のうち12個体は常総嚢と考えられる。また，竃の左右に床よりも一段高い平坦な部分が確

認されており，棚状施設を有していたものと考えられる。

可　車　可

第115図　第70号住居跡実測図

－121－



ミ≡≡

第116回　第70号住居跡出土遺物実測図（1）
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第117図　第70号住居跡出土遺物実測図（2）

第70号住居跡出土遺物観察表（第116・117図）

I

二∈芸二二＝⇒二
I

V P

M16

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　　；　　　＿＿＿」

番号種別轟種口径器高底径胎　土 色調・焼成 手法の特徴 出土位置 備　考

243土師器杯［13．0］3．9 6．3石英・長石にぷい褐普通内面へラ磨き 東側床面70％　　　　PL48

244土師器杯［15．2］5．4 6．6雲母 にぷい橙普通下端部回転へラ削り，内面へラ磨き火床部30％

245土師器高台付杯14．8 5．4 7．7石英・長石 橙普通底部高台貼り付け，内面へラ磨き覆土中90％　　　　PL48

246土師器盤［19．0］（2．8）－
石英・長石・雲母にぷい褐普通内面へラ磨き 覆土中5％

247灰粕陶器長頸瓶10．0＿（7．4）－長石 灰自普通頚部ロクロナデ・粕流．Lがけ
P‘2付近

床面

・30％

猿投棄K－90カ

248土師器嚢［21．5］（30．7）－雲母・小礫にぷい褐普通体部縦方向のヘラ削り，口縁部横ナデ竃付近下層50％

249土師器嚢［21．2］（7．2）－長石・雲母にぷい赤褐普通口縁部横ナデ 西側下層 l5％

250土師器襲［15．5］（6．4）－
石英・長石にぷい赤褐普通口縁部横ナデ，内・外面今ラナデ火床部・10％

251土師器棄［21．0］（7．3）－
長石・雲母明赤痢普通口緑部横ナデ，内面横方向ナデ竃内中層5％

252土師器．棄［14．4］（8．4）－石英・雲母，にぷい赤褐普通口線部横ナデ 火床部30％

253土師器嚢13．1（7．1）－石英・長石明赤褐普通口縁部横ナデ 北西コーナ

ー部床面

30％

254土師器棄［20．0］（5．4）－長石 にぷい赤褐普通口縁部横ナデ 北壁溝底面5％

256須恵器蛮力－（18．0）14．7石英・長石にぷい褐普通
下端部横もしくは斜め方向のへ

ラ削り，中央部より上方ナデ

西側下層，

竃内中層
30％　外面刻書

番号券種長さ幅厚さ重量材質 特　　　　　徴 出土位置 備　考

M16刀　　子（8．7）．1．1 0．4 （8．3）鉄両端部欠落 火床面 PL61

第72号住居跡（第118・119図）

位置　調査区西部のD6g6区に位置し，台地上の北側に立地している○

重複関係　南側を第15号溝に掘り込まれている○また，第60号住居とも重複しているものと推測される。

規模と形状　溝に掘り込まれているため，長軸は5・2m，層帥ま2・1mまでしか確認できず，方形または長方形と

考えられる。主軸方向はN－50－Wである。壁高は最も高い部分が10cmで外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部から北東コーナー部にかけて踏み固められている。また，西壁の一部を除き壁溝が巡

っている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は袖部幅が110cmで，焚口部から煙道部までは140cmである。袖部は地

山を掘り込んだ後，砂質粘土を貼り付けて構築されている0火床部は床面とほぼ同じ高さで，煙道は火床面か

ら外傾して立ち上がっている。
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竃土居解説
1黒　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子微量　　　　　　　　　5　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
2　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子・粘土ブロック・粘　　　6　黒　褐　色　　炭化粒子・粘土ブロック中量，ローム粒子・焼

土粒子・砂粒微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土粒子少量
3　黒　褐　色　　焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子・粘　　　7　黒　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・粘土ブロック少量，

土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒子微量
4　黒　褐　色　　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量，　　8　にぷい赤褐色　　焼土粒子中量，粘土粒子少量，ロームブロック微量

粘土粒子微量

ピット　4か所。Pl，P2は配列から主柱穴と考えられる。P3，P4については性格不明である。

覆土　5層からなるが，層厚が薄く堆積状況は不明である。

土居解説
1　黒　　　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量　　　4　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量　　　5　黒　褐　色　　ロームブロック少量
3　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土

粒子・鹿沼パミス微量

遺物出土状況　縄文土器片28点，土師器片226点（杯42，襲184），須恵器片45点（杯27，嚢18）が出土している。

縄文土器片は流れ込みや混入によるものと考えられる。竃西側の壁港内から257は正位で，258は横位でほぼ完

形に近い状態で出土している。259は竃周辺の覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から9世紀前半と考えられる。

OD
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第118図　第72号住居跡・出土遺物実測図
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257　士師器　林　13．6
65 0 長石　 唇 瀾普通票禁へ豊富 部回転

北壁溝下層　85％　　　　PL49

25車 師器 埠巨3 小 鳩 普 恒 一褐普纏 霊霊豊豊禁㍍
北壁溝下層　緋％

銅棒恵可腑頑捌 サの極目長石　　　 褐灰　普通極部纏へラ別後納射伸す覆土申　極％　　 PL48

26車 師器回 組車 長石の雲母　 褐　 普通讐禁へラ削り後げ瀾 ㌘摘近測％
床面

器車 師器　楽匝扇接郎i　 匝英の長石　匡ぷい橙普通恒嫁部横ナデ P漕床面！5％

：　　　　　　　′　　′′′ノミ

位置　調査区西部のD6C7区に位置し，台地上の北側に立地してい′る。

重複関係　第73号住居跡を掘り込んでいる。
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ある。壁高は最も高い部分が15cnlでほぼ直立している。

床　はぼ平坦で，確認で　る範囲の大部分が踏み固められている。壁藩は商壁下で一部確認された。

ピット　1か所。深さが50cnlで，位置的に主柱穴の可能性がある。

覆土　2層からなるが，層厚が薄く堆積状況は不明である。

土層解説

1　黒　褐　色　　U一一ムブロック少量，焼士粒千・炭化物微量

2　極暗褐色　　ローム粒子少量診　焼士ブロック微量

0　　　　　　5cm』魂



遺物出土状況　縄文土器片3点，土師器片30点（杯5，嚢25），須恵器片24点（杯）が出土している。縄文土器

片は流れ込みや混入によるものと考えられる。また，遺物はすべて覆土中から出土したものである。

所見　時期は，古墳時代の住居を掘り込んでいることと出土土器から，9世紀前半と考えられる。

第74号住居跡出土遺物観察表（第120図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　 考

2 62 須 恵 器 坤こ － （4．3） 7 ，1
石英 ・長石 ・

雲母 ・微礫
灰 普通

底部 一方 向へ ラ削 り，下端 部 回

転へ ラ削 り
覆土 中 30 ％

26 3 須 恵 器 高台付杯 13．1 5．6 ［7．9］ 長石 ・小礫 褐灰 良好 底部回転へ ラ切り後 高台貼 り付け 覆土中 70％ 外面一部自然軸
P L 4 9

第75号住居跡（第121・122図）

位置　調査区西部のD6d7区に位置し，台地上の北側に立地している。

重複関係　第73号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径が3．9m，短径が3．6mの方形である。主軸方向はNr8。－Eで，壁高は最も高い部分で7cm

ある。

④

第121回　第75号住居跡実測図
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床　ほぼ平坦で，中央部から南北に向かっての範囲が踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。袖部幅は80cm，焚口部から煙道部まで100cmである。袖部は砂質粘土で構

築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さの平坦部を利用し，火床面が被熱で赤変している。煙道は火床面

から直立している。

寵土居解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック

少量，炭化物微量
2　黒　褐　色　　粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
3　黒　褐　色 粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土プロ

ック微量
4　黒　褐　色　　焼土ブロック少量，ロームブロック・粘土粒子微量
5　黒　　　色　　焼土ブロック・粘土粒子微量
6　黒　褐　色　　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
7　黒　褐　色　　焼土ブロック少量，ロームブロック・粘土ブロ

ック微量
8　黒　褐　色　　焼士ブロック・粘土粒子少量，ロームブロッ

ク・炭化物微量

9　暗赤褐色

10　暗赤褐色
11黒　褐　色

12　黒　　　色
13　黒　褐　色
14　黒　褐　色
15　黒　褐　色
16　灰　褐　色

ピット　5か所。Pl，P4は深さ約20cm，P2，P3は深さ約15cmで，

えられる。P5については，性格不明である。

覆土　単一層であり，層厚が薄いため堆積状況は不明である。

土居解説
1黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量，粘土ブロック微量

焼土ブロック中量，ロームブロック・粘土ブロ
ック少量，炭化物微量
焼土ブロック中量，炭化物少量，粘土ブロック微量
粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブロ
ック微量
焼土ブロック・粘土ブロック微量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
焼士粒子・炭化物少量，ローム粒子微量
ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量
焼土粒子・炭化物・粘土粒子・砂粒中量，ロー
ム粒子少量

配列のバランスは悪いが主柱穴と考

遺物出土状況　縄文土器片12点，土師器片83点（杯4，嚢79），須恵器片8点（杯・蓋4，嚢4）が出土してい

る。縄文土器片は流れ込みや混入によるものと考えられる。264，266，268は完形のまま逆位で，265は正位で，

それぞれ床面から出土している。

所見　図示した遺物のほとんどが完形品で，床面直上からの出土であることから，本跡に伴うものと考えられ

る。時期は，出土土器から9世紀前半と考えられる。

二三‡三I二二∵l

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

第122回　第75号住居跡出土遺物実測図
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第撒号住居跡出土遺物観察表　第は図）

番号 種別 器種 日経 器高 底 径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出士位 置 備　 考

2 64 須 恵 器 林 13．3 5．0 7．2
石英 ・長石 ・

小礫
灰 自 普通

底 部 回転 へ ラ切 り後一 方向へ ラ

削 り後 ナデ，下端部回転へラ削 り
中央部床面 1 00 00　　　　 P L 19

2 65 須 恵 器 蓋 15．2 3．7 － 石英 ・長石 灰 普通 天井部 回転 へ ラ削 り 東側床面 80 ％　　　　 P L 49 ．

2 66 須 恵 器 蓋 12．1 2．ヰ － 石 英 ・長石 灰 普通 天井部 回転 へラ削 り 中央部床面 10 0 0。　　　 P L L拍

26 7 士 師 器 婆 （3 3．0） ［6．8］
石英 ・長石 ・

雲母
にぷ い橙 普通 休部外面縦方 向へラナデ 竃付近床面 30％

2 68 士 師 器 小形婆 1 3．0 12．1 6．9 石英 ・長石 明赤褐 普 通 目線部横 ナデ， 内面へラナデ
P l 付 近

床面
9 5㌔　　　　 P L 5 0

第謬謬考健腰紗（第123～且25囲）

位置　調査区西部のり6e8区に位置しタ　台地上の北側に立地している。

規模と形状　一辺が5や3mはどの方形でタ　主事由方向は頂上㍉㌢㌧」針である。壁高は霊～鍼cmでほぼ直立している。

床　はぼ平坦で芦　中央部から南西コーナーにかけて踏み固められている。各コーナー部と南側の床面は芦確認

蘭から甜～緋cmはど掘　下げてからロームブロック掛心の土を捜め戻七て床面を構築しているため軟らかい。

また，壁藩が全周している。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は袖部幅が蟻配mで　楽日部から煙道部までほほ読mである。袖部は地

山を芯とし，その周囲に砂質粘土を粘り付けて構築している。火床部は床面とほぼ同じ高さでタ　火床面は被熱

で赤変硬化している。煙道は火床面から外傾して立ち上がっている。第m～飢層が袖部の土層で　第2～罰層

が竃の掘り方の埋士である。

竃土層解説
1 褐黒 色

2　黒　褐　色
3　灰　　　色
・1　暗　褐　色

5　褐　灰　色
6　赤　褐　色

7　灰　　　色
8　黒　褐　色

9　にぷい赤褐色
10　暗オリーブ色

11にぷい黄色
12　黒　褐　色

13　明黄褐色

14　褐　灰　色

ピット　14か所。

焼士ブロック少窟

ロームブロック・焼十ブロック・粘十プロ、ソク少量
ロームプロ、ソク・焼十ブロック微量

U一一ム粒J’・中量，焼十ブUツケ微量
ロームブロック・焼上ブロック微量

焼土粒子多量
ロームブロック中量
ロームブロック少量

焼土粒子多量

粘十粒子中量，焼‖粒子少量
砂粒・小礫多量，U－ムブロック少量

粘十ブロック・砂粒・小礫中量，ロー一ムプロ、ソ
ク少量
砂粒・小礫多宣，ロームブロック少量

粘土ブロック多毒∴　ローム粒千少量

15　黒　褐　色　　粘十粒十一再這∴ロームブロック・焼十プロ・ソク少量
16　にぷい赤褐色　　粘土粒子中量，ロームプロ、ソク・焼十ブロック少量
17　にぷい赤褐色　　粘士粒十情葺∴焼士ブロック少量，ローム粒千微量
18　褐　灰　色　　粘土粒子多量，焼土粒子微量
19　灰　褐　色　　粘土粒子多量，ロームブロック少鼠焼土粒子微量
20　赤　褐　色　　焼土粒子多量，小礫微量
21にぷい赤褐色　　焼土粒子中量，粘土粒子少量
22　暗赤褐色　　焼土ブロック多量
23　灰黄褐色　　ロームブロック・灰中量，焼士ブロック少量
24　灰黄褐色　灰多量，焼土ブロック中量，ロームブロック少量
25　灰　　　色　　灰多量，焼土ブロック少量
26　黒　褐　色　　灰中量，ロームブロック微量
27　黄　灰　色　　灰中量，ロームブロック少量
28　灰　褐　色　　粘十粒子【巨量，焼十ブロック・ローム粒J’・少量
29　暗赤褐色　　ローム粒了ヰ宣，焼土ブロック・粘十粒子・少量

㌘且～P4は深さが祁～鮒cmで　その配列から主柱穴と考えられる。また，㌘5は深さが2の

cmで　南壁欝　の竃に向い合　位置にあることから出入　口施設に伴うピットと考えられる。掘り方の調査で

はさらに9か所のピットが確認されており，そのうちの4か所津6，P7，㌘8，㌘9）はP且～㌘4の内

側に配列されている。

ピット土層解説

1　黒　褐　色
2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

ロームブロック少量，焼土ブロックの粘土ブロック微量

ロームブロック少量，炭化物微量
ロームブロック少量

4　極暗褐色
5　灰　褐　色

ロームブロック中量

ロームブロック中量

澤立12層からなり，ロームブロックを多く含んでいることから人為堆積と考えられる。第12層は掘り方の擾

士である。
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第123図　第77号住居跡実測図（1）
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土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子少量，焼士ブロック・炭化物微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック・焼十ブロック・粘十粒千少量

3　暗　褐　色　　ロームブロックr巨量，焼十ブロック・炭化物少
量，粘十粒子微宣

．′1黒　褐　色　　ロームプロ、ノク車上焼十ブロック・粘上ブロック少量
5　黒　褐　色　　ロームブロック・焼十ブロック少量，鹿沼バミ

スブロック微量

7　黒　　　色　　ローム粒J′・・焼十粒ナ少量，炭化粒十粘十粒子微量
8　灰黄褐色　　tコ一一ムブロック・焼士ブロック・粘十粒千少量
9　極暗褐色　　し1－一ムブU、ソク中量，焼上ブロック少量，粘上

ブロック微量
10　黒　褐　色　　ローム粒j′一少量，焼十ブUソク・炭化物・粘上

ブUック微量

11黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼十ブロック・炭化物微量

6　暗　褐　色　　ロームブロック・焼士ブロック・粘十粒子少量　　12　黒　褐　色　　ロームブロック中量

遺物出立状況　土師器片10摘点（棒12筑婆の釦　須恵器片蟻点　種摘銑牽2割　縄文土器片膵点　椀状銑淳

温点が出土している。縄文土器片はÅ為堆積時の混入によるものと考えられる。覆土全体に遺物の散らばりが

見られるがタ　特に下層から中層にかけて多く出土している。罰は南壁際の床面から正位の状態でタ　2閥は南西

ノー　告′′′：′十㌢、刀　ノ’√′　　：′　二で、t．　－　か．′、　－、　′一　′、：．’一　′　′．　′′′′　′　、

ら正位で，2閥は中央部の床面からタ2花は東壁際の床面からそれぞれ出土している。また誹都は床下に位置す
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るが，P3にかかる位置から出土している。

所見　時期は，547が本跡構築過程に入り込んだ土器と考えられることや床面から出土している土器から，9世

紀後半と考えられる。掘り方調査では，新たに床下から9か所のピットが確認されている。そのうちの4か所

がPl～P4のすぐ内側に位置するように規則的に配置されている。このことからP6～P9はPl～P4以

前に利用されていた主柱穴であり，本跡が建て替えを行ったことを示しているものと考えられる。

第125図　第77号住居跡出土遺物実測図

第77号住居跡出土遺物観察表（第125図）

番 号 種 別 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土位 置 備　 考

2 69 土 師 器 称 16 ．3 5 ．2 7 ．6 長 石 ・雲 母 にぷい黄橙 普 通
底 部 回転 へ ラ 切 り， 下 端 部 回転

へ ラ 削 り， 内 面 へ ラ磨 き
南壁際床面 6 0 ％　　　　 P L 50

2 70 十 肺 器 杯 ［13 ．5］ 4．4 6 ．7 長 石 ・雲 母 にぷ い橙 普 通
底 部 回 転 へ ラ 切 り， 下 端 部 回 転

へ ラ 削 り， 内 面 へ ラ磨 き

南 西 コ ー

ナ ー床 面
5 0 ％
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番号 種 別 器種 口径 器 高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

271 土 師 器 坤こ 7．9 2．4 4．1 雲母 にぷい黄橙 普通
底 部不定 方向 へ ラ削 り，下端 部

手持 ちへラ削 り， 内面 へ ラ磨 き
東側 中層

80％休部横位 に墨
書 文字 「伊」 カ

P L 49

2 72 須 恵 器 杯 12．7 4．0 6．8 石英 ・長石 褐灰 普通
底 部一方 向へ ラ削 り，下端部 手

持 ちへラ削 り
竃付近床面

100 ％底 部 のヘ ラ
削 りと直行 に刻吾
「ノ」　　　 P L 49

27 3 土 師 器 高台付杯 13．2 5．3 6．9 雲母 橙 普通
底 部回転 へ ラ切 り後高 台貼 り付

け， 内面へ ラ磨 き

東壁 際床

面

70％休部正位 に墨

書 「大家」 P L 49

27 4 土 師 器 皿 15．2 1．9 6．5 石英 ・長 石 にぷい黄橙 普通
下端 部回転 へ ラ削 り， 内面へ ラ

磨 き

中央部から

P3付近床面
70％　　　　 P L4 9

27 5 土 師 器 棄 ［21．0］（18．0） －

石英 ・長石 ・

雲母
にぷい赤禍 普通 休部下端部 へ ラ削 り

東壁際床

面
10 ％

27 6 土 師 器 小形整
－

（9．5） 6．6 石英 ・長石 にぷい赤褐 普通
休部 下端部 横方 向へ ラ削 り，上

方 は縦方向 へラ削 り

P l 付近

床面
40 ％

54 7 土　 師 器 鉄鉢 ［24．2］（9．9） － 石英 ・長石 にぷい黄橙 普通 体部外面へ ラナデ
P 3 掘 り

方中層
15％

番号 種 別 長 さ 幅 厚 さ 重量 材質 特　　　　　 徴 出土 位置 備　 考

M 17 釘 （9．7） 1．5 0．6 （15．2） 鉄 角釘，先端 部欠損 覆土 中 P L 6 1

M 18 傲 （6．2） 0．9 0．6 （9．8） 鉄 茎部の み残 存 覆土 中

第78号住居跡（第126・127図）

位置　調査区西部のD6f7区に位置し，台地上の北側に立地している。

重複関係　第201・202・220号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　竃以外の部分は削平されており，規模・形状は不明である。主軸方向はN－800－Eである。

竃　東壁に付設されている。袖部幅は60cm，焚口部から煙道部までは100cmである。袖部は砂質粘土で構築さ

れている。火床部は床面とほぼ同じ高さの平坦部を利用し，火床面が被熱で赤変している。煙道は火床面から

緩やかに立ち上がっている。

寵土居解説

1　黒　褐　色

2　暗赤褐色

3　黒　　　色

4　黒　褐　色

④　′′
J

l

，l

JL l
l

［

，l

l

焼土ブロック少量，ロームブロック・粘土ブロ
ック・砂粒微量
焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化物・
粘土ブロック微量
ローム粒子・焼土ブロック微量
ローム粒子少量，焼土ブロック微量

第126図　第78号住居跡実測図

5　暗赤褐色

6　褐　灰　色

7　黒　褐　色

」L50．8m
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ロームブロック・焼土ブロック少量，粘土ブロ
ック微量
ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土ブロ
ック微量
焼士ブロック少量，炭化物・粘土ブロック微量



ピット　確認されなか／つたJ

覆土　削平されているため不明である。

、‾l　　′ノ、、．・t　、l　㍉　　　一・、′．　　′、・∴　′　プ′　＿′、　一　　′、‥　　　、　′：ノ・l二。、、

一ノニ　＿．、′・し　　′　′、ノ′　ノ、、．　ノ　′′′　　′、　　　　′　　∴ノ・、、、∴　一′．′、）　　　　、・′　‥

′　ノちこ　　　＿一　　　ノ　ノ　・言　＿　　、　　＿、／、ノ

．　　一　　　　　一　　　　　　　、・ノ．　　　′　・：．　　　′・．

諷三龍賎≡
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′　　　　　・　　　・′∴－　　　　　　′　′

琶三屋遠覧
0 10cm

番可　酎中醜凋極可離可　胎土 色調i焼成！　 手法の特徴　　極土位置i 備考
277土師車 庫 （4可つ㌫㌢

i橙　普通底部高城摘け　　　　 火床部　渕％
278土′師器桓捧 ∈3車 庫 にぷ尋普通票雷雷誓占禁霊部回転爛部摘％

猶圧縮軒棚M 恒可儲棒針欄 にぶ欄橙普通極錮転へラ切り　　　 極床部極％

t　　　　　、　　′′　ご

－　　　′、！′．　　　　、　　　　　　　　　　　′′　　　　ノ．、‾　／′．

′二、．∴′、．‥，′ノ　　　　　∴　　　　　′　　・′　　　　′′　‾　　ノ

ノ　ノバ　　二　　　　　　、　ノ′　三　　　　　　　　、　′　　　　　ノ．・′′　　　　　　　・′′′　　　　′、　　　′

外傾して立ち上がっている。

、‘－　∴　　、　　　　　　ノ、　′．　－　　　　　　　　　′　　　　　　、　′　．′　　　、′　　　　‥　一．　、　ノノ、－‘．′

竃　東壁のほぼ中央部に付設されて折る。袖部幅は鮒cmで　焚m部から煙道部までほ鮎cmである。袖部は砂質

1′・′　　　′′　　′　　　　ノ　′　　　　　　　ノの　′ノ1　　　　　　　　　　　ノ　′　　7．、ノー　　′′　てこ、　　　′．　ノ

′　　　　　　　　　　　　　′

竃土層解説
1　暗　褐　色　　ロームブロック・粘士粒J’・・砂粒微量

2　暗　褐　色

3　極暗褐色
‘1　暗　褐　色

5　褐　　　色

U一一ムブロック少量，焼十ブロック・粘十粒千微量
ロ・Hl－ムブロック・焼上プロ・ソク少量

焼十プロ・ソク・粘十粒J’・・砂粒少量

ロームブロック少量，廃土粒子鴻雛鯛か粘土粒子微量

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　暗赤褐色

粘十粒J′一少量，焼十ブロック微量

ロームプロ、．ソク少量，粘十ブロック微量
焼十粒J’中量，粘十粒J’‥少量，ロー一一ムブロッ

ク・炭化物微量

ピット　確認されなかった。

．．　：つ′．∵　　′　′ニ　ー　′・・′、　　／、．　∴．ノ、∴∴一一　一・∴　′．′　∴

土層解説
1　黒　　　色　　しトムブU∵ク少量∴焼十ブU∵ク・粘上プロ、′・′ケ微量

2　黒　　　色　　ロームブロック・焼十ブロック少量，炭化物微量
3　黒　褐　色　　ロー－ムブロック少量，炭化物微量

つ・、、　′　　　′　‾　　　　　　　　′　　一　　　　　　ニ　′　′　　　　　　　　　　＿　　．′、

土器片はÅ為堆積時の混入による　のと考えられる。遺物は覆土下層や竃周辺に集中している。焚口部のやや
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西側から291が内向きに，Q45は使用面を上向きに，280は竃内で逆位のまま押しつぶされたような状態でそれ

ぞれ出土している。286は覆土上層から出土しており混入の可能性がある。

所見　南東側覆土下層に遺物が集中していることなどから，ほとんどの遺物は，住居廃絶の際に投棄されたも

のと考えられる。また，覆土上層の遺物も時期がほぼ一致することから，廃絶時の埋め戻しの過程で混入した

可能性がある。時期は，東竃であることや須恵器を伴わないこと，また出土土器から10世紀後半と考えられる。

A49．4m

旦49．2m

二謝二

－「∴二二三

＼＼＿＿上＝ク287
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第128回　第82号住居跡・出土遺物実測図
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第相聞　第根号佳屠渉出土遺物実測図

・′　′　　　　　　　　　　　ノ　　′　、　′ノ　　　　　′

0　　　　　　　　　　10cm

』≡≡≡≡≡豊≡≡≡≡：≡≡』

番号　　 種別　　 器種　 目径　 器高　 儀径　　 賠　 土　　　 色謂 焼成　　 手 法 の 特 徴　　 極 士位置 i 備 考

罰 土 攣 捧 摘宕十 … 可 赤色粒子 普通 底部醜 糸切 ，…面当て具痕 竃柄 層 ！鮎％　　 P L甜

詣… 師 器 棒 恒 恒 2　 83 雲母　　 にぷ 磯橙国 禁 漂 糸切 潤 膵 持ちi酋壁際輔 －i鋪％　 P L渕

中 潮 桓 車 車 車 痺 蓬　 巨欄 普通麿 ㌫ 完 慧 豊錘 酋枢面減％　 PL識

屋i㌣ 当 当 鍋’＋ 腎 減 回 票 警鸞霊 豊 後高鍋 唇 部床車 ％

捌 巨 師痢細事脱恒可 普通底部高鍋 附け内海へラ磨中 纏際桶極％
中 車 欄 回 霊警‡芸高湘 付け内中 部緬i舗％　 PL渕

揃 巨欄 憎 い 灘 「 摘 「 綱 目 錮 匡 断 兢 射 幸 思 欄 ［普通 極 部醜 糸切 り　　　　 恒 近上中 鵬

雷汗 と 師 ′器 序 皿　　 恒 裏目 をの 赤色粒子　 にぶ 磯 普通 底部醜 糸切 り　　　　 竃内下層 極 ％

可 蒜 前 澤 可 司 「 寓 吾 平 議 普通魔豊縦方向に工楓 目線麿 轟 ％
中 潮 車 匡車 車 璃 漂 隼 凋 普通匪 票砦禁芸向慧 ㌫ 矩 冊 極

空 室 堅 痕 望 鹿 也 対　 極 英 ゆ長石 恒 い褐 普通 恒 緑部横げ　　　 ！竃付近緬 i20％　　 ㌘L50

番可　 静軽　 い 謳 i 幅 厚さ i 重量 i 材質 i　 特　　 徴　　 目 地 位置 備　考
繍 極　 可　 は霊　 日 周 805　 恒 5摘 i花 崗 岩巨 商朋　　　　　 ！竃西側床面

・・・・yl－135－－－－



第83号住居跡（第130図）

位置　調査区西部のD6cl区に位置し，台地上の北側に立地している。

重複関係　第249号土坑に掘り込まれていたものと推測される。

規模と形状　北側半分以上が調査区域外となっている。また大部分が削平されているため，規模・形状は不明

である。竃の状況から主軸方向はN－900－Eである。

竃　東壁に付設されている。北側が調査区城外のため袖部幅は不明である。焚口部から煙道部までは70cmであ

る。袖部は砂質粘土で構築されている。また，火熱を受けた礫が右袖部から2点出土しており，竃部材の一部

として利用されていたものと考えられる。火床部は床面を多少掘りくぼめており，火床面が被熱で赤変してい

る。煙道は火床面から外傾して立ち上がっている。

竃土居解説
1暗赤褐色　　焼土ブロック中量，ロームブロック少量，粘土ブロック微量
2　灰　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック・砂粒少量

ピット　確認されなかった。

覆土　3層確認されたが，一部分のため堆積状況は不明である。

土層解説
1黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
2　黒　　　色　　ロームブロック・焼土ブロック微量

3　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物・
粘土粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片1点，土師器片65点（杯17，嚢48），須恵器片1点（嚢）が出土している。縄文土器

片，須恵器片は流れ込みや混入によるものと考えられる。遺物のほとんどは竃内から出土したもので，293は右

袖部煙道付近から斜位で，295は右袖部内から出土している。

所見　時期は，東竃であることや竃内出土の土器から，10世紀後半と考えられる。
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第130図　第83号住居跡・出土遺物実測図
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第83号住居跡出土遺物観察表（第130図）

番 号 種 別 器 種 口 径 器高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位 置 備　 考

2 92 土 師 器 杯 カ ［1 6．6 ］ （3．5） － 長 石 ・雲 母 橙 普 通 ロ クロ ナ デ 覆 土 中 2 0 ％

29 3 土 師 器 高台付杯 （2．4） 6．3
石 英 ・長 石 ・

雲 母
に ぷ い 褐 普 通 底 部高 台貼 り付 け ，内 面 へ ラ磨 き 竜 内 下 層 5 0 ％

29 4 十 師 器 小 皿 ［9．4］ 2．2 5 ．8
石 英 ・長 石 ・

赤 色 粒 子
にぷ い橙 普 通 底 部 回 転 糸 切 り 覆 土 中 50 ％　　　　 P L 50

2 9 5 士 師 器 要 ［2 0 ．4］ （18．1）
石 英 ・長 石 ・

雲 母
明 褐 普 通 口 縁 部 横 ナ デ 竃 内 下 層 10 ％

第87号住居跡（第111・131図）

位置　調査区西部のD6d5区に位置し，台地上の北側に立地している。

重複関係　第68号住居，第862号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　覆土のほとんどが削平されているため，規模は東西方向に1．1m，南北方向は2．6mまでしか確認

されなかった。主軸方向はN－81。－Eで，長方形と考えられる。壁高は東側の最も高い部分で10cmである。

床　竃から西方向へ向かって硬化面の一部が確認された。

竃　東壁やや南寄りの部分に付設されている。削平されているため規模は不明であるが，火床部は床面を5cm

ほど掘りくぼめており，火床面が被熱で赤変している。

竃土居解説
1　黒　　　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量

2　黒　　　色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子微量

ピット　1か所。深さ10cmで南東コーナー部に位置している。性格は不明である。

覆土　単一層で覆土が薄く，堆積状況は不明である。

土層解説
1　黒　　　色　　ロームブロック・粘土粒子微量

遺物出土状況　土師器片19点（杯3，

襲16）が出土している。細片がほと

んどで，竃と南東コーナー部から出

土している。

所見　時期は，東竃であることや竃

内出土の土器から9世紀後半と考え　第131図　第87号住居跡出土遺物実測図

られる。

第87号住居跡出土遺物観察表（第131図）

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

2 96 土 師 器 杯 ［11 ．8］ 3．7 6 ．4 雲母 ・赤色粒子 にぷい黄褐 普 通 底 部 回転 へ ラ切 り，内 面 へ ラ磨 き
竃 ， P l

付 近 下 層

40 ％　 体 部 外 面 に

刺 青 「＋」

29 7 土　 師 器 婆 － （3．5） ［10 ．0 ］ 石 英 ・長 石 にぷ い橙 普 通 下 端 部 横 方 向 へ ラ 削 り 竜 内 下 層 5 ％

第91号住居跡（第132図）

位置　調査区西部のD5e7区に位置し，台地上の北側に立地している。

重複関係　竃寄りの部分を第352・353号土坑に掘り込まれている。
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規模と形状　竃以外が削平されているため規模・形状を確認することができなかった。なお，主軸方向はN－

850－Eである。

床　ほぼ平坦で，焚口付近に若干の硬化面が確認できた。

竃　東壁に付設されていたものと考えられる。袖部幅は95cmである。焚口部から煙道部までは90cmで，火床部

は床面を10cmほど掘りくぼめており，火床面が被熱で赤変している。煙道は火床面から外傾して立ち上がって

いる。礫は，火床面から浮いた状態で確認されており，袖部の補強材または天井部に利用されていたものが竃

の崩落時に落ち込んだものと考えられる。

寵土居解説
1　黒　褐　色　　粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブロ

ック微量
2　黒　褐　色　　焼土ブロック・粘土ブロック少量，ロームブロ

ック微量
3　黒　　　色　　粘土粒子少量，焼土ブロック微量
4　黒　褐　色　　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化物微量

5　暗　褐　色

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

8　暗　褐　色

9　黒　　　色

ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物・
粘土粒子微量
ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量
粘土粒子少量，焼土ブロック微量
ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量

粘土粒子少量，砂粒微量

ピット　確認されなかった。

覆土　削平されているため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　縄文土器片1点，土師器片45点（杯12，嚢33），礫4点が出土している。縄文土器片は混入によ

るものと考えられる。298は斜位で，299は逆位の状態でともに覆土中層付近から出土している。300は火床面

付近から斜位で出土している。

所見　時期は，東竃であることや須恵器を伴わないこと，また竃内出土の土器から10世紀後半と考えられる。
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第132図　第91号住居跡・出土遺物実測図
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第91号住居跡出土遺物観察表（第132図）

番号　　 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

298　 土 師 器 杯 11．2 3．0 7．2 長石 ・赤色粒子 にぷ い橙 普 通 底部回転糸切 り 竃 内中層 70％　　　　 P L 50

299　 土 師 器 i 棒 10．ヰ 3．5 6．0 雲 母 にぷ い橙 普 通 底部回転糸切り後ナデ，内面へラ磨き 竃 内中層 l
55％　　　　 P L 50

湖中 師 器 小皿 ［9．7］ 2．8 5．8
長 石 ・雲母 ・

赤 色粒子
にぷい褐 普通 底 部回転糸切 り，内面へ ラ磨 き

繍 訂
50％

紹　掘立柱建物跡

第2号掘蓋櫨建物跡（第133図）

位置　調査区西部のE6C8区に位置し，台地上の南側に立地している。

㊨　i i

0　　　　　　　5cm

55C　　　と二二＿＿ユニ二ゴ

第相聞　第　号掘立柱建物跡e出土遺物実測図
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重複関係　第30号住居に掘り込まれている。

規模と形状　桁行3間，梁間2間の側柱式の建物跡で，桁行方向はN－00　の南北棟である。規模は桁行5．4恥

梁間3．9mであり，柱間寸法は桁行が1。8～2。1m，梁間が1．8～2。4mである。

柱穴　平面形は長径70～100cmの楕円形，径70cmの円形，一辺80cmの隅丸方形の三種類で，深さは約20～40cmで

ある。

土層解説（鼻柱穴共通）
1　黒　褐　色　　ロームブロック少量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
3　暗　褐　色　　ロームブロック少量
4　褐　　　色　　ロームブロック少量
5　暗　褐　色　　ロームブロック少量
6　暗　褐　色　　ローム粒子中量

7　暗　褐　色
8　褐　　　色

9　暗　褐　色
10　黒　褐　色

11暗　褐　色

ロームブロック多量
ロームブロック少量

ロームブロック少量

ロームブロック少量，焼土粒子微量
ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片13点，土師器片17点（杯5，賓12），土師質土器片3点が出土している。縄文土器片

や土師質土器片は後世の混入によるものと考えられる。550はP6覆土中から出土している。

所見　第30号住居に掘り込まれていることと出土土器から，時期は9世紀前半以前と考えられる。

第2号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第133図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

550 土 師 器 林 ［15．0］ 3．8 ［8．4］ 雲母 にぷい黄橙 普通 ロクロナデ P 6 覆土中 15％

（3）井戸跡

第2号井戸跡（第134図）

位置　調査区中央部のE6jO区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第1号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　径Hmほどの円形で，円筒状に掘り込まれている。深さは涌水のため96cmまでしか確認できな

かった。

覆土　7層までを確認した。ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。
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第瑠34図　第2号井戸跡実測図

土層解説
1黒　褐　色　　焼士ブロック・粘土ブロック少量，ロームブロッ

ク・炭化物微量
2　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土ブロック少量，炭化物・粘土ブ

ロック微量
3　黒　　　色　　ロームブロック・炭化粒千少量，焼士ブロック微量
4　黒　　　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
5　黒　　　色　　ロームブロック少量
6　黒　　　色　　ローム粒子中量，炭化物微量
7　黒　　　色　　ローム粒子中量

遺物出土状況　縄文土器片19点，土師器片40点，須恵器

片3点，礫4点が出土している。全体的に細片が多い。

また縄文土器片は人為堆積時の混入によるものと考えら

れる。

所見　中世以降の遺物がなく古墳時代の住居跡を掘り込

んでいることや，須恵器高台付杯片が確認されているこ

とから，時期は平安時代と考えられる。
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第男尊井評跡（第且35図）

位置　調査区中央部のE6jO区に位置し夢　台地上の南側に立地している。

重複関係　第1号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　径徽8mほどの円形で，円筒状に掘り込まれている。深さは涌水のため98cmまでしか確認できな

かった。

澤ま　3層までを確認した。ロームブロックを多量に含んでいることから人為堆積と考えられる。

土層解説

ユ　褐　灰　色　　ロームブロック多鼠鹿沼パミスブロック少量
2　黒　褐　色　　ロームブロックや鹿沼パミスブロック中量

3　黒　　　色　　U一一ム粒J’・中量

遺物出土状況　縄文土器片8点　土師器片蟻点，

須恵器片2点が出土している。土器のほとんどが

小片のため図示することができなかった。またタ

縄文土器片は人為堆積時の混入によるものと考え

られる．

所見　中世以降の遺物がなく古墳時代後期の住居

跡を掘り込んでいることから芦　時期は奈良e平安

時代と考えられる．
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第3号井戸跡実測図
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第　号井炉妙　第柑固）

位置　調査区中央部のE7b2区に位置しタ　畜地上の中央に立地している。

重複関係　第7号井戸に掘り込まれているし「

規模と形状　径。mほどの円形で　深さは2割cmである。底部は径がのmほどで　連関錐状に掘　込まれてい

る．、〕

滞ま　涌水のため摘層までを確認した。ロームブロックを多量に含んでいることから人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　　　色　　U一一一ムブLJソク・鹿沼ノ、ミ

スブロック少量，焼土ブ
Uック・炭化物微量

コ　黒　褐　色　　ロームブ仁「二ノク・粘十7、、r－1

、ソク・鹿沼バミス少量
：う　黒　　　色　　LJ－ム粒子・晩上粒子少量，

鹿沼パミスブロック微量
4　窯　褐　色　　ロームブロック中鼠　鹿

沼パミス少量，焼土粒子
微量

5　黒　　　色　lブーム粒子少量，焼十ブ

U・．・ク・鹿沼バミスブLJソ
ク微量

6　褐　　　色　　ロームブロック多量ア　鹿
沼パミスブロック少量

7　黒　褐　色　　ロームブロック中量，鹿
沼パミスブロック少量

8　異　　　色　　ロームブロック中量，鹿
沼パミスブロック少量

9　極暗褐色　　ロームブロック多量，鹿
沼パミスブロック微量

10　黒　褐　色　　U一一ムブUツケ少量，塵
沼パミスブロック微量

尋

旦

Ⅴ
第相聞　第8号井戸跡実測図
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遺物出土状況　縄文土器片42点夕　土師器片測点　須恵器片7点が出土している。図示はできなかったが芦　土師

器の高台相称の細片が覆土下層から出土している。また，縄文土器片も出土しているが，人為堆積時の混入に

よるものと考えられる。

所見　時期はサ　出土土器から9～10世紀代と考えられる。

第摘草井詳静　第相国）

位置　調査区西部のn6g7区に位置し，台地上の北側に立地している。

規模と形状　径mmほどの円形で，円筒状に掘り込まれている。深さは涌水のため175cInまでしか確認できな

かった。また夢確認商から0鳳mほどの南側壁に20cmほどのくぼみを確認した。

穫土　7層までを確認した。ロームブロックを多量に含んでいることから，人為堆積と考えられる。

士層解説

1　黒　褐　色

2　褐　　　色

3　黒　　　色

4　暗　褐　色

ロームプロッタの廃土ブロックか鹿沼パミスブ

ロック少量
ロームブロック中還，粘土ブロック少量，焼土

ブロック微量
ロームブロックを鹿沼パミスブロック少量

ロームブロック中量，焼土ブロックe鹿沼パミ
スブロック・粘土ブロック少量

5　異　　　色　　ロームブロックの鹿沼パミスブロックや粘土ブ
ロック微量

6　暗　褐　色　　鹿沼パミスブロック中鼠　粘土プロブタ少鼠
焼土ブロック微量

7　黒　褐　色　　ローム粒子少量

遺物出土状況　縄文土器片3息　土師器片13点，須恵器片3点，礫3点が出土している。縄文土器縮豊泉為堆

積時の混入によるものと考えられる。図示できなかったが，土師器片には高台が剥離した椀が確認されている。

また夢　須恵器射ますべて嚢片である。

所見　出土土器や　近辺に用世紀前後の住居跡が点在していることから，時期は平安時代と考えられる。

⑥　斗曽　′＋A50伽

第頂37回　第16号井戸跡実測図
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第調号井戸跡（第138図）

位置　調査区西部のD6h9区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　径工2mほどの円形で言采さは涌水のため136cmまでしか確認できなかった。確認面から0鳶mが漏

斗状に掘り込まれており，それ以下はオーバーハングしている。

覆土　7層までを確認した。ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。
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